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裾野市議会予算決算委員会 産業建設分科会 平成31年２月25日（月） 

 

                       ９時00分 開会 

 

〇委員長（井出 悟） おはようございます。ただいまから本日の会議を開き

ます。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  これより予算決算委員会に付託され、産業建設分科会に割り振られました

第１号議案 平成31年度裾野市一般会計予算のうちの関係部分、第６号議案  

平成31年度裾野市十里木高原簡易水道特別会計予算、第８号議案 平成31年度

裾野市水道事業会計予算、第９号議案 平成31年度裾野市下水道事業会計予算

の審査を行います。 

  審査の方法は各課単位で行い、それぞれ当局の説明を求めてから質疑に入

りたいと思います。質疑の後、意見を伺います。これにご異議ありませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） ご異議ありませんので、そのようにいたします。 

  ここで、各委員に申し上げます。質疑は一問一答方式で要点を明確に、簡

潔な質疑をお願いいたします。意見につきましても要点を明確に簡潔にお願

いいたします。 

  次に、分科会外委員の発言の許否についてお諮りいたします。質疑、意見

について、分科会外委員から発言の申し出があった場合には、委員長がその

発言の許否を定めたいと思います。これにご異議ありませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） ご異議ありませんので、そのようにいたします。 

  なお、分科会外委員の発言は、本委員の発言終了後といたします。また、

発言の際には録音の関係上、必ずマイクをご使用願います。 

  暫時休憩いたします。 

                       ９時02分 休憩 

 

                       ９時03分 再開 

〇委員長（勝又 明） 再開いたします。 
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建設部 

〇委員長（井出 悟） 総括説明は終わりました。 

  暫時休憩いたします。 

                       ９時12分 休憩 

 

                       ９時13分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

 

建設管理課（第１号） 

〇委員長（井出 悟） 説明は終わりました。質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 147ページの地籍調査復元測量委託なのですけれども、こ

れについては全て公共事業に伴うものということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらはそのとおりになります。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） それでは、私も今のところです。147ページ、国土調査

費の中の地籍調査費。先ほど一般消耗品費の中で、境界杭とか、境界のプレ

ートというお話がありました。昨年から比べると12万ほどここが減っている

のですが、本数を減らしたりとかということで新年度に行う事業の中で足り

るのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは、足りるというふうに踏んでおります。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そこのところの委託料です。深良の一部地区の地籍調

査の委託、本年度行っていて、また新年度でこれがついているということは

残りの分をもう全てやるということでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは、残りの分と新規の部分になります。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 済みません。ちょっとわからないのですけれども、こ

ういうのって面積に応じての調査委託料になるのですか。面積は関係ない。 

            （「暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       ９時43分 休憩 
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                       ９時44分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは面積にもよりますが、補助金等の予算のつきぐあい

によって進めております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） せっかくなので同じところで、人事課所管かもしれませ

んけれども、職員の数が昨年３人が、来年度は２人ということになっていま

すけれども、この２人でやって、１人減にした理由というのはありますか。 

  暫時休憩。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時44分 休憩 

 

                       ９時47分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら職員の数については今年度と変わりはありません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 予算書134ページです。道路維持費の中の13節委託料、一

番下のオリンピック関連路側草刈り委託ということで、これオリンピック関

連とわざわざ分けている理由というのはありますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、もうオリンピックのコースと、それにアクセスす

るアクセス道路を行うことから、こちらは分けて計上させていただいており

ます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） オリンピック関連と分けることで国、もしくは県からの

補助というのは見込めないのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 現在のところ補助制度等はございません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ということは、オリンピック関連の草刈りと同じように

市道の草刈り、除草委託出していますけれども、内容的には同じものという

ことなのですよね。 

            （「ちょっと暫時休憩」の声あり） 



5 

 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       ９時48分 休憩 

 

                       ９時50分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、オリンピック等の関係で調査等が来ております。

それを明確にするため、外出しをしております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 今の質問に関連して、草刈りということなのですけれど

も、等だから多分入っていると思うのですけれども、結構道路と民有地の切

れ目、結構道路のところに土砂がたまってそこで草が繁茂しているというの

が多分市内どこでもあらわれる状況だと思うのですけれども、今回このオリ

ンピックの関連のコースについては、そういうものまで除去するというよう

な形の施工を考えていますか。お聞きしたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら、必要によっては道路清掃等も必要になってくるかと

考えております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 済みません。131ページでございます。土木総務費の中

の市道の未登記箇所の測量登記委託というので、市道内の民地なんていうの

はもう何カ所あるとかという、そういうのは把握しているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは全ては把握をしておりません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうすると、どうやって登記をする、土地家屋調査士

ですよね、それ委託するのですけれども、全てを把握していないけれども、

こことこことこことかというようなあれで委託はするということですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらにつきましては、立ち会い等で判明するケースが非常

に多くなっております。その際にわかった時点でこの処理を行っていきます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） それでは、134ページでございます。15節の工事請負費

のところで2,970万円、維持補修工事費ですので、これは早く対応をするのが

必要だということだと思いますが、これって地区要望の見込みとか、そうい

うようなものはあってこういう金額を載せてあるのですか。 
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            （「暫時休憩で」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       ９時52分 休憩 

 

                       ９時53分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは一応建設課のほうで実施しております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） その下の原材料費でございます。砕石とか生コン、こ

ういうのは区からの要望というのはやはりどのくらいあるかという見込みは

あるのですか。 

            （「ちょっとお待ちください」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       ９時53分 休憩 

 

                       ９時54分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは、今年度の実績でいきますと、25の区から砕

石及び生コン等の要望が上がっております。 

〇委員（二ノ宮善明） あと１点済みません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 139ページの河川維持費なのです。委託料のところ、石

脇の黄瀬川の親水公園の遊具診断で、遊具診断がこの河川維持費、実はこれ

毎年同額ここから出ているのですけれども、どういうふうに見たらいいです

か。親水公園だからということ。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、まちづくり課が管理している公園ではなくて、建

設管理課のほうで管理している公園ということで、こちらの遊具があります

ので、そちらの点検というふうに考えております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 131ページの、先ほど市道の未登記箇所測量登記委託で、

全てを把握していないということだったのですけれども、その原因というの

はどこにあるのですか。 

            （「暫時休憩で」の声あり） 
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〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       ９時55分 休憩 

 

                       ９時57分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 原因等につきましてはいろいろあるものですから、基本的に

は発見した当時に処理をするという方向で進んでおります。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それについては、これからはないと思うのですけれども、

いずれにしてももし建設管理課で用地買収を行いますと、当然登記とかも全

部入っていますのでないとは思うのですが、細心の注意を払ってやっていた

だくことが将来に向かってよくなると思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） そのすぐ下に国道246号バイパス建設促進期成同盟会負担

金とあるのですけれども、こういうのって何を、今どんな取り組みをしてい

るのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうにつきましては、国道246バイパスを使っている

市町村が集まっての建設促進ということで、主には２車線化になります。裾

野地先は既に２車線化されておりますので、現状今裾野からの要望は渋滞対

策等をお願いしております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それと、国道469号建設促進期成同盟会負担金なのですけ

れども、これは十里木の集落のあたりということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは469、やはり絡む市町村になりますので、富士宮、あ

るいは富士、それから裾野市、御殿場市、小山町、あと南部町等が関連して

きます。これは山梨県の南部町ですが、そちらが絡んでの要望ということな

ので、やはり全体的な要望になってきます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） そこについて、十里木あたりは該当してくると思うので

すけれども、昔からちょっといろいろ聞いている中で、裾野市の方針という

か、今の現状なのか、現道なのか、要するにコースを変えるのかとか、その

辺の検討というのはどういう考えでいるかをお聞きしたいと思います。 
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〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 この十里木地先につきましては、既に平成11年に暫定、概略

ルートという形で出ております。裾野市としましては、これを既に決定ルー

トに格上げしていただくよう毎回要望では要望しております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 25ページの歳入の２項８目土木費国庫補助金の一番下、

社会資本整備総合交付金、これさっき踏切という話があったのですが、その

内訳を教えてください。 

            （「ちょっと暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時00分 休憩 

 

                       10時02分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらの内訳なのですが、平松、新川踏切に2,200万円の事業

費を見込んでおります。あと、これちょっと内訳が補助金ではなくて、ちょ

っと事業費ベースになりますが、よろしいですか。市道１―４号線の土質調

査費として、こちらが……ちょっと済みません。暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時02分 休憩 

 

                       10時03分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら後ほどちょっと調べまして、内訳のほうは示したいと

思っています。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 36ページの雑入の土木費雑入で、上原団地火災損害賠償

金とあります。これ何ですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 そちらは、済みません。まちづくり課の予算となります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その上の道路照明灯70万、これ新旧の富士裾野工業団地

等のということでしたけれども、これはキロワット幾ら、それとも１灯幾ら、

どんなふうなことで70万入ってくる予定なのですか。 
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〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、年間かかる照明灯の１基当たりの50％を負担して

いただいております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その実績ベースで70万ぐらいということですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 そのとおりとなります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 済みません。地籍調査、さっきの。 

            （「146」の声あり） 

〇委員（小林 俊） 146。これ、全地域を示す図面があったのですけれども、

それは今ありませんか。来年度予算分。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時05分 休憩 

 

                       10時05分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらにつきましては、こちら後ほど来ていただければお出

しできますので、言っていただければお出しさせていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 133ページの19節負補交の県単道路改築事業負担金565万

円、これ何か須山と仙石原新田線という話だったような気がしますけれども、

それもう一回ちょっと内訳教えてください。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、県が行う工事費の10％を負担しております。内訳

としましては、仙石原新田線が一応聞いておりますが、こちらうちの負担金

の金額になります。465万円、県道富士裾野線の開業につきまして、これは富

士裾野工業団地南側の交差点からになりますが、そちらのほうの100万円、測

量費ということで載っております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） この465万円というのは、4,650万ということですけれど

も、県の工事費は、何メーターぐらいかわかりますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、用地買収が主になると聞いております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 
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〇委員（小林 俊） その下の（仮称）神山深良線整備事業負担金ですが、用

地買収と工事ということだったけれども、裾野の分の用地買収はもうほとん

ど終わっているのではなかったでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら裾野でまだ共有地がございまして、そちらのほうの買

収等含めまして、まだ５件ほど残っておる状況であります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 概略面積ってわかります、それ。用地買収残っている面

積。どっちでもいいです、金額でも。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時08分 休憩 

 

                       10時08分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 一応5,600平米ほど予定していると考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 139ページの、先ほど二ノ宮委員からもご質疑ありました

けれども、石脇黄瀬川親水公園の件なのですが、これはまちづくり課のほう

で公園の管理は一括という方向だと思うのですが、これ建設管理課でまだ所

管されているその理由というのはもうちょっとはっきり教えていただいても

いいですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは、まちづくり課は都市公園という形ですので、

ここに都市公園に一応カウントされていないということから、建設管理課の

ほうで管理をしております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 都市公園以外も今まちづくり課のほうでは公園法下の児

童公園なんかも見ているのではないかと思うのですが、ここだけ、この親水

公園の位置づけは何公園になりますか。 

            （「暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時10分 休憩 

 

                       10時11分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 
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  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらの親水公園につきましては、都市公園にならないため

管理課のほうで行っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 別の件で。地区要望等にお答えするための予算というの

はどこになりますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらの地区要望につきましては、維持費の中の11節需用費、

13節委託料、15節工事請負費になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、来年度は何件ぐらいの地区要望に対応する予

定であっていますか。大まかでいいです。 

            （「ちょっと暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時12分 休憩 

 

                       10時15分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 今年度の、一応11月末時点ですが、全体で545件、そのうち建

設管理課に送付されたのは307件あります。そのうち建設管理課の完全に所管

というものが168件で、実施したものは65件になりますので、およそ４割程度

を実施しております。来年度についても同じような実績で実施していきたい

と考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回の当初予算の重点施策が暮らし満足度の向上、それ

からシビックプライドの向上というふうに位置づけになっています。建設管

理課でそれに対応するような事業というのは、今回シビックプライド関連事

業として位置づけている事業は建設管理課の中にありますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら建設管理課のほうでは日常の管理を行っているため、

今のようなシビックプライド、特別というものは一切入っておりません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 多分業務をしていく中で早急に道路を直していただいた

りということで、市民の方から苦情がたまにはあるでしょうけれども、感謝

の気持ちというのもお聞きになることってありますか。 
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〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 一応こちらのほうは区長さんを通じてですけれども、終わり

ましたということでお礼が来たりということはございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 位置づけはありませんけれども、こういった地区要望に

対応するということは、市民がまちに対する愛着とか、市職員に対する誇り

を持つようなところではないかなと思いますので、ぜひお願いいたします。 

  引き続き、済みません。同じページ、135ページ、13節委託の中の…… 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 橋梁長寿命化修繕計画、５年回ってもう一度というお話

でしたけれども、この具体的な委託の内容をお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは５年の点検の１サイクル目が完了しました。

これに伴いまして、橋のいわゆる今近況の状況が明確に点検によってあらわ

れております。これらをもとに長寿命化修繕計画を見直ししまして、早期性

があるものについては、早い段階で直していくというふうに考えて、これら

の点検結果をもとに再策定を行う予定でおります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） これは５年前に、６年前になるのですか、計画したもの

と内容は同じですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは、見直しは当然入りますので、現在の状況に

合わせた橋梁の必要性、道路橋の必要性を踏まえまして、この中に入れてい

きたいというふうに考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど橋の数おっしゃったと思うのですが、済みません。

もう一回お願いしていいですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 建設管理課で管理しております道路橋は298橋になります。横

断歩道橋が２橋になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その下の東名の歩道橋の撤去、現地の確認をさせていた

だきましたけれども、工事は中日本のほうがやられるということでいいです

か。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 はい、そのとおりになります。 
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〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お金の流れをちょっと教えていただきたいのですが、補

助金、国の補助金等入ります、これは１回市に入ってから中日本さんのほう

に出ていくという形になりますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 はい、そのとおりになります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そしたら、残りまだ東名にかかっている橋で撤去が必要

というお話ありましたけれども、これはこれから先の中で計画的にやってい

く方向になっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 はい、こちらは計画的に協議しながら進めていく案件となっ

ております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、今回のこの東名跨道橋の千福橋の撤去の手法が

初めてのということで、初めてであるこの事業というのをどこかでＰＲする

機会ってあるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 これはプレスリリース等を積極的に行っていきたいというふ

うに考えておりまして、基本協定につきましては、報道各社にプレスリリー

スを行ったという状況になります。今後実施についても何かの方法で発信し

ていきたいというふうに考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ぜひ、かなり努力をされて、この事業にたどり着いたと

思いますので、ＰＲのほどお願いいたします。 

            （「ちょっと暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時20分 休憩 

 

                       10時20分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） この図の、富士山資料館の近辺の、これは建設管理です

か。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、建設課の舗装補修の位置になります。 
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〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 139ページ、河川維持費のところですけれども、圃場整備

区域の上流の黄瀬川の水漏れというところがあるのですが、それはこの予算

に入るのですか、どこかに。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら、黄瀬川は県管理となりますので、県のほうで実施し

ていただく形になるかと思います。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その上の138ページの13節委託料があります。これ設計委

託2,500万ありますが、これ内訳は出ているのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは、平松、新川踏切の設計委託として2,200万円、

市道１―４号線、土質調査、これ舗装するための土質調査になります、こち

らは300万円予定しております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 平松踏切と新川踏切の内訳はありますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは平松踏切で1,500、新川踏切に600万円、これ

のほかにあとつけ足し分としまして100万円を予定しております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 済みません。聞き逃していたかもしれません。今の委

託料の下の工事請負費でございます。3,050万、市道１―４号線ほかというこ

とになっていて、先ほど私書き込めたのが通学路の改良工事が2,900万という

のが先ほどここへ書いたと思いました。あとは、道路ストックの修繕と、あ

とほかというところで、ここの内訳がわかりますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら予定しておりますが、市道１―４号線の舗装補修と、

道路照明灯の修繕、これと通学路対策、これ緊急合同点検等に伴ったものに

なります、こちらの通学路対策の修繕としておよそ全体で2,900万円を予定し

ております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうしますと、2,900万、ですから内訳を聞きたい。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうは、市道１―４号線、舗装関係に1,000万円、道

路照明灯の修繕、新設等に伴うものです、こちらに1,000万円、緊急合同点検

に伴う通学路対策としまして900万円を入れております。残り分については建
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設課の予算となります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 134ページの上の段、13節委託料の雪氷対策1,000万、300

万ぐらいだったのを1,000万ぐらいに増やしましたということだったのだけ

れども、今年とかはそんなに多くないように見えるのだけれども、これはど

ういう理由ですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、過去３年ぐらいの実績を出しておりまして、現在

実績では1,100万円から1,200万円ぐらいかかっていると、今年度については

少し暖冬の関係、下がるということで1,000万円程度を入れて計画しておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 済みません。138ページの先ほど出ました15節工事請負費

の中の通学路の関係は、通学路という位置づけになると、交付金制度があり

ますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、緊急合同点検、こちら行っているものについては

補助対象になるものがございますので、そちらを積極的使っていきたいと考

えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、補助率はどのくらいですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 重点配分事業になりますので、55％となります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回900万円分の通学路の修繕という対象になっているの

ですけれども、ほかの道路修繕などで通学路になっている部分もあるのでは

ないかと思うのですが、通学路事業として位置づけするのはほかの事業は難

しかったということですか。 

            （「ちょっと暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時26分 休憩 

 

                       10時29分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、静岡県の通学路対策推進会議に入っておりまして、
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その中の緊急合同点検で実施したものが補助の対象となってくるという前提

がございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 対象の学校はどちらになりますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 市内の小学校と中学校になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） この図の建設工事箇所一覧の３ページ、ちょっと細かい

話で申しわけないのですが、①番のほうで黒線が切れています。切れている

ところが狭いのだけれども、ここのところは何でここに線が引けないのです

か。細かい話で申しわけないけれども。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時30分 休憩 

 

                       10時30分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら、工事のほうは建設課の実施する箇所になりますので。

抜けている部分はもしかしたら改良が終わっている…… 

〇委員（小林 俊） いや、終わっていない、終わっていない。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時31分 休憩 

 

                       10時33分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 同じ資料の４ページの市道１―４号線の歩道なのだと思

うのですけれども、これはどんな仕様の歩道ができるのですか。両側、片側、

幅。 

            （「暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時33分 休憩 

 

                       10時33分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  土屋委員。 
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〇委員（土屋主久） 134ページの、ちょっと聞き逃したかもしれません。原材

料費のほうちょっとお聞きしたいのです。生コン支給とかそういう形という

ことでちょっとありました。内訳。一応これ申請する場合に申請者、例えば

町内会町とか個人でもできるのか、その辺ちょっとお聞きしたいのですけれ

ども。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは区からになります。これは区長ハンドブックの中の

35ページだったと思いますが、記載がありますので、それに基づいて申請し

ていただくという形になります。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） これ例えば私道についても対象になるか、お伺いします。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 私道につきましては、これ対象にはなりません。私道につき

ましては133ページの19番、負担金、補助金、交付金の私道舗装及び側溝工事

補助金でこちら対応しております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） その場合は、工事補助金ということですので、個人負担

があるということですよね、当然。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、補助は個人の６割が市が負担をしております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 案件変わりますけれども、133ページの県単道路改築事業

負担金の565万円、富士裾野工業団地北側ということであったのですけれど

も、もしわかったら教えてもらいたいのですけれども、そこから富士に向か

って、右側、左側、どっちらの拡幅を今予定しているか、わかったら教えて

ください。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら両方とも拡幅してくるのですが、主には富士に向かっ

て右側を主にやっていく予定です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 147ページ、地籍調査、これ今年度は立ち会いをするとい

うことでしたけれども、それでいいですか。 

            （「暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時37分 休憩 
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                       10時37分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは境界立ち会い等含めまして、それと32年度以降の、

今度は立ち会いをするための地籍調査棒とかそういったものの調査図等を準

備する費用がここで考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 立ち会いをして、例えば境界のことについて両方の地主、

あるいは官民が納得できないということも実際にはあるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら再立ち会いということで、再立ち会いをまずしたりと

か、どうしても決まらない場合は筆界見てという形で送り込むということも

あります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 地籍調査をすれば、一応は確定するということで進めて

いるでいいですか、理解として。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 そのとおりになります。 

〇委員長（井出 悟） そのほか質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。質疑はございますか。 

  岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 144ページ、平松深良線街路費のところで、昨年

度委託料の中に大規模店舗立地法調査委託を200万円がたしかあったと思う

のですけれども、それに基づいて今年度予算づけされた部分というのはある

のでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちら補償と土地購入費が予定をしております。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 補償の内容はどのような内容になっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 場所がこちら限定されているため、一応補償費の内容細かい

ものについてはちょっと１件ということで、該当者１人ということで差し控

えさせていただきたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 
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〇分科会外委員（岡本和枝） それでは、この補償と土地買収の金額はよろし

いでしょうか。わかりますか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時39分 休憩 

 

                       10時40分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 先ほどの質疑は取り消しさせていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） 具体の事業ではないのですけれども、行革の取

り組み実績で建設管理課が300万円の削減の実施額ということで資料ありま

すけれども、予算的に言うとどういう項目が300万円の内容なのでしょう。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらのほうにつきましては、現在まだ通学路のメニューが

来年度から動き始めます。今年度につきましては、それは平松深良線の概略

設計費、こちらを市単独で行っていたものを来年以降は補助で行いたい……

平松踏切ですね、そちらのほうを、済みませんが、来年度以降は補助で実施

していくということで市費を減額しております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） 実績額が総額で約２億9,000万円ですけれども、

建設管理課としては、先ほどの数字だけですけれども、全体として比較はし

ないにしても予算の財政との折衝の中で総体額としてこちらから考えたもの

が実現しなかったというような、目に見えないけれども、実際は削減をした

というようなところあるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時42分 休憩 

 

                       10時43分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 建設管理課としては、昨年度の実績に伴いまして、一部それ

に見合うような部分で削減している部分はございます。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） 済みません。地籍調査の関係ですけれども、全

体の進捗率というのは今どのぐらいでしょうか。 
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〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、全体裾野市では５％となっております。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） もちろん行財政構造改革もやったり、人数の関

係もあったりするのですけれども、要は地籍調査を今後、来年度も含めてど

ういう考えをしているかというのをちょっとお聞かせください。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、国の地籍調査費につきましては、国から４分の２、

県から４分の１いただける事業になっておりますので、積極的に国のほうに

要望をかけてはおるのですが、何分内示率が今年度の実績でいくと40％程度

しかついていないものですから、その辺を含めまして、要望してできる限り

国の予算と補助金を使って実施していきたいというふうに考えております。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 済みません。139ページ、石脇黄瀬川親水公園の

遊具診断委託なのですけれども、あの遊具が木でできているのですけれども、

毎年診断をしていただいていると思うのですが、全然これ今までどおりで大

丈夫という状況なのか、その診断の内容というのはどういう形で出てきてい

るのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらはその点検に基づきまして、修繕しなければいけない

ものについては、今年度もう既に修繕の対応をしております。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 修繕の内容についてわかりますか。どういう修

繕をしたか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらは、例えばボルトが飛び出ていると、木の遊具ですか

ら、それを当然直したりとか、あるいは離隔がとれていないということで、

要するに植栽ものと離隔がとれていないということで、植栽を一部剪定して

スペースをあけてとか、そういった対応をしております。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 年に１度の専門家の診断だと思うのですけれど

も、それ以外のときというのはどういう形で調査をしているでしょうか。点

検をしているのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 建設管理課長。 

〇建設管理課長 こちらにつきましては、専門家の点検につきましては、年に

１回ですが、うちのほうでもそこのところを委託をしておりまして、草刈り
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等お願いしています。その中でもお話があったときには対応するような形で、

あるいは職員等も確認しながら対応しております。 

〇委員長（井出 悟） そのほかございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の質疑を終了いたします。 

  以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより第１号議案のうちの関係部分について……暫時休憩いたします。 

                       10時47分 休憩 

 

                       10時47分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設管理課から答弁漏れについての答弁を行います。 

  建設管理課長。 

〇建設管理課長 予算書の25ページの社会資本整備総合交付金事業5,595万円

の内訳ということでしたので、その内訳について答弁させていただきます。

こちら内訳ですが、市道２―18号線、こちら用地買収費になります。こちら

を3,500万円、道路附属物及び舗装補修費としまして500万円、通学路整備事

業、これは平松踏切、新川踏切、通学路整備、こちらを入れまして1,595万円、

これ合わせまして5,595万円、こちらが内訳となります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員、よろしいですか。 

            （「はい」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する質疑を

終わります。 

  これより第１号議案のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関

する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の意見はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で第１号議案のうちの関係部分に関する意見を終

わります。 

  以上で建設管理課の質疑を終わります。 

 休憩いたします。 

                       10時48分 休憩 

 

                       10時59分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 
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建設課（第１号） 

〇委員長（井出 悟） 説明は終わりました。質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 済みません。136ページの通学路の整備事業でございま

す。ごめんなさい、ちょっと書き取れなかったです。場所を教えてください。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 この場所につきましては、現在定まれておりません。この場所に

つきましては、通学路に指定された箇所において実施がある可能性がという

中で設定しております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） では、ここのところは地区からの要望とかそういうの

も入りますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 地区からの要望ほか通学路点検等によって発見された箇所に該当

します。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） それがどのくらいあるかというのはまだ把握はできて

いないということですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 まだ把握はしておりません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。では、先ほどの通学路整備事業費の関連

で、この事業は、今まで、数年前までは数百万の、300万程度のたしか予算立

てだったものが、昨年ぐらいから700万円に大きくなって、本年度また100万

円ということなのですけれども、ほかの道路整備に含めてやっていくという

たしか方向性だったと思うのですが、あえて通学路整備事業費として100万円

計上しているその理由というのはなりますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 あえてというのは、ここの市道、認定通学路というのが実際にた

だの通路として、赤道とか用水路を兼用しているとか、市道認定になってい

ない通学路等がありまして、そこでこの科目の中でどこに設定するかという

ときにどこにも属さないという形で今回ここで通学路整備という形で設置し

ました。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど建設管理課のほうでご説明があったのですが、社
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会資本整備の中で通学路整備事業が補助率55％であるというお話でしたけれ

ども、この市道認定されていない道路整備に関してはその通学路整備事業、

補助対象にはならないということですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 あくまで対象にならないという設定で補助金、先ほど市道3172号

線は市道認定がかかっているということで、交付金対象にできるという話の

中で進めています。ならないです。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、この通学路整備事業費は、今回の行財政構造改

革の中で600万の削減ということで提示されていますけれども、今回100万円

の計上で実際認定外の道路の整備、要望が上がってきたときに対応しきれる

金額になっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 現時点では未確定部分、通学路との水路敷き、赤道等の含めて、

認定外道路につきましては、非常に狭小な道路ということが多いものですか

ら、最小限の予算計上で現段階ではしております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 数年前に予算額が数百万のときは、予算額が少な過ぎる

から対応できないというお話で増額になったと思うのですが、もう一回100万

円で対応しきれますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 実際予算の市道認定につきましては、認定道路につきましては、

社会資本整備交付金、補助金を使うほうに活用するほうにシフトをしており

まして、そちらのほうで大部分を対応しようという考えで現在考えておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） わかりました。 

  では、今の社会資本整備総合交付金のお話ありましたけれども、これも行

財政構造改革では今回1,900万円の削減対象になっていますけれども、それは

どこを削られたということですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 どこを削られたとか、新規の事業、市道2383号線ほか、今年度実

施しておりますけれども、新規の事業を現在進行中の事業を完了という形に

なって、次の新規事業のほうは押さえているという形で減額とさせていただ

きました。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 
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〇委員（賀茂博美） 新規事業を抑えているというのは財政的な問題もあるの

かもしれませんけれども、まだ本当は新規に取り組みたい事業というのがあ

るということですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 まず、継続している事業を最優先するという形で予算のほう考え

ております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） わかりました。 

  では、136ページの民生安定施設道路整備事業費の15節工事請負費、南外周

道路の舗装ということなのでしたけれども、これ債務負担行為になっていま

したが、完了はいつの予定ですか。 

            （「暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時22分 休憩 

 

                       11時22分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設課長。 

〇建設課長 本年度実施のものは平成30年、31年事業として実施しまして、来

年度の実施につきましては、平成31年度、32年度の２カ年という形で設置、

工事を実施します。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 本年度はどのくらいの舗装工事を予定されていますか。

何メートル。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 本年度300メーターを予定しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） オリンピック関係でいろんな自転車で市内とか富士山付

近を走るという方がいらっしゃる中で、この南外周道は非常に景観もよいの

ですけれども、舗装したときに矢羽根の設置とかというのは検討されている

のですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 現時点では設置を考えておりません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） これから、自転車で走るような道というような位置づけ

にしていくところというのは特に予定していないのですか。 
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            （「委員長、暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時23分 休憩 

 

                       11時24分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設課長。 

〇建設課長 現時点では設置予定はありません。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） この建設工事箇所一覧の５ページの丸から丸のこの黒い

線がありますね。これは何の印ですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 事業が完了したところは黒塗りにしております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ３ページの①のほうですけれども、ここの黒線が切れて

いるところがありますよね。ここはどういうふうにするのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 事業区間としては設定はされておりますけれども、来年度の施工

とならないため空白となっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 計画はいつごろかわかる、わからない。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 想定としましては、まず今用地交渉等行っておりますので、用地

交渉の進捗によってとなります。 

〇委員（小林 俊） 暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       11時26分 休憩 

 

                       11時27分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） この今の資料の８ページの富士山資料館周辺のほうがあ

りますけれども、ここはどんなことをやるのでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 舗装の悪くなっているところに限って上にオーバーレイをかける

箇所と打ちかえる箇所と区画線を設置するという予定となっております。 
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〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 区画線というのはいわゆるセンターラインと路側帯の道

路の端側の線というような、そういう感じですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 主に外側のほうを主にするという予定となっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） このもっと上のほうは来年度ということになるのですか。

来年というか、再来年かな、今から言えば。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 上につきましては、日本ランドのほうの管理道路となっておりま

すので、市道としましてはこの赤区間になります。 

〇委員（小林 俊） 暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       11時28分 休憩 

 

                       11時29分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） この下ですけれども、これは県道とかあたりは、もうそ

れは県がやってくれるという解釈でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 所管である県が実施する予定となっています。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） わかりました。いいです、済みません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 済みません。138ページの社会資本整備交付金事業費の13

節委託料、交通量調査等委託に関してです。先ほど社会資本整備の事業評価

の評価案の作成というご説明がありました。これまず交通量調査を行う場所

はどこになりますか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       11時30分 休憩 

 

                       11時31分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設課長。 
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〇建設課長 ５路線となりますけれども、測定点についてはまだ決定しており

ません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この事業は、この社会資本整備の補助金をいただいて、

整備をした道路によって交通状況がどういうふうに変化したのかというのを

調査するということでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 事業の効果、交通量そのものを見るのではなくて、事業の効果を

把握するための一つの指標として交通量というものを設定を市がする予定で

す。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この調査したデータというものはどう活用されますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 活用につきましては、当然国に報告等あるのと、あとオープンに

一般的にするという形になっていますので、事業の進捗状況を市がどれだけ

熟知しているかということを見ていただくという形になります。あと交付金

が適切に活用されているかというチェックになります。 

〇委員（賀茂博美） ちょっと休憩していただけますか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       11時33分 休憩 

 

                       11時34分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 135ページの823の19節負補交、電柱移設等の負担金、こ

れの内容を教えてください。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 市道改良に伴って行います。市道823の市道改良及び特定防衛もあ

りますけれども、それの市道改良に伴う電柱移設箇所となります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それは、位置は定まっては、まだ決まってはいない。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 位置としましては、確定ではありませんけれども、決めておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 具体的にはこれ載っているところの電柱ということにな
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るのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 ええ。この工事箇所一覧に載っている市道2001号線、2090号線等

を想定しております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 何カ所ぐらいですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 ６カ所、７カ所等を想定しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほどの件もう一回。交通量調査委託の件ですけれども、

これは財源は何になりますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 市単独費となります。 

〇委員（賀茂博美） 100％。 

〇建設課長 はい。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 今の交通量調査の結果ですけれども、それで道路規制と

かには全く結びつかないのですか。時間で進入禁止とかそんなことは。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 規制ではなくて、現在の交通量わかりますので、規制となりませ

ん。 

〇委員（小林 俊） 暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時36分 休憩 

 

                       11時37分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 特定防衛施設整備事業の中で、これも済みません。行財

政構造改革の中に先送りとして今回削減を見込んでいる500万があると思う

のですが、これ先送りした事業というのは何になるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 実際に事業として先送りではなくて、事業そのものを完了させる

ということで減額にならなかったということで先送りという表現となってお

ります。 

〇委員（賀茂博美） 休憩してください。 
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〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       11時38分 休憩 

 

                       11時40分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 済みません。些末なことですが、この建設工事箇所一覧

表の７ページは、全部黒塗りなのだけれども、これちょっと内容どういうこ

とですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 ちょっと色が申しわけありません。黒と、交差点の部分のグレー

の、濃い色で申しわけありません。グレーの部分、交差点部分を本年度実施

する予定となっています。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） オリンピックまで控えて、いずれにしても国道ばかりで

はなくて、コースばかりではなくてそれに関連する道路について、特に最近

繰越明許とかが多い形があるので、やっぱり早期発注が必要ではないかとい

うことを思うのですけれども、その辺はそういう形で対応していくかどうか

をお伺いします。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 事業そのものが補正でもありましたけれども、おくれた部分はあ

ったという形で事業進捗を上げるため、先ほど部長からありましたけれども、

一番初めに、上げるために早期発注に心がけていきたいと思っています。 

〇委員長（井出 悟） そのほか質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 質疑を終わりにいたします。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。 

  勝又議員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） お願いします。 

  北部地域の市街化編入が都市計画決定がされているということで、３月中

になるということなのですけれども、これから開発が行われるについて、周

辺の道路整備の関係予算が来年度の予算化されている箇所があったら教えて

ください。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 来年度の予算については、計上はされておりません。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 
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〇分科会外委員（勝又利裕） 予算化されていないということは、計画がなく

て予算化されていないのか、これから計画を立てて予算化していく考えがあ

るのか、どちらでしょう。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 計画として舗装補修を実施するという、市道２―34号線ですけれ

ども、その計画は持っております。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） そうすると、特に周辺道路ですけれども、その

改良拡幅をするとか、右折レーンをつくっていくとか、そういう具体的な、

周辺の道路についてですけれども、その辺の計画というか、考え方、現段階

ではないということでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 現段階では持っておりません。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） そうすると、ごめんなさい。先ほど委員のほう

から質疑があったと思うのですけれども、交通量調査の関係、データについ

て今現在これからデータ利活用という事業が始まっていくのだけれども、そ

ういうところへの提供とかしていってオープンデータ化していくという考え

はないのですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 現時点では持っていませんけれども、当然データ利活用、どうい

うふうに使えるか広くデータを活用しようという市の方針がありますので、

将来的には何らかの手だては考えられるかもしれません。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） 要望ですけれども、せっかくデータ利活用始め

ていくわけだから、そういうデータについてはどんどん提供して、庁内、市

外も含めて、そういう利用していく方法を考えたほうがいいのかなと思って

いますので、ぜひ積極的にデータの利活用を進めていただきたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 中村委員。 

〇分科会外委員（中村純也） 来年度10月消費税上がることを見越した業務の

分散の工夫は何かされますか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 特に考えておりません。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       11時45分 休憩 
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                       11時45分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  中村委員。 

            （「暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時45分 休憩 

 

                       11時46分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設課長。 

〇建設課長 早期発注にすることで消費税の問題を少しでも解決したいと思っ

ております。 

〇委員長（井出 悟） 中村委員。 

〇分科会外委員（中村純也） それは当たり前のことで、具体的にどういう施

策があるのでしょうか。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時46分 休憩 

 

                       11時48分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  建設課長。 

〇建設課長 当然業務の発注を早めるということが１つ、事務の中で当然用地

と工事連携してやっていますので、用地事務のほうをできるだけ早くできる

ような形で進めるということを考えております。 

〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） オリンピックロード、市道１―16号の舗装工事

で、矢羽根をつけるということなのですけれども、そこの矢羽根をつけるこ

とに関しての工事費というのはわかりますか。メーター当たり幾らとか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 予算として、予算額……暫時休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       11時49分 休憩 

 

                       11時50分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 
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  建設課長。 

〇建設課長 実際200万から250万ぐらいを想定しています、予算として。 

  土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） この主要工事の箇所図、水窪の2610号と2006号

の関係ですけれども、これは民間の宅地分譲開発が前提なのですか、これセ

ットということですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 民間とは別に市道の、市の道路整備計画に基づいた路線を選定し

ております。別です。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） そうすると、ほかのところで行われている拡幅

工事に絡んで道路を新しくとか拡幅するのとはこれまた別のものとして市が

先を見越して優先的に市道も今拡幅改良するということですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 市の計画に基づいていますので、市のみでやっております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） 現地ちょっと私も知っていて、多分水田がある

ところだと思うのですけれども、この道路そのまま行くと神社とかお寺があ

って、上の橋のところに行く、非常に狭い道路ですけれども、市から自らに

ということだとするならば、これから北側に向けて市道の拡幅というのは当

然考えた中の工区としては最初の工区ということでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 この路線につきましては、ここに位置があります長教寺というと

ころの交差点ありますけれども、ここまでが一つの区間で、現在100メーター

の予定ですけれども、これが170メーター区間を実施する予定でおります。な

おかつ、２―2006号線という形で右側のほうへ行く県道に接するところまで

含めて全体計画を立てております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） ということは、31年度はこの区間やって、継続

して北側に伸ばして、お寺のところから今度は県道側にクランクで曲がって

いくという、今の市道を拡幅をしていくと、そういうことですか。 

〇委員長（井出 悟） 建設課長。 

〇建設課長 ええ、そうです。 

〇委員長（井出 悟） そのほか分科会外委員の質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 質疑を終了いたします。 
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  以上で第１号議案のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより第１号議案のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関

する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で第１号議案のうちの関係部分に関する意見を終

わります。 

  以上で建設課の質疑を終わります。 

〇委員長（井出 悟） 休憩いたします。 

                       11時53分 休憩 

 

                       13時11分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 
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まちづくり課（第１号） 

〇委員長（井出 悟） 説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 145ページ、公園管理費でございます。 

  暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時46分 休憩 

 

                       13時47分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 新設の公園等は今のところはこれぐらいのものですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 具体的に計画されている公園というのはこちらの公園でご

ざいます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうすると、駅西公園はこちらでは出てこないですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 駅西公園は、駅西土地区画整理事業の中での公園となりま

すので、必ずここに出てこないかということはこれはお約束できませんが、

今の段階ではこちらのほうでは出てこない形になります。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 済みません。132ページでございます。委託料のわが家

の専門家診断事業委託でございます。先ほどの説明で実績によるものという、

そういう数字の見込みがありましたけれども、前年度が231万ぐらい、ここで

185万、そうするとどのくらいの減と見込んでいるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 実は、わが家の事業でございますが、平成30年度にかなり

件数が減っております。 

  暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時49分 休憩 

 

                       13時50分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 
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  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 済みません。わが家の専門家診断業務の件数ですけれども、

直近３年間でいきますと、平成28年度が70件、平成29年度が46件、30年度は

12月20日現在の報告の時点ということになりますが28件という現状でござい

ます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） ありがとうございました。 

  このマイナス、減ってきている要因はどのようなものだとお考えですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 こちらの事業は、裾野市だけで行っている事業ではありま

せんで、県の関係市、町との話し合いも、同様の意見が出ている中見ますと、

一定のところまで行きますと、やはり結構頭打ちということで件数が減って

くると、何かしら次の手だてをなかなかそこから上がってこないねというこ

とで、市、町の担当者との話し合いのレベルになりますけれども、一定のレ

ベルに今来ているのかなと、今のやり方ではここのぐらいである一定のレベ

ルのところまで来ているのかなというのは認識です。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 今のわが家の専門家診断事業でしたけれども、これ建築

年次は何年以降とかという形で多分建築基準法の関係で把握していると思う

のですけれども、一応家屋については課税評価していますよね。そうすると、

大体のどのぐらい対象件数があるかというのは想定できると思うのですけれ

ども、それからいくとあとどのぐらいの件数がやらなければならないかとい

うことをちょっと教えてもらえますか。 

            （「委員長、暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時52分 休憩 

 

                       13時53分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  まちづくり課主査技師。 

〇まちづくり課主査技師 平成30年８月20日現在でございますが、旧耐震基準

の木造住宅合計3,600戸ある中、補強済みが300件、未補強が3,300件となって

おります。3,300件の内訳でございますが、未診断が2,330件、診断済みが936

件、補強計画まで済んでいるものが47件となっております。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 
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〇委員（土屋主久） かなり、ほとんど耐震がされていないと、診断がされて

いないという状況ですので、これについては各関係する市、町と再度どうし

たら伸びるかというか、やっぱりかなり怖さを訴えるような雰囲気というよ

うな、そういうことも必要と思うので、それにまた検討してもらって、対策

を考えていただけたらありがたいというふうに思います。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 関係市、町と連絡を密にとりまして、正直うちだけではな

いものですから、対策を共有したいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。関連で今の件引き続きお伺いさせていた

だきます。既に診断は済んでいる家屋については、現行の制度のほうのご利

用のみということになりますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 診断は余り関係なくて、診断の後の計画策定、工事、ここ

が一体型になりますので、診断の方のみの方は関係はないです。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 既に補強計画までできている方のみが現行の制度をご利

用されるということになりますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、ご説明の中に県の制度が変わって工事費80％の

補助ということでご説明がありましたけれども、これが平成32年に終了する

という、２カ年の事業になるということでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 現行制度は、あと２年ということで考えていただいて結構

です。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 新しい制度のほうは何年までになりますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 新しい制度は、まだこれから続く制度とお考えいただけれ

ばと思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） あわせて緊急輸送路に接続する建物についてのお話があ

りましたけれども、今まだ未診断の家屋で、この緊急輸送路に接続されてい
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る家屋というのはどのくらいあるというふうに把握はされていますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 把握しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 何件ぐらいありますか。 

〇まちづくり課長 委員長、暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時56分 休憩 

 

                       13時57分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 該当者は、６件と見込んでおります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、この緊急輸送路に接続している家屋についての

診断が県の……暫時休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時57分 休憩 

 

                       13時58分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど６件については、診断は県が行うということです

が、この情報提供は市から県に上げるものですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 こちらの６件につきましては、先ほど見込むものだという

ことで６件で回答させていただきましたが、県のほうが独自の調査を行いま

して、この６件のほうを導き出しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 直接市がこの事業にかかわるということは、この先はな

いということでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 市のスタンスとしましては、県と力を合わせて市民の安心

安全に寄与するということを目途としておりますので、当然要請があれば現

地立ち会い、それから補助制度の連携と、こういうものは図っていきたいと

考えております。 
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〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、次の件。同じページです。13節委託料の台帳登録

閲覧システムデータ移植委託ということで、先ほどのご説明だと一部県の権

限移譲があるというお話でしたが、この一部の権限移譲の内容は何になりま

すか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課主査技師。 

〇まちづくり課主査技師 県からの移譲の内容になりますが、現在特殊建築物

で床面積を100平方メートル超えるもの、こちらが静岡県の権限となっている

ものが床面積の基準が引き上げられまして、200平方メートルを超えるものが

県の権限になります。そのためこの過去100から200までの間に位置する特殊

建築物が裾野市の権限になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、対象となるのはどのくらいというふうに見込

んでいらっしゃいますか。これこれから申請……。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課主査技師。 

〇まちづくり課主査技師 対象は、数十件程度と見込んでおります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 141ページです。宅地分譲等補助金の制度についてご説明

をいただきましたが、まずは民間活力の件です。補助率50％ということで、

平米当たり7,500円を見込んだということなのですが、補助率50％の根拠とい

うか、そこは何かあったらお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時01分 休憩 

 

                       14時02分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 補助率50％の理由でございますが、もともと宅地分譲補助

事業、平成24年度から行ってまいりました事業につきまして、宅地分譲を促

進するため近隣市、町の地価の調査を行いまして、裾野の差額分のうち約45％

を補助することとして決めております。約45％であれば45％でいいのではな

いかという話があったのですが、民間活力を活用というところで50％が妥当

であろうという判断をしております。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この条件の中に市道認定基準に合うようにということが
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含まれていますけれども、この開発行為でつくられた道路は市に移管してい

ただくという考え方で基準に合ったものをというふうにされているのです

か。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 この制度の創設のときにやはりそこが結構議論のポイント

になったところです。誰がどこまでチェックができるのか、開発行為にかけ

ることによりまして、都市計画法の網がかかりますので、32条協議というこ

とで必ず建設管理課と公共施設のとるとらない判断をすることになりますの

で、そういったところからになっております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、今回は予算として500万上げていますけれども、

既に見込みとしてこの補助制度を使うであろうということが試算された上で

の500万ですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 全くそういうことはありません。これから周知を図ってま

いりたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 歳入の部分のところで、23ページです。一番上から２番

目、屋外広告物許可手数料が記載されていますけれども、屋外広告物に対す

る指導というものも一応予定されていますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 予定をしております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 監査の中でオリンピックのロードレースが行われるコー

ス上の広告物に関して改善が必要な部分を取り組んでいくべきではないかと

いうご意見があったと思うのですが、その点については31年度はどのように

取り組んでいく予定でしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 計画では30、31年度で計画をつくっておりますので、それ

にしたがいまして進めてまいります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 計画策定はいいのですけれども、今あるものに関しての

指導というのはどうされていく予定ですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 現状ある違反広告物を把握いたしまして、それの対応の計

画をつくってありますので、30、31年度でその計画に沿って行ってまいりま
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す。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 最初に、142ページの委託料、深良まちづくり支援事業委

託ということで、ここについては30年度が100万円で計上して事業実施してい

ると思うのですけれども、今年度195万円ということでどのような内容の委託

をするかまず教えていただきたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 委員おっしゃられますとおり増額をしております。30年度

ゾーニングを行っておりますので、そのワークショップで出ましたゾーニン

グをそれぞれもうちょっと深化させる形、先ほどちょっと言いましたけれど

も、最終的にはグランドデザイン案の検討、ここまで深掘りをしたいと考え

ております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） その場合委託先というか、どんな分類の会社に委託する

かお伺いします。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 都市計画事業、関連事業に精通した会社を選びたいと思っ

ております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） そうすると、昨年、平成30年度に通常でいくと引き続き

という形になってくるのが多いと思うのですけれども、その辺はいかがでし

ょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 事業自体は引き続きになりますが、その辺は全くさらにゼ

ロベースで考えていきたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 145ページの一番下の（仮称）御師公園測量委託というこ

とを行っていくということで、これについて例えば今後、これ測量ですけれ

ども、具体的な公園の設計とか、今後の整備スケジュールがもしわかったら

教えていただきたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 長期的なスケジュールはまちづくり課のほうで申し上げる

ことができませんが、まずは31年度測量はここで担保したいと考えておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） もう一点、これは聞いていいのかどうかわからないので
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すけれども、御宿地区の都市計画スケジュールとして先ほど説明ありました。

土地区画整理事業、裾野御宿ということで、これ事業主体はどこになるので

しょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 これは、もしあれでしたら、総務委員会のほうでというお

聞きいただきたいのですが、今私どもが聞いているのは個人施工の区画整理

事業で進めるということになりますので、民間の事業主体になろうかという

ところでございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 個人施工ということは、地権者が１名ということでしょ

うか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時08分 休憩 

 

                       14時09分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 今の質問について取り消しをさせていただきます。 

            （「全部をですか」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 最後のところでいいですよね。休憩を切るまでの事業

主体１人というのはという話ですよね。そこの削除でいいですよね。 

〇委員（土屋主久） はい。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 済みません。148ページ、住宅費の13節委託料で空き家対

策の計画が完了したからという話だったのですけれども、それは幾らぐらい

減ったのですか、それで。 

（「済みません。ちょっと暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時10分 休憩 

 

                       14時11分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 合計金額で384万1,560円になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 13節委託料と工事請負費が減ったということでしたけれ
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ども、工事請負費のほうは幾らぐらい減っているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       14時12分 休憩 

 

                       14時12分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 減額の金額ですが、332万4,000円になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ということは、460万が130万になったという、そういう

ことですか。ほかの項目の維持修繕工事以外にあったのですか、工事請負費

のほうは。ちょっとわからないので。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 平成30年度、本年度新稲荷団地の排水設備工事で約300万

円、330万円がかかっておりますので、30年度はこの分がなくなるとお考えい

ただければと思います。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ほかの住宅の維持修繕については、例年どおりぐらいと

いう解釈でいいでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 145ページ、先ほど質疑がありましたけれども、御師公園

が460万あるのですが、全体の増え分が130万なので、ほかが330万減ったとい

うことになるのでしょうか。ちょっと比較していないのでわからないのです

けれども。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 こちらの委託料の中で、緑の基本計画の策定の部分が計画

完了に基づきまして減額になっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） そうすると、公園管理委託のほうは大体前年並みという

ことでやっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 減額には至っておりません。ほぼ例年どおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 142ページ、先ほど質疑ありました深良まちづくり支援事
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業ですけれども、これはさっきゾーニングをしたということでしたが、これ

ワークショップでゾーニングしたという話だと、どこかに委託したわけでは

なかったのですか。委託したのですか、これ。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長。 ワークショップの内容を取りまとめを委託しております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） そうすると、今度95万増えて200万近いものを委託に出す

のだけれども、それもネタはワークショップでやっていこうというような考

え方ですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 原則はワークショップを行いながらやっていこうと思って

います。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） さっき説明で都市計画等に精通した会社に委託をすると

いうことでしたけれども、ワークショップって住民参加でやっていくわけで

すよね。そこに200万かけてちゃんとしたものできるのでしょうか。 

            （「暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時16分 休憩 

 

                       14時17分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 深良地区の方々、市民の方々の声及び地権者、協議会の方々

のご意見を伺いながらしっかりと進めてまいりたいと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ワークショップの計画はどんなふうに考えていますか。

例えば何回ぐらいとか何カ月おきとか。 

〇副委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 今現段階で行政の関係機関との話し合いの中で３回から４

回が適正な回数だろうということで話をしております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 200万かける以上は、ゾーニングを、要はゴールがあると

思うのですけれども、それゾーニングの深化ってちょっと漠然としているの

ですけれども、何か案みたいなものはあるのですか。案がないからやってい

るのだろうけれども、到達する範囲。 
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〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 １つの考え方としては、６つのゾーニングの中で具体的に

進める、短期的に進めるべきものと長期的な課題として捉えるものと、そろ

そろ分かれてくるのかなと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 132ページの土木管理費の19節負補交のＴＯＵＫＡＩ―０

の話ありましたけれども、ＴＯＵＫＡＩ―０というのは県が出している計画

ですけれども、国もそれつくっているということでいいのですか、解釈、名

前は。 

            （「暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時19分 休憩 

 

                       14時19分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 今議員がおっしゃられますようにＴＯＵＫＡＩ―０という

言葉を使いますと、これは県が使っている言葉でございます。国は別の耐震

改修の促進とかそういった表現を使っております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 要安全確認計画のことで、ちょっとルートを説明しても

らえませんか。特にルート２のほう、１はわかるのだけれども、２のほう。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時19分 休憩 

 

                       14時20分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課主査技師。 

〇まちづくり課主査技師 お手元の資料ナンバー１、こちらの左のルート②、

こちらをごらんください。こちらが新東名から裾野市役所までのルートの詳

細になります。起点を新東名長泉沼津インターといたしまして、この国道１

号、こちらが東駿河湾環状道路のことを指します。こちらから駿東郡長泉町

南一色地内と書いてありますけれども、この環状道路の長泉インター交差点、

こちらで環状道路をおりるルートになります。そこから長泉町道820号線とご

ざいますが、この環状道路の下にあります町道になりまして、そのまま町道

進みまして、もう一つ長泉町道納米里城山愛鷹線、名称は済みません、読み
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方は間違っているかもしれませんが、これで旧246の納米里交差点まで直進い

たします。その後県道沼津小山線を北上いたしまして裾野市役所に至るルー

ト、こちらが新東名から裾野市役所に至るルート②の詳細になります。 

  説明は以上です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） あそこの交差点、246と環状道路のところの長泉の交差点

の先、東側、橋があったりするけれども、特にそれは問題ないですか。折れ

曲がっていたり橋があったりするよね。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時22分 休憩 

 

                       14時25分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  まちづくり課主査技師。 

〇まちづくり課主査技師 こちらは、静岡県が定める耐震改修計画で規定する

ものでございまして、道路中心線から45度の斜線にかかる昭和56年５月31日

以前に建てられた旧耐震の建築物を対象としております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 36ページ、土木費雑入の上原団地火災損額賠償金、これ

ですけれども、火事を起こした方は今どこに住んでいるのですか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時26分 休憩 

 

                       14時26分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 市内に在住しております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これは火災保険はどうなっていましたか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 当時は、保険に入っておりませんでした。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 今は保険かけているということですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 そのとおりです。 
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〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） このときの火災での損害額というのは幾らぐらいなので

すか。 

            （「委員長、暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時27分 休憩 

 

                       14時27分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 復旧工事費となりますけれども、361万8,000円です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） そのうちそこに住んでいられた方が過失で出火というこ

とだったのだろうけれども、幾らぐらい請求しているのですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 本人への請求金額ですが、トータルで209万1,445円です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 上原団地に住んでいた方なので、この209万は何年かで払

います、３年だと、月３万円で払いますというふうに本人おっしゃっている

ということですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 ええ、本人から申し出がありまして、おくれることなく支

払いをされております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ちょっと納得がいかないのだけれども、火災保険に入っ

ていないということ自体はどうなの。 

            （「委員長、暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       14時29分 休憩 

 

                       14時29分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 大変申しわけございません。私のほうの解釈が間違ってお

りまして、保険に入っていなかったのではなくて、100％の保険に入っていな

かったというのが正解な回答になります。割合で原因者に58％という保険に
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入っていたということで、先ほど申し上げました209万1,445円という金額が

出ると。現在は100％のものに入っているということで、大変申しわけござい

ません。訂正のほうお願いいたします。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それは、全ての市営住宅にそういう保険、切りかえたと

いう解釈でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 済みません。予算の概要のところで、宅地分譲促進事

業40万円の補助と区画数によって50万というところ、そこが１区画今度は20

万円になりますよということだったのですけれども、その理由はどういう理

由でしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 当初の宅地分譲補助制度が１区画40万円、途中から15区画

以上は１区画50万円ということで上げさせていただきましたが、今回見直し

のときにもう一度当初の制度を出したときの関係市、町の土地の評価を出し

まして、今どのような状態になるかというのを改めて出しております。結果

2,200円ほど差額が出ております。これは23年のときから平成30年度調査日で

当時差額が5,500円だったものが7,700円ということで、今回補助はここの差

額分、2,200円に対しての補助を考えておりますので、165平米、50坪掛ける

3.3ということでそれに200円を掛けまして、36万3,000円でその約半分20万円

を１区画の補助とさせていただいております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうすると、区画数には関係なくということでよろし

いですね。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 今度は、区画数は関係ありません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 145ページでございます。都市計画街路事業費の平松深

良線街路費でございますが、負補交のところに下水道の工事の負担金が入っ

ていないのですけれども、31年度は下水道工事はないということでよろしい

でしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 31年度の見込みではないです。ありません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 
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〇委員（二ノ宮善明） 最後です。その下の145ページ、私いつも思うのですけ

れども、小柄沢緑地、小柄沢公園というのが管理委託とかトイレのことにな

っておりますけれども、わからないのは小柄沢緑地が上から下までどこまで

が小柄沢緑地かなというところを教えていただけますか。 

  暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       14時33分 休憩 

 

                       14時34分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 小柄沢緑地の範囲ですけれども、北側は佐野茶畑線の下、

南側がちょうど公園の中入っていただきまして、右手に進んでいただきます

とブロックがあるのですが、あそこの際です。小柄沢緑地は都市計画決定さ

れている緑地公園になりますので、その範囲は都市計画図に出ている範囲と

いうのが答えになろうかと思います。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうしますと、小柄沢緑地の南側というのはどこで整

理というか、あれをしていったらいいのでしょうか。入っていない部分でか

なり荒れているところ。 

            （「暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       14時35分 休憩 

 

                       14時36分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 委員のご質問ですけれども、南側部分、公園敷きにつきま

しては、まちづくり課の担当で管理、水路敷き、河川敷につきましては建設

管理課の担当になろうかと思います。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 要望です。建設管理課と協議をして整備をしていただ

きたいなと、そういうふうに思います。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 そのようにいたします。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 
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〇委員（賀茂博美） 済みません。宅地分譲補助金の件でもう一回確認させて

ください。１区画当たり20万円については、最低価格数はないということで

よろしいですか。休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       14時37分 休憩 

 

                       14時37分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 区画数の最低は基準がございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回新たに新設した道路整備補助事業と宅地分譲補助事

業を同時に使うということも可能なのですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 要綱のほうでそれはできなくする予定です。併用はなしと

いうことで。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） どういった基準になりますか。どちらを選択するという

その基準はどうなっていますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 申請者の基準になりますが、同じ規模でいきますと、担当

が計算したところ道路整備のほうがややお得であるという結果が出ておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） まちづくり課が公園も所管しているのですけれども、例

えば区画、開発行為である程度の区画数を整備されるときに一部公園にして

くださいというような指導をすることはできないのですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 都市計画法に基づく緑地率の確保ということはできます

が、土地利用指導要綱に基づく指導の中では厳しいものがあります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ある町ではそういった指導をしているというお話も聞く

のですけれども、なかなかそれをお願いするというのは難しい話ですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 民間事業者のほうからすると、厳しい話かなと思います。

お願いすることはできるかと。 
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〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、この宅地分譲補助、それから道路整備の補助

に関しては優良な宅地を提供するということを目的にしていると思うのです

が、今回予算額500万、500万ですが、新たに開発行為をしていただいて、人

が住んでいただいて、この補助金を回収できる年数はどのくらいと見込んで

いますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 今回は、回収の金額は出しておりません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、市街化区域内に限定をしていますけれども、

市街化区域の中で、今市街化区域の住宅率というのですか、住宅が建ってい

る比率、住宅ではないところ、残り何％ぐらいがまだ住宅ではないというか、

まだこの開発する余地がある地域というふうには計算ってされていますか。 

            （「委員長、暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時40分 休憩 

 

                       14時41分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 これは、県の都市計画の基礎調査というもので、おおむね

５年に１度行われている調査になりますが、こちらの最新の状況でいきます

と、市街化区域内未利用地、規模が２ヘクタール未満、１つの規模が２ヘク

タール未満の面積が98.6ヘクタールほどあると、このような結果が出ており

ます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） もう一点、済みません。148ページの住宅費の部分です。

13節委託料の中に外壁改修工事実施設計委託とありますけれども、これはど

こになりますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 新稲荷住宅になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この委託を新たに設定した理由は。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 公園等長寿命化計画を策定しておりますが、その中で新稲

荷団地は長寿命化に基づいて維持修繕をしていくという住宅になっておりま
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す。近年外壁の黒ずみが指摘をされることが多くなりましたので、予算計上

をさせていただきました。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、新稲荷団地の入居数はどのくらいですか。ど

のくらい31年度見込んでいますか。全室何部屋中の何部屋使っているという。

使っていく予定か。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 12室全てです。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 議会でもたびたびいろんなご意見が出ていますけれども、

この先の市営住宅のあり方についてどこかで31年度検討していく予定はあり

ますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 ございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） それは具体的にどういったところでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 やはり公営住宅等長寿命化で記載をしております現地建て

かえ、非現地建てかえ、借り上げ方式で場所がどこが一番適地なのか、この

辺をにらんで少し深掘りをしてみたいと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 結論は、いつ出そうと思っていますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 公営住宅長寿命化を前回つくったときには、次の公営住宅

長寿命化の中で考えていくということにしてございます。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） １点だけ確認です。142ページの深良新市街地対策費、

平成31年度ではグランドデザインの案の策定まで進めたいという話ですけれ

ども、それ以降のこの支援費というのは継続をしていくでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 引き続き支援をしていく予定でございますが、このような

形での支援が適切かどうかは毎年度前年度考えていきたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） その支援のゴールというのは想定しているのですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 事業名にございますとおり深良新市街地の対策ができたと
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きにゴールかなと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） この民間活力道路整備なのですけれども、この試算91万

円、６メーター掛ける10メーターで91万円というのは、更地になっている状

態で道路つくったらというふうな、そういう条件はどうなっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 条件は加味しておりません。一般的に６メートルの10メー

トルでどのくらいですかということで建設管理課のほうからいただいた金額

となっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それ林を切り開いてつくるのとか、住宅が現にあるとか

いうと違ってくるので、どうなのですか、その辺。平米１万5,000円でできる

というのが安過ぎるということはないですか。近隣に比べて。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 金額に関しましては、うちの、少なくとも維持管理部局の

ほうからでは妥当な金額であるという答えをいただいております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 先ほどの航空地図で道路がない、この辺に道路ができれ

ばというふうなところは、５個、10個区画分譲するよりはもう少し大きな範

囲になるのないかと思うのです。つまり市で道路計画をつくって、そこに住

宅が張りつくようなイメージの話だと思うのですが、これで、要は市の道路

整備の手を抜くためにやっているのではないかというふうな、そういうおそ

れってないのですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 建設課のほうで進める、もしくはまちづくり課で進める道

路事業を減額してということではありません。民間とともにという、あくま

でもその視点に立っての事業になります。 

〇委員長（井出 悟） そのほか質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。 

  中村委員。 

〇分科会外委員（中村純也） 142ページ、先ほどの深良まちづくり支援の件で

すけれども、先ほどの質疑で目の名称が対策ができたときという話でしたけ

れども、もう少し、新市街地という対策を指しているということでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 
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〇まちづくり課長 新市街地の対策ということで解釈いただければと思いま

す。 

〇委員長（井出 悟） 中村委員。 

〇分科会外委員（中村純也） 新市街地もない状態で対策って、何を指してい

ますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 新市街地をつくるための対策でございます。 

〇委員長（井出 悟） 中村委員。 

〇分科会外委員（中村純也） 一方の北部地域のまちづくりに関して、今回は

土地対策費しか計上されていないのですけれども、同じまちづくりに対して、

この違いは何でしょうか。 

            （「委員長、暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時48分 休憩 

 

                       14時49分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 いろんな手法はありますけれども、大きな流れとしての違

いはないものと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 中村委員。 

〇分科会外委員（中村純也） 深良まちづくりの支援については、何かノウハ

ウを残していっているのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 北部と比較するのであれば、工学院大学を入れていろんな

イメージを練っていた、あのような段階にあると考えていただければと思い

ます。 

〇委員長（井出 悟） 中村委員。 

〇分科会外委員（中村純也） それは、工学院大学の手法を行政が学んだ結果

を深良で実証しているということでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 そうではなくて、工学院大学を入れていろんな意見を入れ

た、今回は地域の方々の意見を取り入れているということになります。 

〇委員長（井出 悟） 中村委員。 

〇分科会外委員（中村純也） それで、この深良のまちづくりの手法は残して

いっているのですか。 
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〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 先ほども申し上げましたが、現在は夢を集めている段階で、

ゾーニングまではいっております。間違いなく残っていると思います。 

〇委員長（井出 悟） 中村委員。 

〇分科会外委員（中村純也） 先ほどゴールの話がありましたけれども、ゴー

ルの時期はどのように考えていらっしゃるのでしょう。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 明確な時期は申し上げることはできません。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 済みません。145ページで伺います。公園ですが、

公園内枝打委託、これは場所は何カ所になるでしょうか。 

            （「委員長、暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時51分 休憩 

 

                       14時52分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 こちらにつきましては、必要に応じた箇所ということにな

ります。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） わかりました。 

  トイレの浄化槽の点検委託があるところとないところがあるのですが、そ

れについては管理委託をしているところでやってもらっているということで

しょうか。 

            （「暫時休憩願います」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時52分 休憩 

 

                       14時54分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 議員おっしゃられるとおり役割分担のもと市がやっている

ところと、そうでないところがございます。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 浄化槽の点検を、地区のほうで管理委託された
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お金の中から発注をしているという、よそに出しているということになるの

でしょうか。浄化槽の点検です。掃除はわかるのですけれども。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時54分 休憩 

 

                       14時55分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 浄化槽については、やっていないところはこちらのほうで

予算計上はしておりません。 

〇委員長（井出 悟） 岩井議委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） やっていないところはというのは、やらなくて

もいいということですか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 先ほど申し上げましたとおり、分担に基づきまして市がや

っていないところは予算計上はしておりません。地域についてやっていただ

いていると。 

〇分科会外委員（岩井良枝） さっき聞いたのですけれども、地域のほうでど

こか…… 

〇委員長（井出 悟） ちょっと待って。 

  暫時休憩します。 

                       14時56分 休憩 

 

                       14時56分 再開 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 小柄沢緑地についてなのですが、管理委託、こ

れは清掃なんかも入っていると思うのですが、実は夏になるともうやぶ蚊が

すごくて子供を連れて遊びに来られないと、もうここに来ると大変なことに

なるというお話があるのです。その辺というのは市のほうでは確認されてい

ますでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 お声をいただいたことがございます。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 対策としては何か管理しているところにお願い

をしたりとかというのはしていますか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 
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〇まちづくり課長 そのときは、虫よけの殺虫剤をあの周りにトイレの周りに

全部張りました。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） トイレの周りではなく、あそこ全体、川のとこ

ろからどこかからやぶ蚊が湧いているのではないかというお話なのですが、

ちょっとそれについてはまた確認をしていただいて、この管理の中でできる

のかどうかということでお願いしたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 増田委員。 

〇分科会外委員（増田祐二） 済みません。142ページ、また深良新市街地のと

ころです。先ほど事業計画として三、四回程度のワークショップというふう

なお話があったのですけれども、実際これは本年度、30年度もワークショッ

プを同じようにやられて、ゾーニングというふうなお話になってきたので、

そこに専門家の目が入るということに加えて、ほかの深良地区以外の目が入

るということは想定されていますでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 想定はしております。 

〇委員長（井出 悟） 増田委員。 

〇分科会外委員（増田祐二） 実際に前回のワークショップ等々では告知が足

りなかったというふうな深良の住民たちの意見が少し散見されまして、その

点鑑みて告知方法に関して今後検討していくことは考えていますでしょう

か。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 検討していきたいと考えます。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 緊急輸送ルートに関してのいろいろ耐震の問題

が出されていますが、これに関連して今駅西の中で桃園平松線も緊急輸送路

としていろいろ言われていますが、これとの関係性というか、関連性みたい

なものというのはあるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 駅西の区域の一部が入っているかどうかという点は別にし

まして、直接の関係はございません。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） それでは、これまで必要性の部分で緊急輸送と

して必要という部分があったりですか、それはどのような計画の中で出てき

ているのでしょうか。 

            （「暫時休憩」の声あり） 
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〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時00分 休憩 

 

                       15時01分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 緊急輸送路につきましては、県が策定する、先ほどご説明

申し上げました緊急ルート等もございますが、それとは別に市で地域防災計

画に記載する輸送ルートもございます。今回の県の緊急輸送ルートには駅西

の区画整理事業については直接の関係はございません。 

〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） 深良まちづくり支援事業のことについてまたお

聞きしたいのですけれども、深良地区って広いと思うのですけれども、その

全域を対象としたことでまちづくりを考えていらっしゃるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） 深良ですと、文化センターとか新駅をつくると

か、そういうふうな考えもあるかと思いますけれども、そういった中心的な

場所を複合集中した感じでのまちづくりというわけではない。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 地区の方からはそういったご意見も意見の中の一つで出て

おります。 

〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） これからいろいろとグランドデザインが出てく

るということで見えてくるということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 はい、そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） そのほかよろしいですか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で第１号議案のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより第１号議案のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関

する意見はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の意見をお伺いします。ありますか。 
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            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で第１号議案のうちの関係部分に関する意見を終

わります。 

  以上でまちづくり課の質疑を終わります。 

  休憩いたします。 

                       15時03分 休憩 

 

                       15時13分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 
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区画整理課 

〇委員長（井出 悟） 説明は終わりました。質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。予算の財源の組み方についてちょっとお

聞きしたいと思います。142ページ、土地区画整理費として総額９億6,201万

円ということなのですけれども、昨年に比べて国・県支出金が非常に増えて

いるのですけれども、割合として。国の補助率は何％を見込んでいますか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 補助率は50％でございます。 

  暫時休憩お願いします。 

                       15時24分 休憩 

 

                       15時26分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 予算立てとしては何％の内示率を予想されての予算計上

になっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 約47％でございます。 

〇委員（賀茂博美） そして、地方債、市債なのですけれども、これも昨年に

比べると事業費の中の割合が高くなっているのですが、今回のこの予算立て

をするに当たって、地方債を組める金額はどう見積もって今回非常に多くな

っているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 地方債の充当に関しましては、財政課と調整の上で決定して

おります。 

  また、済みません。暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

 

                       15時27分 休憩 

 

                       15時29分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 財源の組み方につきましてはわかりました。 
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  144ページの工事請負費の中の仮設住宅維持補修工事が出ていますけれど

も、これは現在の仮設住宅も修繕が必要ということですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 そのとおりでございます。ボイラーの器具が壊れておりまし

て、来年度から入居者が予定しております。それに伴いまして、修繕を行い

たいということでございます。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 来年度この仮設住宅の入居率はどのくらいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時30分 休憩 

 

                       15時30分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  区画整理課長。 

〇区画整理課長 現時点で確定しているのは１件でございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） １件というのは31年度に新たに１件入られるということ

ですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、この工事費は幾らになりますか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       15時31分 休憩 

 

                       15時33分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  区画整理課長。 

〇区画整理課長 仮設住宅の維持補修工事ですけれども、金額につきましては

今後発注等にかかわってきますので、回答は差し控えさせていただきたいと

思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この仮設住宅は、一応事業は全て完了するまでご使用を

される予定になっていますか。 
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〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 移転される方でこの仮設住宅を使われないかたっていら

っしゃいますか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 そういう方もございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その理由は把握されていらっしゃいますか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時34分 休憩 

 

                       15時37分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  区画整理課長。 

〇区画整理課長 今まで入られなかった方というのは、ペットを飼っている方

とか、そういった諸事情のある方が仮設住宅を利用されないというケースが

ございました。 

  以上でございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） これから先この仮設住宅をご利用になっていくという予

定は、見込みとしてはお持ちになっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 新道から西側区域を着手することにより、住宅に実際住まわ

れている方がこれから移転対象になります。これからは今以上に使っていた

だくことになろうかと考えております。 

  以上でございます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 済みません。今のところでございます。先ほど課長か

らの説明にもありましたけれども、仮設住宅を使いますかというそういうよ

うな問いかけ、それよりも使ってくださいという仮設を使用する推進を進め

るべきかなと思うのですけれども、その辺はどのようにしていくお考えでし

ょうか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 昨年度１年間かけまして戸別訪問をやってございます。その

中で中断移転の方にはなるべくできるだけ仮設住宅があるので使っていただ
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きたいというお話を説明はさせていただいております。また、その中ででき

れば仮設住宅に入りたいという方も何名かは確認をしております。今後もそ

ういった形で仮設住宅の利用を促進していきたいとは考えております。 

  以上でございます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） では、個々に仮設使用を進めていくということでよろ

しいですね。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） この施工予定箇所図でちょっと聞きたいのですけれども、

③の仮設駅前広場、臨時駅前広場、この広場の路面は最終路面になるように

設計しているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 この臨時駅前広場築造工事ですが、最終形の駅前広場の場所

には築造せずに、先日現地視察でもお話ししましたとおり別の場所へ築造し

ます。ですので、この臨時駅前広場につきましては、最終形の駅前広場が隣

接する場所に築造した築造した時点で撤去することになります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） この③のところには最後には何ができるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 宅地、それと道路がここにできることになります。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 道路は、三間堀川側のほうですか。これ今ある。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 道路ですけれども、今あります道路の拡幅になります。ちょ

っと見にくいのですが、８Ｍの６号線という道路が今のある道路のところに

できます。 

〇委員（小林 俊） 暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時41分 休憩 

 

                       15時42分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 
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〇委員（小林 俊） ⑤の道路ですけれども、製材会社のところから延びてい

る道路ですよね。これは最終形ですか、この幅で。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 北側へ拡幅されて最終形の道路になります。６メートル道路

が築造されます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） という、６メートルの幅ですけれども、この赤く塗って

あるところと、それから塗っていないところは通行は可能という感じなので

すか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       15時42分 休憩 

 

                       15時42分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  区画整理課長。 

〇区画整理課長 通り抜けは可能でございます。来年度ではなくて、また次年

度以降に工事をする予定でございます。 

〇委員（小林 俊） 暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時43分 休憩 

 

                       15時43分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） ④の道路なのだけれども、こういうところ、とにかく⑨

や⑩は放っておいて、④を先にあけるということはできないですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 この西側区域全体の施工計画を今年度作成しまして、それに

基づいて移転計画、工事計画等を検討した上でこのような形になっておりま

す。 

  以上でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 区画整理が目に見えてわかるのは道路があかないと見え

ないのです。だから、この④をとにかく何が何でも先にあけてしまえば、こ

こすごく便利になるのです。そういうことは考えないの。 
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〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 委員のおっしゃるとおりでございます。そういったものを考

えた上での現在の施工計画になっていると考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） そうしたら、31年はここまでだけれども、２年ぐらいに

この道路を先にあけるということに、そういう計画になっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 144ページ、予算書の、一番上の19節負補交の下水道受益

者負担金、これちょっと説明してください。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 下水道を使用できる区域になった場合、受益者負担金という

ものが発生します。これにつきましては、本来受益者、地権者さんがご負担

をすることになるのですけれども、区画整理の場合、従前地と仮換地後の土

地、仮換地後の土地には下水道は整備された状態ということで、減歩等に範

囲させております。ですので、受益者負担金は減歩に含まれるということで

区画整理課が上下水道課にお支払いしているというところでございます。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これ何件分ぐらいに相当するのですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時45分 休憩 

 

                       15時46分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  区画整理課長。 

〇区画整理課長 金額ですけれども、平方メートル当たり290円になりますけれ

ども、一括納付ということでそれの７掛けの金額を面積に掛けて算出した金

額でございます。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その下にある東電ＮＴＴ電柱移設、これ何本分ぐらいで

すか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 電柱５本分の移設費でございます。 
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〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 143ページ、審議会の委員の委員会ですけれども、これ委

員さんは何人ぐらいいるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 委員は10名でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） そのうち報酬支払う人は何人ぐらいですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 10名でございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 31年度のこの予算が実行された場合、区画整理事業の全

体事業の中の何％完了を見込みますか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

 

                       15時47分 休憩 

 

                       15時47分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  区画整理課長。 

〇区画整理課長 現時点で面積的な算定はしてございません。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、何なら試算されているものがありますか。金額的

だったらば全体の何％完了というような試算をされている、もし指標がある

のでしたら、お示しいただけますか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 後期基本計画総合計画に記載されているとおりでございま

す。 

  以上です。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時48分 休憩 

 

                       15時51分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 
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  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） １点だけです。143ページの工事請負費で事業用地管理工

事というのはどんなことをやっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 例えばですけれども、補償が終わります、そうした時点で個

人の土地が市の管理地になります。その時点でくいを打ったり等々しまして、

一般の方が入れないような、けがなどしないような形でくいを打ったり、砕

石を引いたりということをしてございます。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 予算的には言えないと思うのですけれども、暫時休憩で

…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時51分 休憩 

 

                       15時52分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 142ページの国県支出金３億4,850万、この話さっき出た

話ですけれども、これ内示率47％ぐらいで計算していて、実際に去年と同じ

ぐらい、30％切るようなことになったらどうするのですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 内示が市の想定しているよりも低かった場合ですけれども、

財政当局と協議させていただいた上で必要な工事をやらなければ事業の進捗

に影響が出るというふうに考えられる箇所につきましては、市単独費、もし

くは国費のほうで補正等ありましたら、そちらのほうを対応していきたいと

いうふうには考えてございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 国庫補助事業で進めようとしているところを国の補助分

をもっと超えて市単でやってしまっても問題はないの。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 特に問題はございません。 

  暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時53分 休憩 
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                       15時54分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今小林委員が言われたお話、その国の内示というのはい

つ出るのですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 例年ですと４月当初に内示率がこちらのほうへ報告がござい

ます。 

〇委員長（井出 悟） そのほか質疑はよろしいですか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。 

  岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 143ページ、土地区画整理総合費の負補交の中で

一番下に市街地再開発促進協議会負担金とあるのですけれども、この東側、

駅前広場ひっくるめたその中で再開発事業みたいなものというのは何か具体

的なものというのは何かあるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       15時55分 休憩 

 

                       15時56分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  区画整理課長。 

〇区画整理課長 裾野駅東口についての今年度予算計上はしてございません。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） あと、駅前広場のあたりのまだ住宅というか、

店舗というか残っていますけれども、31年度予算の中ではそれらに対しての

何か予算づけというのはあるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 一部の建物の所有者、建物につきまして委託の調査を行う予

定でございます。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） では、この31年度の予算づけから見ると、東側

のところが全部施工済みになるにはもう計画どおりで進みますか。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 
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〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時57分 休憩 

 

                       15時57分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  まず、訂正から。 

  区画整理課長。 

〇区画整理課長 先ほどの質疑に対しまして訂正をお願いします。裾野駅東口

の整備についての予算計上はしていないとお答えいたしましたけれども、平

松新道線から東側区域、区画整理事業区域内につきましては、今年度同様駅

前広場築造に向けて整備を行ってまいります。以上です。 

〇委員長（井出 悟） もう一回。岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） それに関連して、先ほど聞きたかったのは、再

開発ビルのような土地がまだ未施工のところあるのですけれども、そういう

ところに再開発ビルのような計画というのはない状態で進んでいるのでしょ

うか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 区画整理事業は、何度も申しますけれども、基盤整備という

ことで進めております。ですので、再開発事業の有無についてはここでは私

どもではお答えいたしかねるということでご理解いただきたいと思います。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 委員長、先ほどの…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時58分 休憩 

 

                       15時59分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 新道東側の事業完了の見通しはどうなるのでし

ょうか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 後期基本計画で平成32年度末までに暫定の駅前広場の整備を

行うということで予定をしております。今はそれに向けてほぼ予定どおり進

んでいるというふうに考えてございます。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） 仮設住宅維持補修工事がありますけれども、そ
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れは軒数、仮設住宅の何戸入る住宅なのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 ２棟ございまして、１棟ずつ５軒の方が入ることが可能、全

部入った場合10地権者が入居可能ということになってございます。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） ボイラーが故障というのは２棟分のボイラーが

故障したということでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 １棟分でございます。 

〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） その仮設住宅って場所はどこにあるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 区画整理課長。 

〇区画整理課長 現在新しくスルガ銀行ができたと思うのですけれども、その

スルガ銀行の南側にございます。道路を挟んで南側です。 

〇委員長（井出 悟） そのほかよろしいですか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の質疑を終了いたします。 

  以上で第１号議案のうちの関係部分に関する質疑は終わります。 

  これより第１号議案のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関

する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の意見はありませんか。 

  岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 行財政改革の中の取り組みの中で第１年度とし

ての取り組みを考えたときに今回の在宅福祉費の本当の減額、そしてこのよ

うな区画整理事業にお金を使っていく、この使い方に対して大きな問題があ

るというのと、もう一つ新道西側に事業入っていますけれども、やっぱり地

権者の皆さん、市民の皆さんひっくるめて今後の事業のあり方というのをも

う一度立ちどまって見直すときであると思い、今回の予算づけに反対です。 

〇委員長（井出 悟） そのほかご意見はありますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で第１号議案のうちの関係部分に関する意見を終

わります。 

  以上で区画整理課の質疑を終わります。 

  暫時休憩いたします。 
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                       16時03分 休憩 

 

                       16時04分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

 

まちづくり課（答弁訂正） 

〇委員長（井出 悟） 初めに、まちづくり課より答弁の訂正について発言の

申し出がありましたので、これを許します。 

  まちづくり課長。 

〇まちづくり課長 先ほどの分科会外委員の質疑の中で、都市公園に関しまし

て浄化槽の費用が計上されていないのではないかというご質疑がございまし

た。私のほうで役割分担のもと民でやっていただいておりますというお答え

をしたのですが、正確に言いますと、役割分担のもと千福が丘中央公園、そ

れから呼子公園につきましては集中処理浄化槽のほうへ流していると、それ

以外のトイレのついている今里児童公園、せせらぎ児童公園、それから小柄

沢緑地につきましては、合併処理浄化槽の点検費用等はしっかり予算計上さ

せていただいておりますということで改めて説明のほうさせていただきま

す。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 質疑をされた方よろしいですか。 

            （「はい」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上でまちづくり課の答弁を終わります。 

  暫時休憩いたします。 

                       16時06分 休憩 

 

                       16時06分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  以上で本日の日程は全て終了いたしました。これをもって散会いたします。

お疲れさまでした。 

                       16時06分 閉会 
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裾野市議会予算決算委員会 産業建設分科会 平成31年２月26日（火） 

 

                       ９時00分 開会 

 

〇委員長（井出 悟） おはようございます。ただいまから本日の会議を開き

ます。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりであります。 

審査の方法は先日と同様に当局の説明を求めてから質疑に入ります。 

発言の際には録音の関係上必ずマイクをご使用願います。 

 

産業部 

農林振興課（第１号） 

〇委員長（井出 悟） 説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 最初に113ページ、19節の負担金、補助及び交付金、残留

農薬の検査補助金ですけれども、これはどこの団体に補助をしているのかお

伺いします。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 これは、ＪＡなんすんが行います主にふれあい市に出してい

る関係で農協に対して補助を行っております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） ＪＡは、いずれにしてもかなり前に残留農薬の試験をす

る機械とか、あとそれに伴う検査員とかそういう方も採用しているので、多

分そういう体制が整っている中でお願いしているのかなという形を思うので

すけれども、そのほかに例えば農産物の出荷、その辺の関係について残留農

薬の試験というか、そういうことは実施していますか。 

〇建設管理課長 農林振興課長。 

〇農林振興課長 出荷に関してといいますか、ふれあい市に並ぶ商品を検査を

しておりますし、生産している農地の土壌検査もしております。 

〇委員（土屋主久） 次に、同じく113ページの有害鳥獣の捕獲委託でございま

すけれども、これは委託先はどこでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 これは、猟友会のほうに委託しております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 捕獲の頭数は。29年、30年は途中だと思うので、とりあ
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えず29年と30年の今まで。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       ９時33分 休憩 

 

                       ９時34分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 後ほど報告させていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 出動回数というか、日数、その辺がわかったら教えても

らえませんか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時34分 休憩 

 

                       ９時35分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 後ほど報告させていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それに伴って今補助金が125万円ということなのですけれ

ども、猟友会の方は１回出動するとどのぐらいの日当になるのかなと、この

金額は適正か適正ではないかということをお伺いをいたします。 

            （「暫時休憩お願いします」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       ９時36分 休憩 

 

                       ９時37分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 有害鳥獣捕獲等委託の125万円の算出根拠を教えてくださ

い。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 資料持ち合わせていないので、後ほど説明させていただきま

す。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時37分 休憩 
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                       ９時37分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 114ページの中段よりちょっと下、有害鳥獣捕獲従事者育

成支援事業ということで、10万円は何人分に対応するのか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 １名分です。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） １名分ですと、節目設置にすぎないような雰囲気の形に

なると思うのですけれども、もう少し積極的に予算をつける必要があるので

はないかという。その辺はどうでしょう。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 31年度初めて実施する施策になりますので、要望等ありまし

たら補正予算をお願いしたいと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それについては当然これ鉄砲のほうでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 今の猟友会等の進め方というのはわなと鉄砲両方ともござい

ます。基本的には我々としましては、わなのほうをふやしていきたいという

部分は考えておりますけれども、銃の免許取得に対しても補助を行います。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） わなと銃と多分講習とか、免許取得するのに費用が違う

と思うのですけれども、もしわかったらそこのところ教えてもらえますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 わな捕獲の免許を取得するに関しては大体９万5,000円がか

かってくるかなと思っています。銃につきましては銃器の取り扱いの関係が

増えてきますので、ちょっと済みません。金額のほうは押さえていないので

すけれども、10万円を超えてくる、倍ぐらいになりそうな感じで考えていま

す。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） これは、全額100％補助ということでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 100％、10万円におさまってしまう部分については100％とい

うふうに考えておりますが、狩猟税については対象外とさせていただいてお

ります。 
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〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 狩猟税というのはちょっとよくわからないのですけれど

も、ごめんなさい。基本的に講習とか、要するに取得にかかる費用について

は全額補助ということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 そうです。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時41分 休憩 

 

                       ９時42分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 10万円を限度に補助します。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） それでは、お願いいたします。 

  112ページの農業委員会費のところでございます。賃借料41万9,000円、こ

れはバスの借上料で視察先とか内容はもう決まっていらっしゃるのでしょう

か。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 これまだ視察先等は決まっておりません。しかし、例年１泊

で行きます、そのバスの借上料が主なものです。ちなみにですけれども、東

部地域で行われます農業委員の研修会にも小型のバスを１台出しますので、

それも含めての38万円という形になります。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうしますと、この視察先と内容を決めるのは大体い

つごろになるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 ８月、９月ぐらいから決め始めまして、行き先を決定いたし

ます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） それでは、次です。113ページの農業振興費、８節の報

償費、報償金が20万だったのが10万に減っているのですが、今猿の被害がか

なり多いときにここを減額するのはどういう理由でしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 確かにおっしゃるとおり猿の目撃情報、被害等々増えており

ます。その中でこの10万円というのは２頭分という形になりまして、軽視し
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ているように感じられるかと思いますが、なかなか実績が上がっていない中

で少し数を減らさせていただきましたが、捕獲されるようでしたら補正をい

ただいて報償費を支払いたいと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうしますと、平成29年と今年、平成30年、たしか20

万だったのです。実績等はわかりますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 昨年度は実績がございません。今年度が１頭です。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） わかりました。そういう実績だからここを減額したと。 

  それでは、次の114ページお願いいたします。負補交ですが、研修会の負担

金、２行目です。６万円だったのが２万円になっております。この研修会の

対象者は誰ですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時46分 休憩 

 

                       ９時47分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 調べまして、報告させていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうしますと、そこのところの下から３つ目でしょう

か、地域戦略作物活性化支援事業の交付金、先ほど部長のほうから薬草が余

り成功していないというか、そういうようなことでやめるというようなお話

があったと思うのですが、ここの250万円はその部長が先ほどおっしゃった薬

草とそばということでしょうか。 

            （「暫時休憩お願いしていいですか」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時48分 休憩 

 

                       ９時48分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 31年度予算につきましては、そばの生産と、あとは須山地区

の生産に110万円で、試験栽培の支援に140万円となっております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 
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〇委員（二ノ宮善明） 済みません。試験栽培の140、それは植えるものは何で

すか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 キヌアというものです。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時49分 休憩 

 

                       ９時50分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 済みません。あと１つ。117ページの市単の土地改良事

業費のところの11節需用費なのですが、修繕費の維持のところが地元要望と

いうお話がありました。ここのところが本年度と比べると100万円減額になっ

ているのですが、地元要望がどのくらい減るというような見込みなのでしょ

うか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 修繕費が100万減っているということなのですけれども、これ

は要望が減っているということではなくて、13節の委託料に用水路維持管理

業務委託というのがございまして、先ほども申し上げたかもしれませんけれ

ども、業務として熱がったほうが適正なものというものを今まで維持費とい

う形で計上していましたので、それを見直して100万円動かしたものですから

減額という形になります。施工箇所が減るとか、要望が減るとかというふう

には思っておりません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） わかりました。ありがとうございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。初めに、112の19節負補交の中の一番下、

静岡女性農業委員の会ということで昨年からこれ加入をされたのだと思いま

す。この会に加入することのメリットをお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 昨年度の農業委員の改選によりまして、農業委員さんが２名

になりました。この静岡女性農業委員の会というのは、きっかりとした農業

委員会にひもづくのではなくて、女性方がつくっていらっしゃる団体で今ま

で加入していなかったのですけれども、やはり情報交換だとかそういった部

分の形でやっていることとかが見えたほうがよろしいかということで加入さ

せていただいて情報交換の場とさせていただいております。 



77 

 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、２名の農業委員の方はこの会の研修等には参加さ

れているということですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 参加しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その経費というのはどうなっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時52分 休憩 

 

                       ９時53分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 ９節の旅費から払われています。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 続いて、114ページお願いします。同じく19節の負補交の

中の上から４つ目、全国農業担い手サミット市、町負担金なのですが、これ

この31年度から初めて入られますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 この全国農業担い手サミット市町村負担金といいますのは、

今年度全国大会が静岡県で行われます。そのため…… 

            （「来年」の声あり） 

〇農林振興課長 ごめんなさい。31年度行われますので、そのための各市、町

の負担金ということで１年限りになると思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 裾野市としては何かこちらに参加されるとかいう、そう

いう予定になっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 農業者さんも参加されます。あとは、これは全国の方が見え

まして、先進市ではないのですけれども、いろんな全市、町を視察、それぞ

れが分かれて視察するような形のコースの一つにもなっております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この機会で裾野の農産物等のＰＲをする機会というのが

あるということでいいのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 ＰＲの機会はございます。 
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〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 引き続き、先ほどちょっとご説明いただいたのですが、

負補交の中間ぐらいです。経営体育成支援事業補助金というもの、済みませ

ん。先ほど経営強化のためにということでしたが、もう少し詳しくご説明い

ただけますか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時55分 休憩 

 

                       ９時56分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 農業の担い手さんが融資を受けて農業機械、施設を導入する

際に融資残について補助を行うもので、事業費10分の３以内、上限としまし

ては300万円という形で制定されております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 農業の担い手ということで、農業者の縛りがありますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 人・農地プランというものがございまして、その中でうたわ

れています認定農業者さんが対象になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回300万円新たに計上されているのですけれども、活用

いただける見込みというのがある中での上限300万円の計上ですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 活用したいという、施設を導入したいという希望者がありま

して、その中でこういうものだというような話の中で予算要望をさせていた

だいております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 同じく今のところの２つ下です。農地耕作条件改善事業

補助金ということで100万円、これも新しいものだと思うのですが、これも事

業の内容をご説明お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 昨年度までは荒廃農地利活用補助金がついていたと思うので

すけれども、その制度がなくなっております。そのために農林振興課としま

しては、活用できるものがないかというような形でいろんな制度を活用する

ために資料を見た結果この制度に行き着いたものですが、これは200万円以上

の事業に対して上限100万円という形の補助をさせていただくものです。これ



79 

 

は農地中間管理機構を使って新たな耕作地を求めた者に対してそれを耕作で

きる形に持っていくような形の補助金です。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件はありがとうございます。 

  そして、その下、また地域戦略作物の件です。先ほどそばと試験栽培のキ

ヌアというお話でしたけれども、薬草に関しては31年度は取り組まないとい

うことでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 ええ、取り組みません。 

〇委員（賀茂博美） 委員長、ちょっと休憩お願いしていいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時59分 休憩 

 

                       ９時59分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 試験栽培として新たに取り組まれるこのキヌアの販路と

いうのはどうなっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 販路につきましては、まず地元に浸透させていこうとい

う方針のもとに商工会の女性部ですとか、そういったところに既にもうお話

をさせていただいておりまして、そういうところから、まずは地元に知って

いただく、そこから外へという形で取り組んでいこうということで考えてお

ります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） わかりました。その件は了解しました。 

  115ページお願いします。13節委託料です。昨年までトイレの浄化槽点検が

こちらに入っていましたが、トイレは、そちらは31年度は計上されていない

のですが、どうされていますか。トイレありますよね。 

            （「あります」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時00分 休憩 

 

                       10時04分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 
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〇農林振興課長 トイレのくみ取り手数料及び浄化槽の点検というものにつき

ましては、12節の手数料のほうで計上させていただいています。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 確実にやられるということで間違いはないですよね。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 実施いたします。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 引き続き、今梅の里整備事業についてお聞きしましたけ

れども、これも議会でたびたび出ますが、この梅の里の活用、いわゆる賃借

料や補償金がほぼこの事業の大半を占めている中で、この梅の里の活用を31

年度何かやっていこうみたいな、どういうふうに使っていこうみたいな、予

算的なものが出てきていればそれが一番いいのですけれども、特に何かあり

ませんか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時05分 休憩 

 

                       10時05分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 特に計画は立てておりません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほども言いましたけれども、事業費の大半がいわゆる

貸しているところに対する補償とかであるということに関しては、この事業

として取り組んでいく気持ちというか、熱意はどういうふうに思われていら

っしゃいますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 その中で22節の補償費というものはございますが、こちらに

つきましては農林振興課及びパノラマロードを花でいっぱいにする会でつく

っております農地としてコスモスだとか菜の花の作付及び駐車場に使ってお

りますので、こちらは活用されているかなと思いますので、今後梅の里の本

地のほうにつきまして、いい利活用がないか検討していきたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） はい、わかりました。 

  では、ページ変わって119ページお願いします。林業振興費の中の19節負補

交の中ですけれども、ちょうど真ん中あたり森林整備事業補助金ということ

で、これ新たな森林譲与税を使った事業ということですが、この事業、補助
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金となっていますので、どこに対する補助金になりますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 裾野市森林組合への補助を想定しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 具体的にどういった事業に対する補助になりますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 現在想定しておりますのは、幹線道路沿線で車両通行上

支障がある、また伐採の経費等々が採算ベースに乗らないようなところの伐

採を想定をしております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、その伐採した材木はどうされますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 裾野市森林組合によりまして、生かせる木材については

当然原木市場等々へ出していただいて、売り上げていただきまして経費の一

部に充当していただくつもりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この森林環境譲与税の使い方という指導的なものという

のは国のほうから来ているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 はい、ございます。森林整備ですとか、木材の有効活用、

あるいは林業の担い手育成、あるいは森林所有者の意向調査等々に使うこと

ということで使途が限定されております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その中において道路沿いの材木の伐採等の事業を選んだ

理由というのは何かありますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 想定している箇所は、以前から企業等々から、企業の通

勤者の通行路に当たる箇所なのですけれども、そういった企業から社員の車

両通行上に支障があるので、早急に伐採してくれですとか、あるいは大型車

両が通行した際に上のほう、屋根、ルーフに干渉するですとか、そういった

形で伐採を要望されている箇所でございますので、そういったところを今回

で答えたいなというところでそうていをいたしました。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時10分 休憩 

 

                       10時10分 再開 
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〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほどのお話だと要望としてそれはやらなくてはいけな

いことだったのかなというふうに聞いていて思うのですが、あえて森林環境

譲与税が来たからやるべき事業なのか、本来やらなければいけない事業では

ないのかなと思うのですが、いかがですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 やらなければならない事業であることにはかわりがないので

すが、今までの間伐事業費補助だったりとか、森林組合が独自で行っていま

す間伐ではとても経費が賄いきれずに事業着手することができなかった箇所

を市の裁量をもって行うことができる間伐という森林整備ということで、森

林環境譲与税が来ましたので、そちらを遅まきながら充当させていただいて、

要望に応えたいと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件は結構です。 

  次のオリンピックに向けたロードレース沿線の森林環境整備補助金という

新しいものが176万ついていますけれども、この内容をお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 こちらにつきましては、新しくできる県単の制度になり

ます。県のほうから要請を受けまして、オリンピック自転車ロードコース沿

線の箇所のうち裾野市においてはここを整備をしてくれというような要請が

ございました。具体的にはイエティ周辺の伐採を行って、富士山の景観、ビ

ューポイントを確保するというのが主な内容になりますが、そういった県の

制度及び要請を受けまして、今回予算計上をさせていただいております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この176万5,000円の財源の内訳をお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 176万5,000円のうち120万円につきましては、県のほうか

ら補助をいただきます。特定財源として充当されまして、残額が市の一般財

源となります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回の整備事業で県から依頼されている富士山の景観を

保つという部分は全て可能な金額になっていますか。 

  暫時休憩してください。 

                       10時13分 休憩 
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                       10時14分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 実現可能だと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 28ページ、歳入のところで、林業費補助金のところでオ

リンピックという話がちらっと出たのですが、それが今のお話に対応してい

るのですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時15分 休憩 

 

                       10時16分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 小林委員のおっしゃったところに含まれています。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 38ページの農林水産業債、市債で圃場整備のところで830

万円起債していますけれども、これって従前も市債でやっていましたか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 従前も市債でやっておりました。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 113ページの19節負補交、農業総務費の負補交、東部農業

共済組合負担金、この農業共済組合はどこのどういう共済組合ですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 静岡県東部の20市、町を管轄しております共済組合です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） お米をつくる人が、例えばお米は共済に加入しますが、

それはこの共済組合ですか。 

            （「委員長、暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時17分 休憩 

 

                       10時18分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 おっしゃるとおりのものです。 
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〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） そうすると、20市、町が負担金を出しているということ

は、実際には農業者の掛け金が少なくて済んでいるという、そういうことに

なっているということですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 農業者云々というのではなくて、これにつきましては共済組

合の運営費を負担しているという形になります。 

〇委員（小林 俊） 暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時18分 休憩 

 

                       10時19分 再開 

〇委員長（井出 悟）  

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） その下の農業振興費の非常勤職員報酬15万6,000円、農業、

これ協議会か。もう一回ここ、非常勤職員報酬、説明してください。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 非常勤職員報酬につきましては、農業振興地域整備促進協議

会の会議の参加に対して14万4,000円で、鳥獣被害対策実施隊の１年間の費用

の１万2,000円という形になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 実施隊はたしか年間1,000円だったと思うので、12名とい

うことですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 111ページの農業委員の報酬とかありますけれども、農業

委員と農地利用最適化…… 

            （「推進委員」の声あり） 

〇委員（小林 俊） 推進委員でしたっけ。同じ報酬ですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 報酬は一緒です。ただ…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時20分 休憩 

 

                       10時20分 再開 
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〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 114ページの、さっきいろいろ質疑ありました19節負補交

のサミットのことはわかったのですけれども、市町対抗物産展とありますが、

これちょっと内容説明してください。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 これは、市町村対抗駅伝のときに裾野市の特産品を出店して

いるための出展費になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 物産展の特典がついて、優勝者が決まったりするもので

はないのですね。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 そこは競争ではございません。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ここにいろいろあるのですけれども、農業機械等導入支

援事業補助金は120万のうち国とか、あるいは国県は幾らぐらい来る予定なの

でしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 これは、全て市の単独費で賄っております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これは、認定農業者対象ということだと思うのですが、

それでいいですね、解釈で。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 認定農業者のハードルが高いので、結局このお金って余

り使われていないというふうに解釈しているのですけれども、もっとハード

ルを下げられないですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 裾野市の認定農業者さんは27名だと思うのですけれども、逆

にこういう制度を活用するためにできるだけ多くの農業者さんが認定農業者

になっていただきたいというのがこちらの思いです。ハードルを農業者自身

を上げて向上していただきたいと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それは、農業者の考えで、農業で暮らしていけるかどう

かというところがあるわけではないですか。だから、ハードル下げていかな
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いと競争力上がっていかないと思うけれども。どうですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時23分 休憩 

 

                       10時24分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 認定農業者さんになっていただいて、頑張って農業をやって

いく方に支援をしていきたいというふうに考えています。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その幾つか下に機構集積協力金ありますね。これの内容

ちょっと説明してください。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 農地中間管理機構というのがございまして、そこを仲介して

農地を貸し借りする方の貸し手に対しての補助金なのですけれども、これ実

はちょっとハードルが意外と高くて適用が難しいところもございますが、こ

ういう制度があります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その２つ下の農業次世代人材投資資金、これはどんなも

のですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 新規就農しました45歳以下の農業者さんに対して、収入が少

ない分を補助するということになっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 収入はどうやってカウントしているのですか。確定申告

か何か。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 収入につきましては、これを見守る市の職員、県の職員がお

りまして、それを算定しまして支払い可能かどうか、はたまた経営がいいの

で払わなくていいものかというような判断をさせていただいて、補助金の交

付をいたします。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 実情、実績はどんな状況ですか。来年は150万だけれども。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 来年も150万円支払うような形になろうかと思っています。 

〇委員（小林 俊） 暫時休憩願います。 
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〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時26分 休憩 

 

                       10時26分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 経営体制育成支援事業300万、これはこれから就農する人

ですか、それとも過去に就農した人も条件が合えば出すの。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 現に就農されている方です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） そうすると、例えば２年ぐらい前に就農をして、イチゴ

つくっているような人が申請をして条件が合えば融資の残額はある程度カバ

ーしてもらえるみたいなことになるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 何年前とか細かいのはちょっとあれなのですけれども、基本

的には経営の向上のために使ったお金の残、融資の残について支援させてい

ただいております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） こういう制度のＰＲというのは、農業者に対するＰＲは

ちゃんとできています。何か当たりそうな人に直接手紙送ってとか、そんな

ようなことはあるのかな。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 これも先ほど申し上げた認定農業者さんに対しての支援にな

ってきますので、認定農業者さんとの話の中ではＰＲをさせていただいてお

ります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） わかりました。 

  屋上緑化の800万、これは国から400万でしたよね、それでいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 今年度は800万をどういうふうに使うというのは、何か計

画があるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 例年主な経費の内訳といたしましては、人件費、それか
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ら資機材費、それからその他というような形で経費配分がなされております。

本年度もおおむね同様かとは思われますが、本年度は特に周知ＰＲと販売に

かかる部分について積極的な予算配分を行っていくということで緑化組合の

ほうと話をしているところでございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 116ページの一番上、死亡獣畜処理1,000円ですけれども、

これは実際に発生すればふやしてくれるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 実際には実績は最近ないものですから、頭出しという形でや

らせていただきますが、実際には正当な費用をお支払いすることになります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ここの東部家畜保健推進協議会等は、市民が市外で飼育

している家畜なんかがありますよね、そういう市民対象と思っていいのです

か。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 これは、協議会への負担金なので、市のほうが支払いまして、

先ほどお話にあった死亡鳥獣処理助成金につきましては、裾野市内にいる動

物に対してという形になりますので、実際には今豚のほうがいますが、それ

は御殿場市になっていますので、実際にはないかなというところで1,000円の

頭出しという形になっています。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 116ページの県単土地改良事業費、これは具体的に圃場整

備のところのことですか。ちょっとこの場所説明してください。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 県営事業費負担金は、先ほどもちょっと申し上げましたけれ

ども、圃場整備が１カ所と農免道路の舗装工事をやっておりまして、その２

つの事業になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 農免道路の舗装工事というのは、あれは市道だけれども、

そこにかつて農免道路だったからということで出ているという、そういう解

釈。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 117ページの市単土地改良事業の負補交で富士裾野東部土

地改良区負担金ありますが、これは事業に対する土地改良区がやっている裾
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野市内の事業に対する負担金。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これ具体的にはどこの何、どんな事業ですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 30年度の実質でいきますと、31年度ですね、済みません。須

山地先の黒石線という農道がございます。そこのふたがけだったりだとか、

あと南堀の水路改修を今年度工事として考えておりまして、その他要望で出

されました委託業務を考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これ負担割合は何％とか決まっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 改良区のほうで補助事業採択をされたものにつきましては、

補助残を市が負担しております。受託業務と言いまして、市にかわってやっ

ていただく分につきましては全額負担しております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 次のページ、118ページの林業総務費の森林組合補助金で

すが、これは毎年こんな額だったですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 同額になっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その下の林業振興費の16節原材料費ありますが、これは

建設管理に来る、地元要望で来るのとどういう関係になっているのでしたっ

け。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 建設管理に来るのは認定市道というのが主になりますが、農

林振興では林道に対して支給します。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） １申請何立米とかいうのがあるのでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 コンクリート、砕石ともに13立米を上限に考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それ何カ所ぐらいで考えているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 ４地区とかんがえております。 
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〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 間伐事業補助金、100ヘクタール見ていますけれども、こ

の100ヘクタールの根拠は。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時35分 休憩 

 

                       10時36分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 例年の実績が100ヘクタール程度になっておりますので、実績

を重んじてこの予算要望にしました。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その下の市単林道の15節工事請負費、須山地区だという

話でしたけれども、これはどの辺のどんな道ですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 林道田向線というのがございます。30年度の工事で林道田向

線まで愛鷹線がつながってきましたので、せっかくできたものを有効利用す

るためにも今の田向線が少し整備状況悪いものですから、それを補修して使

えるようにしていこうということです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その上の林道橋点検個別施設計画策定の350万だけれども、

これはどこに委託するのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 金額が350万円程度を予定しておりますので、委託先はまだ困

っておりません。コンサルタントへの委託業務ということで予定しておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これ例えば橋って沢がいっぱいあるので、橋もあります

けれども、その橋を普通に点検すればみんな直す対象になるような気がする

のですが、それはもう計画的にやっていくという、そういう計画をつくるた

めの委託。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 小林委員のおっしゃるとおりで…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時38分 休憩 
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                       10時38分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 次のページの林道維持費の委託料、草刈りだという林道

維持関連委託、草刈りですが、これどこへ委託しますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 森林組合に草刈りをお願いしているところだとかあります。

また、業務内容によっては金額によって入札になったり、見積もりをとって

随契したりという形になります。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 115ページの畜産振興費なのですけれども、これ畜産農家

数は何件でしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 ２件です。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それで、その２件は市内に畜舎というかがあるのでしょ

うか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 実際には今飼っているのは１件なのですが、それは市外に畜

舎があります。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 実質がないということでしたら、この東部家畜保健推進

協議会の負担金というのは必要なのでしょうか、お伺いしたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 これは、連絡会ということで情報収集などもございますので、

豚コレラとか、そういったものの情報だったり、あとそちらがもし発生した

場合の調査なんかに行く場合もございますので、それらの情報収集のために

は協議会に入っているべきだと思いますので、負担金は適当かと思います。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 市外に畜舎があるということは、市外のほうの農林課な

り、農業サイドが指導、いろんな形になってくると思うのですけれども、裾

野市からもそういう方への連絡等については結局ダブルでやっているのかど

うか、裾野市もしているのかどうかお伺いしたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 済みません。裾野市のほうにはその実績がないので、ちょっ

とわかりません。 
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〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） そうなら、先ほど言ったように必要がないのではないで

しょうか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時41分 休憩 

 

                       10時43分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 必要性はあると思います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時43分 休憩 

 

                       10時43分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 屋上緑化の関係、114ページなのですけれども、先ほどお

答えがあって、市場開拓とかその辺を、組合なのかな、そちらに推進しても

らうということなのだけれども、やはりこれ市が多分投げかけて事業が始ま

ったものだと思うのです。これってかなりこれからも積極的に市が絡んでい

かないとなかなか販路の開拓というのはできないのではないかなと、これは

僕の経験上から申し上げているのですけれども、やはり市が、要するに市っ

てやはり信用されますよね、基本的に。その信用される市がＰＲをするとい

うことがやっぱり一番早い、この方たちの応援だと思うのです。その辺をど

ういうふうに市としてこれから取り組んでいくのかお伺いします。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 ご指摘のとおり市、行政の関与というのは非常に重要だ

と考えております。ですので、来年度の予算の執行につきましても市のほう

が積極的に関与して、組合とともに進めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） よろしくお願いいたします。 

  次、いいですか。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 次、森林組合の補助金なのですけれども、118ページです

けれども、運営費ということでございます。森林組合については高性能機械
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を、例えば防衛の関係の予算で導入したりとか、かなり恵まれている状況に

あるのではないかなというふうに思います。経営が、何かさっきから聞いて

いると難しいような雰囲気のお話をされていますけれども、実際その辺、例

えば間伐事業、去年が2,000万ぐらいでしたっけ、で今年度が1,940万、森林

整備事業補助金についても720万とか、森林組合へ流れるお金ってかなりの金

額が流れていっているのではないかな、なおかつ間伐を実施した場合、現地

を見てみますと、材はほとんど原木資料へ搬出されているという状況なので

す。そこからも収益が上がってくるということになると、そのような状況を

全て把握した中で、要するに森林組合補助金、280万円を執行しているのかど

うか、会計状況しっかり把握しているのかどうかをお伺いいたします。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 森林組合の総会にも参加させていただき、決算等の書類も確

認しております。そのような中で支出をさせていただいております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それは黒字でしょうか、赤字でしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 つい最近やっと黒字に変わりました。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） その辺しっかり見きわめて精査しながらやはり補助金額

等も検討していったほうがいいのではないかなと思います。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それと、森の力事業あるのですけれども、裾野市として

は実施しているのかどうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 森の力再生事業、市域で実施しているところございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） その事業主体はどちらになるでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 裾野市森林組合です。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） あと、119ページの東京2020自転車ロードレース沿線森林

景観整備事業補助金、これはイエティの周辺ということですよね。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） その沿線、やっぱりイエティまで至る間についても対象
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になっていくわけですよね。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 この補助事業で想定しているのはイエティの周辺だけで

ございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 須山から元のみしまやのガソリンスタンドのあたりから

ずっともう杉林というか、森林入っていくのですけれども、その辺の間伐に

ついてはほかの事業でやるのでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 その沿線につきましては、別事業での実施をただいま検

討しているところでございます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 114ページの負補交でございます。小林委員からもあり

ました農業次世代人材投資資金、先ほど課長のお話だと45歳以下というお話

でした。私これ昨年は45歳未満って書いてあるのですが、まずそれはどちら

が正しいでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 45歳未満ということで、済みません。以下ではございません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうしますと、新規就農をした45歳未満という、それ

以外の要件というのはないですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時49分 休憩 

 

                       10時50分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 この人材投資資金につきましては、調べて後ほど回答させて

いただきます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 117ページのやはり負補交でございます。県土地改良事

業団体連合会の特別賦課金と一般賦課金、これは徴収の違いだけということ。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 特別賦課金につきましては、県で実施している事業費につい

てかけられているものでございまして、一般賦課金は市町村の連合会に入っ

ている通常の会費という形になります。 
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〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 済みません。今回新しく始まる有害鳥獣捕獲従事者育成

支援事業の件について伺います。 

  まず、これそもそもの目的が猟友会の担い手が高齢化をされているという

ことなのですが、この補助金の対象者に年齢制限はつけていますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 年齢制限は特にございません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、猟友会に加入することが前提として３年以上継

続して活動してくださいということですが、もしこれ３年継続できない場合

はどうなりますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 支払いの交付要綱を今現在準備しているところでございます

けれども、それが整わなかった場合には返還義務が生じるような要綱となっ

ております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この猟友会に加入をして、活動を実績についても制限が

ついていますか。例えば何日以上は出動してくださいとか、要綱の中にそう

いった活動制度のようなもの、これ以上やってくださいというような。例え

ば、休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時52分 休憩 

 

                       10時53分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 要綱の中では３年以上ということがございますけれども、そ

れ以上の出席日数だとかは決まっておりませんので、猟友会等々とまた今後

検討していきたいと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回新規にこの事業を始めるわけですけれども、この目

的はもちろん猟友会として会の存続もあると思うのですが、鳥獣被害を抑え

るというような大きな目的があると思うのです。31年度に向けて目標として

いるものはありますか。例えば被害額を抑えるとか、捕獲数を上げるとか、

そういった目標は何か設定されていますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 
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〇農林振興課長 被害額は抑えたいというのももちろんございます。ちょっと

今資料手持ちではないのですけれども、基本的には捕獲頭数を140だったか

な、を目標に行っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今捕獲頭数140というのは、鹿とイノシシの内訳はどうい

うものを目標にしていますか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時55分 休憩 

 

                       10時56分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 鳥獣被害防止計画がございますので、その数字を後ほど報告

させていただきたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 目標140を……暫時休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時56分 休憩 

 

                       10時58分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 関連で、先ほど有害鳥獣の関係の従事者の関係、今賀茂

委員さん、聞いていたとおりです。くくりわなと、あと銃器ありますよね。

銃器については猟友会の加入というのはやっぱり僕は必要だと思うのです。

ただ、くくりわなって結構自分が農業被害遭っていると、なかなか頼んでも

やっていただけないということになると、増えてくると思うのです。そうい

う方って猟友会ということを考えると、ちょっとクエスチョンになってしま

うのではないかと思うのです。だから、わなについては猟友会加入を外すと

か、銃器については猟友会に加入してもらう、それは安全とかいろんな関係

があるので、その辺は検討できないのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 基本的に従事者育成支援事業につきましては、担い手を確保

したいということで制度をつくっておりますので、わなであっても猟友会に

入っていただくという形でお願いしたいところでございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 
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〇委員（土屋主久） 猟友会とは別に市のほうで、例えば有害鳥獣のこれこれ、

くくりわなの会とかって何かしら考えてもいいのではないかなと思うので

す。それでもしっかりやっぱり育成しているということになると思うのです。

ただ単に猟友会のメンバーをふやしたいというそれだけではなくて、要する

に実質なわけではないですか。実質どれだけ進むかということなので、猟友

会の会員数をふやす、ふやさないの問題ではないわけです。だから、その辺

も考えたらやはりもう少し柔軟的に考えたほうがいいのではないかなという

ことなのですけれども。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時00分 休憩 

 

                       11時01分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  産業部長。 

〇産業部長 土屋委員の意見も参考意見かと思いますので、それらも受けとめ

て検討していきたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 済みません。119ページの林道開設事業費の中の点検と個

別の計画の策定の件です。これは、林道橋というものは何橋、これ予定され

ていますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 ４橋を予定しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この点検の対象となる橋の……暫時休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時02分 休憩 

 

                       11時04分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 冒頭の説明の中で32年までにこの計画を策定をしてくだ

さいというお話がありましたが、これは策定したことで、これから先の、こ

れから修繕に入ってくると思うのですけれども、何かメリットはありますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 今のところメリットの部分は、ちょっと不明なところはある

のですけれども、建設管理でやっています長寿命化につきましても、補助事
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業という形で進められておりますので、今後補助がつくことを期待しており

ます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回のこの策定委託が県の補助が50％ですよね。特定財

源として入っていますけれども、これから修繕をしていくというときの県の

補助がいただけるかどうかというのはまだ未確定ということですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 済みません。ちょっと情報得られておりません。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時05分 休憩 

 

                       11時06分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） イエティ周辺の、119ページ、東京2020イエティ周辺です

けれども、これ切るのは、県が切ってくれというのはいいのですけれども、

地主とかはどんなことになっていますか、対応。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 地主の了承はこれから得ていくことになります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） みんな個人持ちのところですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 一部共有林があるというふうに聞いております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 災害のところで186ページ、農業新設災害復旧費ですけれ

ども、科目設置ですが、これはどんな災害が想定されているですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 農業施設災害におきましては、水田、畑、また用水路等の被

害を想定しておりますし、林業施設につきましては林道という形になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 天候による災害というイメージでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 台風だったりだとか、そういう降雨とかの荒天なんかを想定

しております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 地震は対象になるのですか。 
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〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時09分 休憩 

 

                       11時09分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 天災が採択のものになるかと思います。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 雪は。 

            （「暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時10分 休憩 

 

                       11時12分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 11款に関しては公共施設が対象になっているということで

す。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 降雪によって立木が倒れて、市道、林道にかかりました、

こんなときはどうなる。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 本来は所有者に撤去していただくべきかとは思いますが、林

道が使えないことによる損失も大きいものですから、市のほうで対応するこ

とが多いです。 

〇委員長（井出 悟） ほかに質疑ありますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時13分 休憩 

 

                       11時13分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  休憩します。 

                       11時13分 休憩 

 

                       11時22分 再開 
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〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  委員の質疑を終了します。 

  分科会外委員の質疑はありませんか。 

  勝又利裕委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） お願いします。 

  114ページの負補交の関係のところの屋上緑化の関係ですけれども、行財政

構造改革によると、21年度で廃止ということが…… 

            （「31」の声あり） 

〇分科会外委員（勝又利裕） 2021年廃止が出ていて、今回も減額をされてい

ると。ということは、来年度、再来年度である程度方向づけをしなければな

らない、その辺の考え方を教えてください。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 委員おっしゃいますとおり、本年度をもって国の交付金

終了、31年度を持って国の交付金が終了いたします。そのために組合の自立

運営ができるように今行政も積極的に介入をしていくところでございます。

予算措置は終了いたしますが、それ以降も積極的な運営の支援、予算に絡ま

ない部分についてはその後も関与をしていくということで考えております。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） 先ほど委員のほうからも質疑があったと思いま

すけれども、支援をしていくということは当然のことであって、具体的に平

成で言うと31年度にどういうことを考えてやって、具体的なものをもう少し

示していかないと、平成でいくと32年度で終わるんだよね。 

            （「３年」の声あり） 

〇分科会外委員（勝又利裕） 33年か。そのときにそのまま市が何もしないで

もうやりませんよということではなくて、市が何らかの関与してやっていく

とか、具体的に示していかないとうまくないかなということで聞いています

ので、その辺がもし来年度あれば教えてください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時24分 休憩 

 

                       11時24分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 平成31年度につきましては、昨年郵便局と地域創生に関

する協定を締結いたしました。そういったところをより進めて地域、あるい

は販路の開拓に積極的に打って出る、また市長を初め現在トップセールス非
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常に積極的に行っていただいております。そういった方向性を継続、加速さ

せていくということになろうかと思います。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） よろしくお願いします。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） ありがとうございます。 

  有害鳥獣捕獲従事者育成支援事業のこの新しい事業なのですけれども、わ

なと銃があって、なぜ銃のほうの取得免許の金額、約20万ですけれども、そ

ちらの金額の確保に至らなかったのか伺います。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 制度をつくるときに近隣で小山町が同様の制度をつくってお

ります。小山町がこうだから全く同じにしなければいけないというわけでは

ございませんけれども、先ほど来申し上げているとおりわなのほうを充実さ

せていきたいという考えもございましたので、そのようにさせていただいて

おります。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） その件は了解いたしました。 

  それでは、このわなで複数取るということが出たときは補正で対応される

のでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 補正で対応したいと思っています。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） それは例えば５人とか出ても大丈夫ですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時27分 休憩 

 

                       11時27分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） ただいまの質問は取り消します。 

  それでは、この対象者なのですが、職員が取るときもこれ使えますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 要綱の中に職員はだめよというのがございませんので、それ

でも可能かと考えます。 

〇分科会外委員（内藤法子） わかりました。よろしくお願いします。 
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〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） 屋上緑化事業、これから売り込んでいくという

ことなのですけれども、市場規模と、またほかの業者等、競合相手と、その

辺というのは調べていますでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 市場規模というのは特段調査はしておりません。ただ、

過去にこういったところにニーズがあるだろうという市場調査というのは行

っておりまして、そういったところへ売り込みをかけていくという方向にな

ろうかと思います。それから、競合業者につきましては、今これも調査を進

めているところでございます。首都圏を中心にやはり同じようなことを手が

けている業者というのはあるというところまでは承知をしております。そう

いった中で他の提携できる首都圏の事業者等々と連携をいたしまして、この

事業を進めているところでございます 

〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） ちょっと暫時休憩でお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時29分 休憩 

 

                       11時29分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 伺います。116ページ、負補交のところなのです

が、県営事業の負担金のところで１―４号線の負担金が来年度250万円ほど増

額の見込みというお話があったと思うのですけれども、その要因は何でしょ

う。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 県営事業につきましては、こちらの予算確保の場合、来年度

の要望額を調査させていただいて、それを市のほうの予算要望にさせていた

だいているのですけれども、例年ですと500万、事業費でいくと2,000万の事

業費で毎年県は事業化を要望をしておったところですが、今年度は3,000万の

事業費で当初予算の要望をしているので、こちらも負担金としまして750万要

望しているところでございます。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 舗装箇所の距離が延びるとか、そういう期待が

できるということでいいのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 
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〇農林振興課長 幅員が極端に広がらなければその分距離が延びてくるという

ふうに考えます。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） １―４号線で県が工事をする残りの距離という

のは、あとどれぐらいになっていますでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時31分 休憩 

 

                       11時31分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 県の裾野市においての事業規模としましては、2,200メーター

で、平成30年度実績、若干誤差はあるかもしれませんけれども、30年度まで

を引きますとあと1,710メーター程度と考えられます。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 114ページの農業振興費の中の負補交の地域戦略

作物活性化支援事業の薬草栽培についてお尋ねします。たしか昨年度まで薬

草栽培の140万円が載っていたのではないかと思うのですけれども、この試験

栽培というのは何年間やられたのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 ミシマサイコについては５年間取り組みました。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 交付金を５年間使った結果はどのように評価を

されていますか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 残念ながら交付金に見合う投資効果、収益については得

られなかったということで考えております。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） その判断というのは市のほうで５年間見ていて、

使っている最中でもそういう判断ができたというようなことというのはない

のでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 この判断につきましては、現場で農作業に当たっていて

おります須山農事組合の方々と随時協議の上で決定をさせていただいており

ます。ミシマサイコにつきましても…… 

〇委員長（井出 悟） いいですよね、判断していますでいいですよね。 
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  暫時休憩します。 

                       11時33分 休憩 

 

                       11時34分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） それでは、ミシマサイコから今度キヌアに変更

というのですが、これは同じ事業者が取り組まれるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 同じく須山農事組合に耕作を行っていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） このキヌアに変えるという判断の連絡というの

はどの時点でされたのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 ミシマサイコの今２年制の２年目を収穫を終えたところ

でございますが、２年目の出来が芳しくないというところをもって違う作物

に転換すべきだという判断をいたしました。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） ５年間交付金を、この制度は５年の期限という

のが定められているのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 特に５年間という有期のものではございませんが、５年

間というのを１つのスパンといたしまして、一事業の見直しを行ったところ

でございます。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） それでは、このキヌアの展望というのは十分に

あるというふうに判断されたということでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 これもあくまで試験栽培ですので、手がけてみなければ

わからないところがございます。ただ、連携いただける学術機関、静岡大学

ですが、こちらのほうと連携できるということになりましたので、試験栽培

で取り組んでみるというところでございます。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） ミシマサイコ、そしてこのキヌアって三島地方

というか、この近隣での実績みたいなものは何かあるのですか。最後に。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 
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〇農林振興課長代理 ミシマサイコにつきましては、近隣で手がけておりまし

たが、断念するところが続出をいたしまして、今東部では手がけているとこ

ろはほとんどございません。キヌアにつきましてもこれはまだ国内で手がけ

ているところがほとんどございません。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 杉山委員。 

〇分科会外委員（杉山茂規） 有害鳥獣の資格取得、従事者の育成事業なので

すけれども、これもできるということの中でこの制度を知っていただかない

と活用というか補助金を使われないことになろうかと思うのですが、ＰＲに

ついてはお考えありましたら、お願いいたします。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 この予算が通り次第ＰＲをしていきたいと思っています。 

〇委員長（井出 悟） 杉山委員員。 

〇分科会外委員（杉山茂規） 具体的にこういうふうな手法というところの検

討は今浮かんでいるものありますでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 市の広報やホームページでの掲載を考えております。 

〇委員長（井出 悟） 杉山委員。 

〇分科会外委員（杉山茂規） あと、実際に農業従事されている方についての

ＰＲというのはありますでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 農業者団体さんの総会だったり役員会とかというのにも出席

させていただいておりますので、農業者にもその旨は伝えておきたいと思っ

ております。 

〇委員長（井出 悟） 杉山委員。 

〇分科会外委員（杉山茂規） それ以外の一般の人に関しては、先ほど初めに

出ました２つ以外、例えば広くセミナー的なものみたいな開催の中でＰＲを

していくということは考えませんでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 今のところそこの想定はございません。 

〇委員長（井出 悟） 杉山委員。 

〇分科会外委員（杉山茂規） 最後です。ＰＲの中で補助金を使うということ

になった場合、多分狩猟、わなのほうで３万5,000円、銃は６万5,000円とい

うことで、額的には10万円でぴったしなのですけれども、ただ先ほどの説明

の中で狩猟免許の狩猟税についてはだめですよということだったと思いま

す。そこまでお金が出ないことには実際に捕まえるところまでたどり着かな
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いのですけれども、その辺の考え方を教えていただければと思います。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 狩猟税、税金になりますので、税金に対しての補助というよ

うな形を税金で行うということをしないというような形で判断をしておりま

すが、今後運用については検討していきたいというふうに思っています。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） 119ページのオリンピック関連のですけれども、

県費の補助が出て、県から場所の指摘があって、イエティの有料道路の沿線

の伐採をするということですけれども、それ以外のところで、先ほども委員

からもちょっと質疑出ていますけれども、県のほうからオリンピック関係で

間伐をもっとしたほうがいいよというような具体の意見というのはないので

しょうか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 それにつきましては、ただいま県の予算で要整備箇所の

調査を行っているところでございまして、その成果を見た結果整備箇所が上

がってくる可能性はございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） そうすると先ほどの質疑の答弁の中でこれから

具体のものとして間伐するところが検討していくということですけれども、

それは今の答弁ということでよろしいのですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） 32年度ですと、間に合わないわけですから、と

いうこと具体に進むとすると31年度の中で補正を取ってということになるの

ですか。直接県がやるということですか。間伐。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時41分 休憩 

 

                       11時42分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 県の調査による要整備箇所につきましては、他の事業で

整備を検討してまいりたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） 他の事業というのは、当然御課がやる話で、林
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業事業の中でやるという、そういう意味ですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長代理。 

〇農林振興課長代理 そのように考えております。 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

これより、第１号議案のうちの関係部分についての意見を伺います。賛否

に関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の意見はありますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する意見を

終わります。 

 以上で農林振興課の質疑を終わります。 

暫時休憩します。 

                       11時44分 休憩 

 

                       11時45分 再開 

〇委員長（井出 悟） それでは、再開いたします。 
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演習場対策室（第１号） 

〇委員長（井出 悟） 説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 済みません。１点だけ。冒頭部長の説明もありましたと

おり、平成31年度で第11次の使用協定が終結となるわけですが、そこに向け

た事業は予算立てとして何かありますか。 

〇委員長（井出 悟） 演習場対策室長。 

〇演習場対策室長 予算立てとしては特に、会議等が増えるというような関係

になろうかと思います。予算立てとしましては総務費の関係で旅費とかが200

円ということで減額になりましたけれども、そこを考慮をしております。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 予算はないけれども、31年度の終結に向けての取り組み

は具体的にはどんなことしていく予定ですか。 

〇委員長（井出 悟） 演習場対策室長。 

〇演習場対策室長 平成31年度の後半になろうかと思いますけれども、第11次

の使用協定の終結、それから第12次の締結に向けまして、問題点等の洗い出

しとか、新たな要望箇所を把握をしたりしまして、会議に臨みたいと考えて

おります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今の組織なのですけれども、今室という形で対応してお

りますけれども、それが対国に対して位置づけとしては適正だというふうに

思っていらっしゃっていて大丈夫ですか。 

            （「暫時休憩を」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       11時57分 休憩 

 

                       11時58分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  産業部長。 

〇産業部長 対外的には室より課というもののほうがいいかと思いますけれど

も、その分兼務して演習場対策専門監という立場でそれにかわって対応して

いただけると考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この使用協定は裾野市単独ではないので、ほかの町とも
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立ち位置をぜひそろえていただきたいということで、要望でお願いいたしま

す。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 用沢川２号調整池の排砂工事、これはどんなふうに、ど

こに出すのですか。 

〇委員長（井出 悟） 演習場対策室長。 

〇演習場対策室長 排砂場所、排砂した砂を置いておく場所ですが、用沢川２

号調節池から1.5キロぐらい離れた又沢川調節池の敷地内に置いておく計画

でおります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ダムの外だけれども敷地内という、そういうことですか。 

〇委員長（井出 悟） 演習場対策室長。 

〇演習場対策室長 敷地の外側というか、言い直します。又沢川調節池の外側

の又沢川調節池付近に置いておく計画でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これ請け負うのはどんなところになるのですか、企業で

すか。 

〇委員長（井出 悟） 演習場対策室長。 

〇演習場対策室長 入札をして、普通の土木の一般企業でございます。 

〇委員長（井出 悟） ほかに質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 質疑を終わります。 

  以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより、第１号議案のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に

関する意見はありませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の意見はありますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する意見を

終わります。 

以上で演習場対策室の質疑を終わります。 

休憩いたします。 

                       12時01分 休憩 
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                       13時13分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

 

農林振興課（答弁漏れ） 

〇委員長（井出 悟） 初めに、農林振興課長より答弁漏れについての発言の

申し出がありましたので、これを許します。 

  農林振興課長。 

〇農林振興課長 答弁漏れについて報告いたします。 

  まず、有害鳥獣の捕獲頭数につきまして報告いたします。平成28年度イノ

シシが７頭、鹿82頭、平成29年度がイノシシ25頭、鹿110頭になっております。 

  出動日数につきましては、28年度が666人、29年度が872人となっておりま

す。これは延べ人数です。 

  委託金につきましての算出根拠ですけれども、捕獲数には関係なく、年間

600人以上の出動ということになっております。 

  続きまして、研修会費負担金２万円につきましては、狩猟免許予備講習会

の受講費として２人分を計上しております。 

  続きまして、45歳未満以外に条件はあるかと、農業次世代人材投資資金で

すけれども、これにつきましては収入が350万円未満であることという形にな

っております。 

  続きまして、有害鳥獣捕獲の平成31年度の捕獲目標頭数についてでござい

ますが、イノシシが15頭、鹿が130頭、合わせて145頭になります。先ほど140

頭と申し上げましたが、済みません。訂正させてください。 

  以上になります。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長の説明は終わりました。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 350万未満、これは所得ですか。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 前年の総所得です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 総所得ということは、収入ではなくて所得ですよね。 

〇委員長（井出 悟） 農林振興課長。 

〇農林振興課長 所得です。 

〇委員長（井出 悟） 委員の皆様よろしいでしょうか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で答弁漏れについて終わります。 
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  暫時休憩いたします。 

                       13時16分 休憩 

 

                       13時16分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 
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産業振興課 

〇委員長（井出 悟） 説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑は。 

  小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） 部長の総括説明で中小企業の振興推進計画みたいな

話があったと思うのですけれども、今説明の中には特に出てこなかったです

よね。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 中小企業支援関係につきまして、今条例の策定に入っていま

して、予算につきましてはその部分についてはついておりません。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） そうすると、31年度は条例を策定するのみ、それと

も計画は策定するけれども特に計画策定にかかる予算は必要としていないと

いう考えですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 条例を策定し、その中で新たな協議会を設定しそこで決定し

たものを今後行っていくような形になります。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） そうすると、中身については条例案が出てきたタイ

ミングになるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） お願いします。28ページ、商工費補助金の地方消費者

行政活性化交付金、先ほどの説明で消費者センターの運営費とか電話相談と

いうことでございました。内訳を教えていただけますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらの内訳につきましては、県のほうで算出してきますの

で、前年度の交付金の品額が載っております。決定はしておりません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そこのところは了解です。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 124ページの負補交、ユニバーサルデザインタクシーの

導入補助金なのですが、導入したところに補助金を出すという、その理由を

教えてください。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 
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〇産業振興課長 ユニバーサルデザインタクシーにつきましては、市内業者に

よって車がつくられております。市内への企業への支援及び環境に優しいタ

クシーの導入とオリパラに向けての観光振興も含まれております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 理由はわかりました。 

  そうしますと、これを既に導入している企業がありますけれども、そちら

は１月25日に登録をしております。それについての補助金は出るのでしょう

か。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは31年度予算になりますので、対象外となりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） ですから、先ほど先に理由をお伺いしたのです。そう

いうようなお伺いで２カ月ちょっと早い。それで、こちらが補助金対象にな

らないというのはなかなかいかがなものかなと思うものですから、お聞きを

いたしました。その辺のところは今後検討していく予定はあるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 31年度予算ですので、それ以降の購入のタクシーについては

助成をしていくというような形になります。 

            （「暫時休憩でいいですか」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時42分 休憩 

 

                       13時42分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） オリンピック・パラリンピックが新年度から推進局で

したっけ。 

            （「室」の声あり） 

〇委員（二ノ宮善明） 推進室にしてやっていくというようなところで、プレ

大会が裾野市は行われなくなりました。その機運醸成に対してプレ大会です

とか……暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時43分 休憩 

 

                       13時45分 再開 
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〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 今の質疑取り消します。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。122ページ、ちょっと人事課の所管課もし

れませんけれども、職員が５人から８人に増えます。今の仕事をしている環

境を見ると、あそこにプラス３人入るのかなと正直思っているのですが、そ

の辺来年からはどういう体制でやっていこうということになっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 人事の関係ですので、３人増えているというのは今年度既に

３人増えていまして、多分ですけれども、昨年５人だったのがことしもう既

に３人増えて８人になっているので、その分の予算がついているというふう

に考えております。来年度の予算につきましては、人員配置についてはここ

からまた変更があると思っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、123ページの三世代同居支援補助金の件です。ま

ず、この事業が新規で取り組まれますけれども、この事業を行うことになっ

たその理由をお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時47分 休憩 

 

                       13時47分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  産業振興課長。 

〇産業振興課長 この事業につきましては、市内の定住人口の増加を図るとと

もに、子育てや介護など家族の支え合い並びに地域経済の活性化、空き家の

利活用を促進するということを目的としております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回この事業は新規事業なのですけれども、予算立てに

関しては原則新規事業禁止という中で上がってきています。緊急性、優先性

があるものに対して新規ということなのですが、この事業自体に緊急性、優

先度がある事業ということですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらの事業に関しましては、12月の議会でも答弁をしてい

るとおり市として優先的に取り組む事業というふうな位置づけになっており

ますので、実施する方向として行っております。 
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〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回予算としては1,000万計上していますけれども、対象

世帯はどのくらいというふうに見込んでいますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 新規取得をする住宅につきましては５件、改修につきまして

は９件というふうな形で見積もっております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、これ補助要件がありますけれども、まずは三世

代同居で５年以上継続という部分があります。もし５年以上継続されない場

合はどうなりますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 ５年以内だった場合のその理由によりけりですけれども、そ

の理由次第では補助金の返還を求めるというふうな形になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この補助制度の補助要綱は既に完成していますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 要綱については、現在商工会と最終打ち合わせとなっており

ます。 

〇委員（賀茂博美） 暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時50分 休憩 

 

                       13時50分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 124ページです。まず、13節委託料の件です。女性の就業・

起業支援実施事業ですけれども、行財政構造改革でこの事業は廃止の方向に

なっています。31年度はどういったことを取り組んでいく予定ですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 女性就業・起業支援実施事業につきましては、女性に対す

る起業の相談事業及び起業と就業にかかわるセミナーのほうを開催してまい

りたいと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この事業が廃止になるということで、ある程度事業とし

ては効果があったということで打ち切られるという理解でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 
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〇産業振興課長 この事業につきましては、Ｓｕｓｏ―ｂｉｚのほうに吸収す

るような形で今後継続していくと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） わかりました。 

  では、その下の19節のユニバーサルデザインタクシー導入補助金の件です。

まず、この事業が始まる経緯をお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのユニバーサルデザインタクシーは、高齢者ですとか、

車椅子使用車、ベビーカー利用者、妊娠中の方など全ての方にとって使いや

すい、利用しやすいタクシーを市内に普及させるということがまず必要であ

ると考えて実施に至っております。ただ、目的としましては、先ほどのお話

もしたとおりにオリンピックの自転車の競技の会場とかにもなりますので、

外国人も含めて利用しやすいユニバーサルデザインタクシーの普及が必要で

あろうというふうに考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この事業の発生源としては、行政側が独自に考えて始ま

ったということの理解でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど市内業者での製造があるというお話もありました

けれども、製造元との事前のお話し合いなどはされているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 しておりません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、実際に、今度はタクシー業者のほうです。市内に

も数社ありますけれども、そちらとの事前のお話はされているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 ユニバーサルデザインタクシーの今後の購入というものの意

向調査といいますか、電話での意向調査ですが、その辺につきましてはさせ

ていただきました。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） これ国にも補助制度がありますけれども、ちょっと国の

補助制度の内容を教えていただけますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 国のほうは、公共交通の機関の中で補助を出すような形にな
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ります。市が公共交通計画の中でユニバーサルデザインタクシーの取り組み

というものを中に入れまして、その関係のものを市が受けるのではなく、事

業者のほうが国のほうへ申請をして受けるような形になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 金額的な補助の金額か、もしくは割合わかりますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 済みません。今ここではわかりません。公共交通機関の関係

になるものですから。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 他市で同じような補助事業を行っているかどうか調査は

されていますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 浜松市で実施しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど高齢者や全ての方に対して乗りやすいタクシーと

いうお話ありましたけれども、今のタクシー事業者、タクシーは高齢者やそ

ういったいろんな方が利用しにくいというふうにご理解されていますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 車椅子等の利用が、今の段階では車椅子ごと中には入れるタ

クシーがありませんので、これは車椅子ごと中には入れますので、その点に

つきましては非常に使いやすくなっていると思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、このユニバーサルデザインタクシーですけれど

も、いろんなメーカーで出されています。特に事業者、メーカーを限った補

助制度にされますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのようなことはいたしません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど市内事業者が製造されているというお話が冒頭に

ありました。それを踏まえてもどのメーカーでもいいということにされるの

ですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

  暫時休憩でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       13時56分 休憩 
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                       13時57分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回事業者に対する直接的なものの補助という形なので

すが、例えば市民に対してのタクシー助成を促して業者のほうから利益を上

げてこういったタクシーを買っていただこうというような事業を考えること

はなかったですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのような考え方はありませんでした。 

  暫時休憩でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       13時57分 休憩 

 

                       13時59分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この予算120万円を使って、対市民に対する効果というの

はどのように見込んでいますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 やはり高齢者や障害者の方については、非常に使いやすくな

るのではないかと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件はわかりました。 

  同じく19節の中の移住就業支援交付金の件です。移住に関してはシビック

プライド推進室も同じように移住対策をとっておりますが、そことの連携と

いうのはどういうふうになっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そちらとの連携につきましては、この補助金自体が東京圏に

お住まいの方が対象となります。ですので、移住フェアとかそういう形で裾

野市を東京のほうにＰＲを市に行く場があるのですけれども、そういう場で

この助成金を皆さんに知ってもらうということはシビックプライド室として

の仕事となると思います。そこで紹介された方が産業振興課のほうで助成金

を受けて移住をしていただくというような形になります。 

〇委員（賀茂博美） 暫時休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 
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                       14時00分 休憩 

 

                       14時01分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この移住就業支援交付金300万円の内訳を伺っていいです

か。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 300万円の内訳なのですけれども、まず移住支度金といいます

か、そちらのほうが移住と市内の特定中小企業に就職した場合に100万円とい

うのが補助対象メニューです。市内に移住して起業、自分で事業を興した場

合には200万円プラスアルファになって補助をされると、合計300万円という

ふうな形になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 就業をされる企業がある程度特定の企業と冒頭から説明

ありましたけれども、何社ぐらいを見込んでいらっしゃる、お願いをしてい

るというのですか、どういうふうにとっていいかわからないのですけれども、

何社。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、静岡県のほうで運営していますしずおか就

職ｎｅｔという支援サービスがあるのですけれども、そちらに登録した中小

企業が対象となります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 裾野市では何社ありますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 本社があるものと、例えば支社といいますか、そういうもの

があるものがちょっとありまして、これネットなのですけれども、ネット検

索して20件ぐらい出てくるのですが、市内に本社があるのは大体５社ぐらい

でした。済みません。ちょっと、ぐらいとしか言いようがないのですけれど

も。 

〇委員（賀茂博美） ちょっと暫時休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時03分 休憩 

 

                       14時05分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 
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  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 126ページです。デスティネーションキャンペーンの件で

すけれども、委託料として30万円計上されています。委託内容お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 今回のこの委託につきましては、ガイド委託となっておりま

す。須山浅間神社等を含む観光施設へのガイドというものを打っていくよう

な形になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、委託先お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 ガイド協会を予定しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） なぜか19節の中に県大型観光キャンペーン推進協議会33

市、町部会負担金というのがありますけれども、これデスティネーションキ

ャンペーンの関係ですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） これ具体的に負担金になっていますけれども、どんな事

業に対する負担になりますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 デスティネーションキャンペーンの全ての事業になります。

テレビコマーシャルからポスター、それから全国への情報発信等含めて、全

ての事業に対しての負担金になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 休憩してください。ごめんなさい。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時07分 休憩 

 

                       14時07分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 127ページの同じく負補交の中です。ちょっと金額小さい

ですけれども、ＪＡＦ会費が入っているのです。これはどういうことですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、裾野市がＪＡＦとの協定を結んでいる自治
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体であるため会費が入っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 協定を結ぶことで何かメリットがあったのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 昨年度は、夏祭りの関係をＪＡＦの冊子のほうに載せさせて

いただいております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件わかりました。 

  ごめんなさい、その上です。自転車を活用したまちづくり全国市町村会負

担金、これ新しく入られたのだと思うのですが、この会はどういった会でし

ょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、全国の自治体で自転車を活用してまちづく

りをしていこうというところが集まった協議会への負担金となります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 既にどのぐらいの市、町が加入されているような団体に

なるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 現在ちょっと増えておりますので、現時点での数字は確認し

ておりませんので、後日というか、調べて正確にまた…… 

            （「正確じゃなくてもいいんですけど」の声あり） 

〇産業振興課長 裾野市が入った時点では大体50ぐらいだったのですけれど

も、ただもっと増えていると思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、この会に入った目的は何ですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 やはりオリパラの自転車競技が裾野市で開催されるというこ

とでそのレガシーづくりの一環でもありますので、自転車準高地も使いなが

ら発信していくということをしていこうという形になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この会に加入することで裾野市のＰＲであったり、情報

をたくさん得られるとか、そういうメリットはかなりあるというふうに見て

よろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 
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〇委員（賀茂博美） その一番下です。スポーツツーリズム推進事業組織交付

金の件です。この事業の、これは監査でご指摘いただいたと思うのですが、

交付要綱は作成はされましたか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 現在作成中です。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 31年度当初が始まる前には完成できますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 できます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） このスポーツツーリズム事業もサイクリングの関係、そ

れから準高地トレーニングということでスポーツツーリズムと売り出してい

くという話でした。今回建設のほうで南外周道の舗装工事をします。そこに

矢羽根の設置なんかを産業振興のほうから協議をしてみるとか、そういった

ことはされていますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 しておりません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） サイクリストの誘致をしていくということは、サイクリ

ングロードの設定というのももちろん必要になると思うのですが、せっかく

舗装工事等合わせてやるときにそういったある程度コースに限ってはそうい

う協力をしていっていただくことが必要と思いますが、いかがですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 オリパラ関係の矢羽根の設置等の協議会につきましては、建

設管理課長のほうで出席してもらっておりますので、県と連携して進めてい

っていただけると考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 済みません。最後もう一点、129ページです。キャンプ場

の管理費の件なのですが、キャンプ場が…… 

            （「済みません。キャンプ場はうちではないです。

生涯学 

              習です」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 取り消しでいいですね。 

〇委員（賀茂博美） 先ほどのは取り消します。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 123ページの三世代同居支援補助金でございます。移住定
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住の促進という観点で新たなこの事業を創設して取り組むということでござ

いますけれども、従来の裾野市住宅建設等促進事業補助金ということで、本

来でいけばこれにプラスアルファで取り組むことによってさらに幅が広くな

る、それで移住定住がさらに促進できるというのが本来の姿ではないかと思

うのですけれども、廃止した原因というか、新設に至った原因についてお伺

いしたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 住宅建設等促進助成事業につきましては、リーマンショック

後に市内の産業活性化のために新しく始めた事業です。当初３年を予定して

おりましたが、昨年度まで引き続き実施しておりました。今回のこの３世代

同居につきましては、新たに子育ての支援をしていくというようなところの

打ち出しをするためにこちらに変えたということと、前回の住宅建設等促進

助成事業というのは、リーマンショック後に近隣市、町で始めたのですけれ

ども、今実際にやっているのは裾野市だけでもう既に、要は役目を終えたと

いいますか、そういうような考え方を持っておりまして、３世代というとこ

ろの新しい支援を始めることでまた新たな活性化をしていこうというふうに

考えております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） ３世代ということは、いずれにしても今現在裾野市に親

御さんが住んでおられてということで、何か井の中の蛙的な発想しか私には

浮かんでこないのですけれども、外から積極的に新たな、要するに税金を納

めてくれる方をどんどん裾野市に来てもらうという観点からは、やはりちょ

っと狭まっていってしまうのではないかということが考えられるのですけれ

ども、そこでお伺いしますけれども、今までの、今年度までの事業について

大体年に何件ぐらいの申請があったかということで、平成28年から30年まで

でちょっと補助件数を教えてもらいたいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時15分 休憩 

 

                       14時15分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  産業振興課長。 

〇産業振興課長 28年度と、30年度も終わっておりませんので、28、29だけで

ちょっと済みません。28年度が37件、済みません。28年度は全部で新築が23

件、リフォームが25件の合計48件、29年度が新築が19件、リフォームが25件

の44件です。 
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〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 今年度の件数はわからないのですけれども、かなりの件

数があるわけです。そういう中でやはりそれをなくしてしまうということは、

要するに入ってくる方が狭まってしまうわけですので、これがいいか悪いか

というと、私は残すべきだったのかなというふうに思います。そこで伺いま

す。将来的に復活させる、要するに従前の補助制度復活させる可能性につい

てお伺いします。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 将来的なことはどうなるかお話はできませんけれども、それ

に関しましてはその時勢でのさまざまな理由によって復活する可能性もない

わけではないと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） この新しい３世代同居について、長泉町さんと全く同じ、

上限も100万という形ですよね。上限100万で長泉と一緒というと、多分条件

的には裾野市のほうが非常に悪い、金額はそれよりもさらに、例えば10万で

も上乗せしないと多分飛びついてこないというのがあるのです。だから、や

っぱりその辺も踏まえて、これは要望ですけれども、今後検討されたらいか

がかと思います。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 125ページの観光費のところでお伺いします。県内、県

外の旅費とも減額となっておりますが、この観光費の旅費というのは、先ほ

ど課長ほかのところでの説明がありました、東京圏でのＰＲとか、そういう

ようなものは入っているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 入っております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうしますと、県外でいきますと22万6,000円は、今年

度は42万2,000円、約半額なのです。そうすると、ＰＲとか、そういうような

ものの回数をかなり減らすという、そういうことでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのようなことは考えておりません。 

  暫時休憩でよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時18分 休憩 
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                       14時20分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そこのところは了解です。 

  そうしますと、127ページの、先ほど委員からもありましたスポーツツーリ

ズム推進事業組織交付金でございますが、説明があったならば私が聞き逃し

ているのですが、どういうような組織というか、構成をお聞かせ願えますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 構成につきましては、スポーツ協会、観光協会、旅館組合、

商工会、あとバス事業者等が参加した協議会をつくっております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうすると、構成員というかそれはわかりました。そ

うすると、交付金435万で今言われた構成員のところに、構成員というか協議

会、そこへ出す、どのようなものを目的としてやりますか。具体的なものが

ありますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 来年度につきましては、準高地のトレーニング合宿の誘致

及び市民スポーツのツーリズムと絡めたイベント等を考えております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そのイベントの内容なんかは発表できますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 これから申請になりますので、まだ考えてはおりません。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 歳入の24ページのところの総務管理費のところで地方創

生推進交付金の95万がここでしたっけ。 

            （「950万」の声あり） 

〇委員（小林 俊） 950万ここでしたっけ。これ緑化とか何とか言いました、

プラットフォームか。と、その７目の商工費国庫補助金、地方創生推進交付

金150万、これ出元はどこなのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 国になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 国の何省。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 内閣府です。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 
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                       14時23分 休憩 

 

                       14時23分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 歳入28ページの７目商工費補助金の地方消費者行政活性

化交付金のところで女性の何たらかんたらと迷惑電話と言いましたっけ、ち

ょっとそこのところもう一回説明してください。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、消費生活センターの相談員さんの関係と、

あとは迷惑電話の着信拒否の装置の関係になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 内訳わかりますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうも先ほどお話ししたとおりに、これ昨年度の実

績を上げておりまして、今年度についてはわからないような状態です。昨年

度につきましても算出につきましては、県のほうで出してきますので、どの

ように充てられているのかというのはわからないような状況です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 迷惑電話着信拒否装置、それ機械ですよね。を貸してく

れるのでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは購入になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それの実績というのはわかるのですか。30年度とか29年

度とか。30年か。 

            （「ちょっと暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時25分 休憩 

 

                       14時25分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  産業振興課長。 

〇産業振興課長 平成30年度は14台になります。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時25分 休憩 
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                       14時25分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 確認で30ページ、市有建物等貸付料（中央公園）、これ

は観光協会のあの建物のことですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 36ページの商工費雑入の観光施設光熱水費、この12万は

やっぱり中央公園という話でしたが、それも同じところですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 これは茶屋のほうになります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 観光協会のほうは、光熱水費はどうなっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 観光協会が直接支払っております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 124ページ、商工振興費の18節備品購入の岩波駅の掲示板、

これどんなものになるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 よく見る普通の掲示板で、１間ぐらいの大きさのもので立て

るような形になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それにポスターや何か張ったり取りかえたりするのは誰

がやるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 それにつきましては、いわなみキッチンの職員と観光協会が

それぞれ来まして、張ります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 風雨はしのげるものなのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 場所は、今の岩波駅の入り口のところになるのですけれども、

そこが要は壁が全部つくられて新しく出入り口が隣に今つくっていると思う

のですが、そちら側から入っていったときに奥のところ、建物の中につくる

ような形になりますので、風雨はしのげます。 
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〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ということは、乗客が対象ということですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） あそこかなり迎えとかで、送迎とかで人もうろうろする

し、だけれども外にはないの。外に向けてはつくらない。外からは見えない。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 おっしゃるとおり、乗客と一般市民の方が使えるようなス

ペースになっております。 

〇委員（小林 俊） 見えるということ。 

〇産業振興課主幹 はい。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その下の移住就業支援交付金の東京圏の定義ってあるの

ですか。 

            （「ちょっと暫時休憩いいですか」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       14時29分 休憩 

 

                       14時29分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  産業振興課長。 

〇産業振興課長 23区在住者、または23区への通勤者になります。あと、東京

圏というものは、東京圏に住まわれている方なのですけれども、その東京圏

というのが東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ということは、23区は余り意味はなくて、その４都県に

住んでいればいいという、そういうことですね。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その縛りは、県のしずおか就職ｎｅｔに登録する云々、

そういったところから来ているのですか、それとも誰がこんな縛りつけたの。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時30分 休憩 
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                       14時30分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、国と県と市、町が連携して行う事業になっ

ております。実は今日その説明会がありまして、その詳細についてはきょう

以降でないとわからなくて、今担当者のほうが出かけていまして…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時31分 休憩 

 

                       14時32分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

産業振興課長。 

〇産業振興課長 詳細は不明です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これで就職をしなければ、しかもなおかつその決められ

た企業に就職しなければというのは、財源措置としてあるからそれを利用す

るのだけれども、これはいいですと、でもほかから来てくれた該当しない人

たちには何かサービスが、支援があるのかというのはどうなのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 産業振興課の業務の中ではありません。移住定住のほうでど

のようなサービスが今出ているのかはちょっとわかりませんけれども。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ユニバーサルデザインタクシーは、市内タクシー業者さ

んは合計で何台ぐらい欲しいような様子なのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 それぞれ２台から３台ということは伺っています。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 市内業者って三島のところにあるのも入るのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 市内に営業所を持っているところというふうな形になりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 福祉有料運送というのがありますね。あそこは、もとも

とこういうこと考えているから対象ではないと考えていいのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 今回につきましては、タクシー事業者というふうな限定をし
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ておりまして、福祉系の、今どのような補助金があるのかというのは、済み

ません。私が理解していないのですけれども、そちらのほうは考えておりま

せん。 

〇委員長（井出 悟） 休憩します。 

                       14時34分 休憩 

 

                       14時44分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 移住就業支援交付金ですけれども、このしずおか就職ｎ

ｅｔに登録している20件の市内の企業というのは、物づくりの会社ばかり、

物づくりというか、どんな会社なのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 物づくりばかりではなくて、非常に多分野にあります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 農業法人なんかはないですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 私の見た範囲ではなかったです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 企業誘致費の企業立地促進事業費補助金２億3,900万、こ

れ具体的にはどこでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長代理。 

〇産業振興課長代理 今里工業用地に立地いたしました株式会社オムニカでご

ざいます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） １社だけでしたね。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長代理。 

〇産業振興課長代理 補助金に関しましては２社、先ほどの企業ともう一社ご

ざいますが、今エントリーしている状況なので。 

〇委員（小林 俊） では、まだ。 

〇産業振興課長代理 はい。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ２社で内訳って半々ぐらいですか、それとも何か大分違

いますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長代理。 

〇産業振興課長代理 今里工業用地に誘致されている企業さんにつきまして
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は、２億40万円、もう一社エントリーしている企業さんのほうで3,880万円で

ございます。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時45分 休憩 

 

                       14時45分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 次の次のページの127ページのこの19節負補交の説明のあ

たりで、127ページの上のあたりでＦＦＰというのさっきちらっと出てきたの

だけれども、それってどんなものでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 ＦＦＰと申しまして、フットボール・フューチャー・プログ

ラムという日本サッカー協会が全国の小学生を対象にした研修会です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） フットボール・フューチャー・プログラム。 

〇産業振興課長 そうです。フットボール・フューチャー・プログラムです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それがこの負補交の項目のどこに対応するのでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 それが昨年度あったものがなくなったということです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） すその夏まつり補助金300万円減ですけれども、それの理

由づけはどんなのになっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 実行委員会で積み立てていたお金を一般会計に繰り入れるの

で、その分の補助金がなくなるという形になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 裾野市一般会計予算に繰り入れるということですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 実行委員会の一般会計予算に繰り入れるという…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時48分 休憩 

 

                       14時48分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 
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  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 夏まつりの費用の、観光協会で工面をするというか、運

営をする運営費は総額で幾らぐらいなのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 約3,600万円です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 観光協会はこの1,400万のほかにも何かどこかから補助金

とかあるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 有料席の販売、桟敷等の販売と、協賛社からの寄附金等があ

ります。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） 部長の総括説明の中で工業用地調査、今年度平成30

年度の工業用地調査に基づいてみたいな話があったのですけれども、その結

果みたいなものってもう出ているのでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 まだ結果は出てきておりません。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） そしたら、この30年度の調査から31年度に向けての

動き、少し説明いただければと思います。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 結果が出てきまして、それを庁内で検討し、その後どのよう

な形をとっていくのかというのをその時点で決定していくような形になりま

す。 

  ちょっと暫時休憩でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       14時50分 休憩 

 

                       14時52分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 済みません。ユニバーサルデザインタクシーの件、ちょ

っとまだ教えてください。124ページです。先ほど市民の方、それから高齢者

の方、車椅子の方の乗りやすさの向上が図られるというお話でしたが、今車

椅子の輸送業やっているところとの調整というのはされましたか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 
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〇産業振興課長 しておりません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） それは特には必要なく、市として車椅子ごと運べるタク

シーを市内業者に提供するのに補助をするという部分は、特に市の事業とし

て実際の今やっているところとの調整は必要ないという上での判断ですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 産業部としては、市内の、先ほどお話しした目的を主眼にし

ておりますので、福祉タクシーというような考え方は取っておりませんので、

打ち合わせ等もしておりません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、これ１台大体お幾らぐらいするものですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 大体400万ぐらいと伺っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回１台当たり60万の補助としたその根拠は何ですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 このユニバーサルデザインタクシーの前がコンフォートとい

うタクシーがメインで動いていたのですけれども、そことの差額が60万ある

ということで、その差額を出すというような根拠づけをしております。 

  済みません。訂正をお願いします。先ほどの国との補助金と、それから市

の補助金を足して同額になるぐらいの話ということで市から60万というふう

に聞いております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ということは、国からの60万ということでいいというこ

とですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 前のコンフォートと現在の形で百数十万円違うというふう

に聞いておりまして、その差額分が補助金で出るというふうに考えておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） では、車体が例えば400万としたら、実質業者はお幾らで

購入することになるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 280万円になるかと思います。済みません。大体です。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 済みません。もう一点だけお願いします。産業プラット
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フォームの件です。124ページです。産業連携プラットフォーム運営事業費交

付金として2,500万ですが、この財源の内訳をお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 950万円が国からの支援になり、そのほかは単費です。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今までこれ地方創生関係で５年間の国の交付金をいただ

いてということでしたが、今回は国の補助よりも一般財源が多くなってもこ

の事業をやっていく必要性があるということですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 助成金はここの年が最後になりますので、自立をしていくた

めにはここで、当初からの予定だったのですけれども、ここで金額を落とし

て自立をさせていくような支援をしていくというふうな考え方を持っており

ます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ではこの2,500万円の内訳をお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 1,000万がＳｕｓｏ―ｂｉｚになりまして、1,500万がプラ

ットフォームの運営費になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ちなみに、国の950万はどちらについていますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 特にそのような区分けはございません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 31年度で自立に向けてやっていけそうですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 当然市単分の補助のほうはさせていただきたいと思ってお

りますが、できる限り自立の方向でいきたいと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） この先になるかもしれませんけれども、31年度一般財源

としてかけていって、その先についてはまだ一般財源を投入していく予定に

はなっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課主幹。 

〇産業振興課主幹 Ｓｕｓｏ―ｂｉｚを継続してやっていくのであれば、市単

分は必要だと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 127ページで、オリンピック・パラリンピック推進事業で、
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報償金に関して講演会をやるようなこと考えていますが、何回ぐらい予定し

ているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 １回です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 機運醸成のためにというのは１回でいいのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 裾野市としては１回を考えております。 

  ちょっと暫時休憩でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時58分 休憩 

 

                       15時59分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 子どもたちの分は何かほかにもあるような話、うわさを

聞きましたけれども、大人の分は１回だけで、講演会を１回やるということ

でいいと思っているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 それ以外に展示会とか、ほかのイベントなんかも計画をして

おりますので、講演会というような、裾野市が主催とするものについては１

回というふうな形で考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 次のページの13節委託料に展示会委託とありますけれど

も、これはどんなものをどんな回数やるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 中身の詳細についてはまだ詰めておりませんが、夏過ぎぐら

いに１度オリパラの機運醸成となるような展示会のほうを行っていきたいと

考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） １回ですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 １回ですが、期間を設けて行います。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） そこの下にある自転車ロードレース普及イベントという

のは場所はどこでやるのでしょうか。 
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〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうもまだ未確定です。文化センターで行うのか、

またはほかのイベントと並行して行っていくのかというのを今検討しており

ます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） オリンピック・パラリンピック推進事業では講演会があ

って、子どもたちの学校教育に絡めたのはあるかもしれないのですけれども、

それとこの展示会があって、自転車ロードレース普及イベントがあって、そ

れだけ。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 ２市１町で負担金を80万払うような形になっておりますが、

こちらのほうは小学生を全日本自転車選手権への招待も含まれております。

本物に触れ合うというところを実施していきます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 今の競技会は、富士スピードウェイって言いましたっけ。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それは市外でやるものだから、生活の近くでもって何か

機運が高まってきたなというふうにならないような気がするのだけれども、

大丈夫かな。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 実際のオリパラのゴールが富士スピードウェイになりますの

で、そちらを体感してもらうという意味では大変貴重だと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時03分 休憩 

 

                       15時04分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  委員の質疑はよろしいですか。 

            （「はい」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。 

  内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） それでは、お願いいたします。 

  128ページの消費生活センター費なのですが、この賃金、今相談員さん３人

いると思いますけれども、これ３人分でしょうか。 
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〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 相談員は２人です。２人分になります。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） 相談員さん２人と、三、四年前から再任用の職

員が入っていると思いますが、そちらの賃金はどこにあるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そちらのほうは、職員のほうの賃金に含まれております。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） その再任用の人が入るときに現在の相談員さん

が高齢化しているから後進を育てると、そして事務職として入ったのですが、

相談員資格を取って専門家になってもらおうという話で入ったのですが、現

在その辺はどうなっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 その辺につきましては人事と相談をしております。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） その３人は全員有資格者ということでよろしい

ですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 相談員２名は有資格者ですが、再任用の職員につきましては、

資格を持っておりません。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） 相談の後進を育てるという目的で三、四年前始

まったと思います。そうすると、資格を取っていただくための資格受験費用

とかを持ってあげるとか、そういうことはお考えではないでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのような予算は、とりあえず31年度には押さえておりませ

ん。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） そうすると、相談員さんの後継者の育成という

のはどのように考えていらっしゃいますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 相談員さんの後継者というものは今後育てていかなければな

らない、もう近々に育てていかなければならないというふうには考えており

ます。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） ぜひそこは真剣に考えていただきたいです。 
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  それと、もう一つですけれども、今相談時間が、私の知っている限り、ち

ょっと勘違いだったら済みません。10時から12時と、お昼休み挟んで１時か

ら４時というふうに私は理解しているのですが、そのお昼休みというのは相

談に一番来やすい市民の人とか、来やすい、仕事がお昼休みだからとか、そ

ういう一番相談問受けやすい時間帯なのですけれども、ここを広げると、時

間帯を枠を広げるということはお考えないですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのようなことは今は考えておりません。 

〇委員長（井出 悟） 内藤委員。 

〇分科会外委員（内藤法子） 真剣に考えていただきたいと思います。被害と

かいろいろと広がっているので、ぜひ考えていただけるように要望して終わ

ります。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 済みません。伺います。126ページになります。

工事請負費のところで偕楽園トイレ改修工事とありますが、これはどのよう

な改修をするのでしょう。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、市長振興協会のユニバーサルデザイン化の

補助金をもらいまして、洋式化と手すり等を設置する工事をいたします。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 場所については移動はないということですね。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） 公園等、その下改修工事、それについては何を

するのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、緊急性、または壊れたりとか、そういうも

のを工事、改修するためのものです。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） これから先にそういうことが起きたらというこ

とでよろしいでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 
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〇分科会外委員（岩井良枝） その上になります。遊具の安全点検委託があり

ますが、これはどちらの遊具の安全点検でしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 産業振興課で管理している公園等の遊具全てになります。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外委員（岩井良枝） とりあえず場所を教えていただいていいですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 景ヶ島、それから中央公園と偕楽園になるのですが、中央公

園につきましては、本年度中に一部撤去する予定になっておりますので、少

し数が減る、または遊具等がなくなる可能性があります。 

〇委員長（井出 悟） 岩井委員。 

〇分科会外議員（岩井良枝） 済みません。今景ヶ島と言われたのですが、あ

の景ヶ島の駐車場のところにある遊具、それは撤去はしないでこれからも使

っていくということでいいのですね。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 増田委員。 

〇分科会外委員（増田祐二） 済みません、お願いします。 

  128ページの、先ほども関連の質疑がありましたが、シティードレッシング

のほうなのですけれども、こちらの規模等々決まっていることがありました

ら、教えていただいてよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時10分 休憩 

 

                       15時10分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  産業振興課長。 

〇産業振興課長 約100万をかけていくような形になるのですけれども、済みま

せん。違いました。70万ぐらいをかけていくような形になるのですが、テナ

ント、それからガラスなんかに張る吸盤ポールみたいのがあるのですけれど

も、そういうようなもので統一感を持って街なかをシティードレッシングし

ていくような形になります。 

〇委員長（井出 悟） 増田委員。 

〇分科会外委員（増田祐二） 基本的には公共施設に設置していくような形で

しょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 
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〇産業振興課長 こちらのほうは、現在駅前の商店街とか、駅前とかをちょっ

といろいろ、岩波駅も裾野駅もそういうようなところを考えております。 

〇委員長（井出 悟） 増田委員。 

〇分科会外委員（増田祐二） 70万で、あとはノベルティーということもあり

ましたけれども、ノベルティーのほうはどういったこと、残りの金額はもう

ノベルティーということでよろしいですか。 

            （「ちょっと暫時休憩」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時12分 休憩 

 

                       15時12分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  産業振興課長。 

〇産業振興課長 一般消耗品の中で大体14万ぐらいが一般事務費で、あとそれ

以外にシティードレッシングを今のお話の金額除いた分がノベルティー、啓

発分になります。 

〇委員長（井出 悟） 増田委員。 

〇分科会外委員（増田祐二） 済みません。細かいところで申しわけないです。

大体いつごろから配布をしていかれる予定ですか、こういったものは。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 できるだけ速やかに早くやりたいのですけれども、時期とい

うものは設定しておりません。 

〇委員長（井出 悟） 増田委員。 

〇分科会外委員（増田祐二） 別のところです。127ページ、先ほど課長のお話

の中で夏まつりのほうの補助金、こちらが今年度積み立てのほうを団体さん

のほうの一般会計に繰り入れがあったので、そこの部分は補助できないとい

うことで減額するというふうなことで、ご発言の中で今年度はというふうな

ことがあったのですけれども、来年度以降はまた増額、31年度当初予算より

も増額されるというふうな認識でよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 増田委員。 

〇分科会外委員（増田祐二） そうすると、夏まつりの補助事業も事業の見直

しの対象で2021年までに200万減額ということでしたが、こちらは減額された

状態で、あとの部分が戻るというふうな、そういった認識でよろしいでしょ

うか。 
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〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 そのとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇分科会外委員（土屋秀明） 質疑というよりもちょっと要望なのですけれど

も、先ほど小林委員と課長との質疑、オリンピック関係ですけれども、中で

課長は１年間等のスケジュールが頭の中に入っているからというふうに聞こ

えるのです。議会側としては、オリンピックのこういうバッジも配付するよ

うに言ってみんなつけるようにとしている中で、オリンピックに対してどう

いうような年間の取り組み、スケジュールをするかというのが非常に、今日

も含めてわからないものですから、４月から推進室でしたか、室もできる話

ですから、１年間を通して市民に対してとか子どもたちだとか、あるいは団

体に対してこういうような活動をして普及していくのだというようなことと

か、あるいは道路の舗装を建設管理課のほうでするとか、今日も道路際の伐

採だとか間伐の事業等の取り組みもありますから、そういうようなことをペ

ーパーにまとめて議会側にわかるように、要するに市民に対して説明、自分

たちが、議員ができるような資料を欲しいのですけれども、それが予算の審

議ですから、それに限らないのですけれども、少なくとも新年度になって推

進室ができたら早急にそういうことをして、議会側に情報を提供してほしい

のが議長としての要望です。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） ということで。 

  暫時休憩します。 

                       15時16分 休憩 

 

                       15時17分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） 127ページ、自転車を活用したまちづくり連携全

国ということで、先ほどレガシーづくりにもなっていくということをおっし

ゃったのですけれども、ほかのまちとか見ると駅に貸し自転車等置いたりし

てまちを走れるような、そんなところもあるのですけれども、そんなことも

これから検討していくということで入るのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 ここの会は、そういうような会ではないのですけれども、た

だ民間事業者さんがそのような形で検討があるようであれば、当然協力はし

ていきたいなというふうには考えております。 
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〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） 先ほど入ったときに50ぐらいの市、町がいて、

増えているということなのですけれども、そういった50の町というのは、ロ

ードレースとは関係なくて入っているかと思うのですけれども、その辺市、

町の情勢というのは、というか、そういうところが自転車のまちづくりでも

って活用しているのではないかなと思ったのですけれども、そういうことで

ちょっと質問させてもらったのですけれども、その辺どうなのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 議員のおっしゃるとおりに今自転車の普及が大変進んでおり

まして、ここ５年で自転車の愛好家は６倍に増えている。あと、アニメの影

響が非常に大きいということで、今全国で自転車に興味を持っている方がど

んどん増えてきている状態です。その点で、各市、町がこのような協議会を

つくって、地域活性化につなげていきたいというようなところにつながって

おります。議員のおっしゃるとおりです。 

〇委員長（井出 悟） 杉山委員。 

〇分科会外委員（杉山茂規） 済みません。お願いします。 

  127ページ、すその夏まつりの補助金の関係なのですが、ちょっとごめんな

さい。先ほど聞き漏らしたら済みません。積み立てをされていたということ

で、その積み立てを一般会計のほうに戻しましたよというお話のご説明があ

ったと思います。その積み立てというのは何に対する積み立てだったのかお

願いいたします。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 雨天等で中止した場合の補償金の積み立てというようなもの

になります。 

〇委員長（井出 悟） 杉山委員。 

〇分科会外委員（杉山茂規） ということで、一般会計でそれを入れることに

よって、一般会計自身の予算は増えるわけなのですが…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時20分 休憩 

 

                       15時20分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

〇分科会外委員（杉山茂規） 積み立てを夏まつりのほうの一般会計に繰り入

れるということで、資金の全体枠自身は増えるかと思うのですが、多分雨天

に対してのものということは本来入ってはいても使わない性質のものだと思

うのですけれども、今回こういうふうに繰り入れをする、市の予算が減額さ
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れるということで、影響、問題はないでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 雨天等の対応につきましては、保険に全額入るということで、

影響はないと考えております。 

〇委員長（井出 悟） 浅田委員。 

〇分科会外委員（浅田基行） 済みません。確認です。127ページのところで、

ウイメンズセブンシリーズ大会の負担金、これ昨年よりかなり予算が上がっ

ているのですけれども、内容を教えていただけますか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、女子７人制ラグビー大会を裾野市の運動公

園で実施しておりまして、裾野市と御殿場市及び各関係団体とで実行委員会

をつくっております。そちらのほうへの負担金となりますが、昨年まで市町

振興協会からフレンドシップ事業の補助金をいただいておりましたが、31年

度からもらえないというような状態になりましたので、こちらのほう負担を

ふやしております。 

〇委員長（井出 悟） 浅田委員。 

〇分科会外委員（浅田基行） 済みません。そのフレンド、対象からもらえな

かったという理由はあるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほう年数が決まっておりまして、今年までというよ

うな形になっておりましたので、３年いただきました。４年目以降はいただ

けないということで、その分単費をふやしております。 

〇委員長（井出 悟） 浅田委員。 

〇分科会外委員（浅田基行） その対象になった金額というのが昨年の金額の

差額分全てでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 ３分の２助成というような形になりますので、昨年が80万で

したので、３分の１、済みません…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時23分 休憩 

 

                       15時23分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  産業振興課長。 

〇産業振興課長 昨年度まで80万円で、補助金を160万円もらっていました。240

万円の予算で行っておりましたが、今年度につきましては、大会等の見直し
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をし210万円にしております。 

〇委員長（井出 悟） 浅田委員。 

〇分科会外委員（浅田基行） わかりました。冒頭で部長の説明でラグビーは

合宿の誘致も力を入れるというお話ありましたが、来年度、31年度というの

はその辺の予算という計上されているのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、準高地トレーニングというようなくくりの

中で行っております。特にラグビーに限定してというような予算立てはして

おりません。 

〇委員長（井出 悟） 浅田委員。 

〇分科会外委員（浅田基行） ラグビーという限定ではないと何か効果ってあ

るのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 ちょっと暫時休憩でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時26分 休憩 

 

                       15時26分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  産業振興課長。 

〇産業振興課長 このウイメンズセブンズシリーズは、女子７人制ラグビーで

東京オリンピックの正式競技になります。こちらにつきましては、日本代表

チームの誘致というものを今日本協会のほうに働きかけをしております。 

〇委員長（井出 悟） 浅田委員。 

〇分科会外委員（浅田基行） あと、最後要望です。議長がおっしゃられまし

たとおり、これからオリンピックというので情報公開的なので情報いただけ

ればと思います。ありがとうございました。 

〇委員長（井出 悟） 勝又利裕委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） 済みません。１点だけ。123ページの３世代の関

係ですけれども、補助要件の中に商工会員との契約ということで、これ限定

をしているのですけれども、ここに至った経緯を教えてください。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 こちらのほうは、市内業者の育成というものを考えておりま

して、商工会に会員登録している事業者に限定をさせてもらうというふうな

形になっております。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 
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〇分科会外委員（勝又利裕） 移住定住も含まれているというような話をちょ

っと最初にしたもので、その移住してくる人にとって、商工会員に限定して

しまうとなかなか難しいのかなというのがあって、そこら辺の議論をどうい

うふうにしたのかなというところを聞きたい。お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 移住してきて裾野市に新しくうちを建てる、または親世代と

一緒に住んで増改築をするというのがこの３世代同居の補助要件になってく

るのですけれども、裾野市に家を建てるということで裾野市内の事業者を使

ってもらいたいと、そのときには移住者についてはシビックプライド室とま

た連携をさせていただいて、３世代同居のこういうような支援が移住者には

あるということをお伝えしていきたいなというふうに考えております。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） 増改築はそれはわかるのですけれども、新築を

する場合ハウスメーカーって結構あるわけですから、そういう議論は庁内で

しなかったのかなというところを聞きたい。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 ハウスメーカーさんにつきましては、トヨタホームさんにつ

いては商工会の会員さんになりますけれども、その辺についてはまちづくり

課ともいろいろ議論をした中で限定をさせていただいております。 

〇委員長（井出 悟） 勝又豊委員。 

〇分科会外委員（勝又 豊） ３世代同居の補助事業で、ちょっと確認したい

のですけれども、中古物件を購入して３世代でほかのまちから入ってくると

いう場合は対象になるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 産業振興課長。 

〇産業振興課長 商工会の会員さんの不動産事業者と契約をした場合には対象

となります。 

〇分科会外委員（勝又 豊） 済みません。暫時休憩。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩ですか。 

〇分科会外委員（勝又 豊） 暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       15時30分 休憩 

 

                       15時30分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  その他質疑はよろしいですか。 

            （「なし」の声あり） 



146 

 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより、第１号議案のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に

関する意見はありませんか。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ユニバーサルデザインタクシーの件について、今市民に

対していろんな行財政構造改革でサービスが削減されている中で、事業所に

対して補助を行うということが適正かどうかということで少しまだ自分の中

で100％賛成はできない気持ちでいますので、ちょっと検討する時間を持ちた

いと思っています。 

〇委員長（井出 悟） そのほかございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の意見はありますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する意見を

終わります。 

  以上で産業振興課の質疑を終わります。 

  以上で産業部関係の議案の質疑を終わります。 

  以上で本日の日程は全て終了いたしました。これをもって散会いたします。 

                       15時32分 散会 
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裾野市議会予算決算委員会 産業建設分科会 平成31年３月１日（金） 

 

                       ９時00分 開議 

 

〇委員長（井出 悟） おはようございます。ただいまから本日の会議を開き

ます。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  審査の方法は先日と同様に当局の説明を求めてから質疑に入ります。 

  発言の際には、録音の関係上、必ずマイクをご使用願います。 

 

環境市民部 

〇委員長（井出 悟） ただいまから環境市民部上下水道経営課及び上下水道

工務課の審査に入ります。 

  環境市民部長の総括説明を求めます。 

  総括説明は終わりました。 

 

上下水道経営課、上下水道工務課（第１号） 

〇委員長（井出 悟） 第１号議案のうちの関係部分、第６号議案、第８号議

案及び第９号議案の審査になります。 

  初めに、第１号議案のうちの関係部分の審査を行います。 

  説明は終わりました。質疑に入ります。質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 質疑を割ります。 

  以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する質疑を終わります。 

  これより第１号議案のうちの関係部分について意見を伺います。賛否に関

する意見はありますか。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 一般会計全体をどういうふうにするかは別として、この

下水道費の繰り出しに関しては意見があります。 

〇委員長（井出 悟） そのほかご意見はありますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 意見を終わります。 

  分科会外委員の意見はございませんか。 
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            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 意見を終わります。 

  以上で、第１号議案のうちの関係部分に関する意見を終わります。 

 

上下水道経営課、上下水道工務課（第６号） 

〇委員長（井出 悟） 次に、第６号議案の審査になります。 

  説明は終わりました。質疑に入ります。質疑はありますか。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 15節の工事請負費です。これについては、延長はどのぐ

らいになるでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 約330メーター程度になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 300ページの水道使用料、これ何口ぐらいなのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 1,005水栓。 

〇委員（小林 俊） 1,005。 

〇水道事業管理監 1,005水栓といいます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ３款の分担金、加入分担金は、これはどういうふうに見

積もっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、通常の水道の加入分担金と同じ性質のものでござ

います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時15分 休憩 

 

                       ９時16分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 済みません、ただいま資料が見当たらないので、後ほど回

答させていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時17分 休憩 

 

                       ９時17分 再開 
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〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） さっきの１款の水道使用料1,005水栓は、これはふえてい

るのですか、減っているのですか、余り変わらないのですか。 

〇水道事業管理監 人口は、微増ながら28年から29年度、統計上では10名ふえ

ております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その結果、この10名ふえて、栓数もふえているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 栓数もふえております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 何栓ふえているのですか。 

〇水道事業管理監 水栓数は1,005です。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時18分 休憩 

 

                       ９時18分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 栓数は、28年度が1,002件、29年度が1,005件となっており

ます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 先ほど302ページの工事請負費約330メーターという話で

したけれども、全長はどれぐらいになるのでしたか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 全体で今後直していくものは約６キロぐらいになりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ６キロというのは、漏水があるところが６キロというこ

とですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 管を直していく必要のある水道管が６キロメートルとい

うことで、漏水がしているということではございません。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時19分 休憩 
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                       ９時19分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） ６キロ、300メーターだと20年という計算になるのですけ

れども、もっと早くやってしまわないと有収率が上がらないのではないかな

と思うけれども、どうですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 そのとおりです。ただ、予算の関係というか、できる範

囲の中で行わせてもらっているというところでございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 有収率は、裾野市のこの会計にとっては余り痛手がない

からいいということになるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 そのようなことは考えてはございません。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 19節負担金のところのさっきの人件費のところ、もうち

ょっと詳しく説明してください。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 説明させていただきます。19節の負担金は、水道事業会計

へ支出する人件費負担金の300万円、簡易水道協会負担金の１万2,000円を計

上しておりますという説明をいたしました。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 人件費のほうは、どういうふうな割合だとか、どこに働

いている人だとか、そういう意味です、聞いているのは。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、職員１名分の２分の１という計算で人事と協議し

て出しております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その負担する根拠はどういうことですかということです。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、上水道事業と十里木簡水の両方を兼務するという

ことで２分の１負担ということになっております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） それでは、今の小林委員の関連でお聞かせください。 

  管路更新事業が1,200万円とか、先ほどの有収率のところですけれども、平
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成29年度が19.23％、そしてこれだけ繰り出しをして有収率は大体どのくらい

アップすると見込んでおりますか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 おっしゃるとおり、平成28年度が19.23％、29年度が23.32％

になっております。それで、今年度漏水調査を全域で行いまして、32カ所の

漏水箇所が……。失礼しました、31カ所の漏水箇所が判明しております。そ

の判明しているところが事業の当初に行いましたポリエチレン管の接合部分

が多く含まれておりますので、今それを順次直しております。その順次直し

た中で、一時期大分有収率が上がったということがございますもので、具体

的にどれぐらいになるかということはわかりませんけれども、かなり効果が

あるものと期待しております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。先ほどの関連でお聞きしますけれども、

漏水の調査を昨年やられて、先ほど31カ所の漏水箇所があったということな

のですが、これはもう全て漏水対策は終了したということでいいのですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 今年度漏水調査は行わせていただきまして、やっている

箇所は三、四カ所ですけれども、漏水の多いところを重点的にやらせてもら

っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今回の工事費の中にその工事、漏水対策というか、漏水

用の工事も入っていますか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 入っております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） そして、今回十里木簡水の中で、地方債を組んでいらっ

しゃいます。ここ数年地方債組んでなかったと思うのですけれども、これは

先ほどご説明あった公営企業会計に向けての委託のための起債ということで

よろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ほぼ100％起債なのですけれども、これは起債に充当でき

る率というのは、特にないのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 100％でございます。 
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〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） わかりました。では、この13節委託料の今言いましたけ

れども、企業会計に向けての委託の内容を教えていただけますか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 まず、資産台帳の整備がまず第一にございます。その後、

どのように移行していくか、改めまして今の予算を組みかえなければ、企業

会計に組みかえるという、そういう作業を行います。一番のネックは、先ほ

ども申したとおり資産台帳の整備がなかなかはかどっておらないということ

で、そちらのほうが重点項目となります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今年度の適用化委託を実施して資産の台帳の整備が終了

できれば、翌年からは企業会計には移行できるということでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） この13節委託料の地方公営企業会計適用化委託の委託先

はどんなところになるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 委託先は、そういうコンサルタント系の会社になるものと

考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） いつごろ出しますか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 年度当初に発注する予定でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 入札ですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 入札を考えております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ごめんなさい。今資産の台帳の整備を行う委託というこ

とだったのですけれども、これエフ・ジェイとの管理契約の中である程度の

資産台帳というのはお持ちではないのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 この資産台帳が数量が合わないとか、実際にもうございま

して、名義がどこになっているかわからないものも多々あります。それで、

長い間にですね…… 
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〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時27分 休憩 

 

                       ９時28分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 資産台帳は不明の点がございますので、かなり時間を要す

るものと考えております。 

〇委員（賀茂博美） 休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時28分 休憩 

 

                       ９時30分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  そのほか質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 委員の質疑を終了いたします。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会委員の質疑を終わります。 

  答弁漏れがありますか。 

  休憩します。 

                       ９時30分 休憩 

 

                       ９時30分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 先ほどの小林委員の質問でありました分担金の単価

でございますけれども、見込みとしてですが、１件５万円で６件分を見込ん

でいます。プラス消費税込みということです。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） ６件分見込んでいるということは、６栓ぐらいふえるの

ではないかと見込んでいるという、そういう解釈ですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 年間の平均を見ながら、大体これぐらいだろうとの
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推測でやっています。 

〇委員長（井出 悟） 以上で第６号議案に関する質疑を終わります。 

  これより第６号議案についての意見を伺います。賛否に関する意見はあり

ますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の意見はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で第６号議案に関する意見を終わります。 

 

上下水道経営課、上下水道工務課（第８号） 

〇委員長（井出 悟） 次に、第８号議案の審査になります。 

  説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） それでは済みません、339ページの営業費用の中の22節

動力費589万円、電気料金になっておりますが、これに対して今後これを減ら

していこうという、そういうようなお考えはありますでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 まず、動力費を減らすのに一番効果的なのは有収率を上げ

ることだと思っていますので、漏水をなるべく抑止するように頑張っていき

たいと、そのように考えております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 私は、新しい資料が余りなくて、平成何年だっけか、

20年の裾野市の地域水道ビジョン、これによりますとこういうようなところ

でソーラーとか小水力、そういうようなものを考えていかなければならない

というようなことが記載されているのですが、そういうようなものは考えて

いないですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 小水力発電については検討いたしましたが、設備投資に利

益がとても及ばないということで、余りにも水道施設の規模が分散して小さ

過ぎるというようなことで、現在は検討はやめております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） では、太陽光は。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 太陽光につきましては、場内にいろんな管路が埋設されて

おりますので、その上に置くのはちょっとまずいのではないかというような
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結論に至っております。 

〇委員（二ノ宮善明） では、検討してくれたわけですね。 

〇水道事業管理監 はい。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） お願いします。初めに、水道料金の件です。337ページに

なりますけれども、31年度は消費税の増税が予定をされていますが、今回の

予算に消費税は反映されていますか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 31年度の10月から予定されているということで承知

しておりますので、こちらの消費税のほうも反映させたものとなっておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 具体的に水道料金に消費税が今までの８％から10月以降

は10％の料金で計算をされた予算額ということでよろしいのですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 そのようにございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 一番最初に部長がご説明いただきましたけれども、水道

事業審議会のほうが予定されているということで、水道料金の見直しも考え

られているということですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 今の料金が適正で、この後何続くかというような検証を行

います。ですから、水道料金は上げることが前提ではなくて、今のままでど

のようにしたら維持していけるかというような検討をいたします。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） わかりました。339ページのところに委託料で配水タンク

の清掃がありますけれども、こちらはどこになりますか。 

〇上下水道工務課長 暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時53分 休憩 

 

                       ９時54分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 下和田の第２配水所と須山の配水場になります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 
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〇委員（賀茂博美） このタンクの清掃は、記録に残されていますか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       ９時54分 休憩 

 

                       ９時54分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 ここ二、三年からので残してはあります。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 今ある配水池、タンク等の耐震性というのは、確認はさ

れていらっしゃるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 以前に簡易耐震検査を受けておりますが、平成32年度に東

海地震を想定した震度で耐震検査をまたやる予定でございます。 

〇委員（賀茂博美） これから。 

〇水道事業管理監 はい、これからです。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） こういった水道施設の耐震性とかに対してこれから調査

するということなのですけれども、更新とか、設備の統合とか、そういった

ものの計画というのは今のところ、特にないですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 配水系統の系統につきましては、北部配水場をつくって、

小鍋沢配水場と御宿配水場、大畑配水場の３つがなくなっております。１つ

つくって、２つなくなった勘定になっています。そういうふうにして動力費

を減らしております。 

  そして、もう一つの施設の耐震化につきましては、平成32年度から、現在

もう下和田の第１をやっておりまして、次回千福が丘配水場に入っていく予

定でございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） その件はわかりました。 

  そして、管路のこれからの維持補修の件です。先ほど何件か布設替えを含

め工事をされるということでしたけれども……。 

  一回休憩してもらっていいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 
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                       ９時57分 休憩 

 

                       ９時57分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 管路の老朽化が進む中で、計画的に更新をしていく必要

性があると思いますが、来年度の予算は、この先の計画を見今しての予算立

てになっていますか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 はい、そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 具体的な計画というのはできているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、平成27年度に作成いたしました水道ビジョンによ

るものでございます。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 済みません、では私もそこのところを関連で。老朽施

設ではなくて、今度は管路の更新については、やはり単なる取りかえではな

くて、先ほど賀茂委員が言ったような災害に強い管路の整備、やはりそうい

うようなものの付加価値の高い更新事業とすることとなっているということ

でよろしいですか。確認です。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これについては、耐震適合の管を使用して布設替えをして

おります。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） それと職員の方の確保とか技術の継承、そういうもの

は課題だと思うのですけれども、水道技術管理者というのは今何人いらっし

ゃるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 水道事業管理者で登録している者は、今年度は２名です。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 退職なさる方は。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 その中には含まれておりません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうしますと、今度は新年度の予算の中でそういう水
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道技術管理者の計画的な育成として何人資格を取っていただくとか、そうい

うようなものは入っているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 今の考えでは、土木系の大学を卒業された方が３年勉強し

て４年目に受講できるということになっていますので、ですからうちのほう

に若手職員が仮に異動した場合には４年目に資格を取ってもらうというよう

なことで考えております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうすると、３年、４年目で資格を取るというのは、

その間には異動をしていただきたくないわけですよね。そういうような人事

のほうとのお願いというか、そういうような話はできているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 明確にはまだしておりませんけれども、一応……。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時00分 休憩 

 

                       10時01分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 済みません、料金徴収の委託の件です。ページで言うと

342ページなのですけれども、この委託料と料金の徴収率というのは関係があ

りませんか。 

〇水道事業管理監 済みません、ちょっと暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時01分 休憩 

 

                       10時04分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 関係ありません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 確実に徴収率を確保するためにこの委託会社とのやりと

り、取り決めも全くないということでいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時04分 休憩 
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                       10時05分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 プロポーザルの中では、98％以上をキープするとい

うような形で目標設定はされております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） それは、提案時にしていただいていたということで、特

に契約上でも徴収率については縛りはかけていないということでいいです

か。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 休憩でお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       10時05分 休憩 

 

                       10時06分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 335ページに30年度の損益計算書というのがあるけれども、

これは見込みだと思うのですけれども、これに減価償却とか、そのあたりが

のってきていないのは何か理由はあるのですか、損益計算書。減価償却、営

業費用のほうで、損益だよね。損益……減価償却……。左側の営業費用のと

ころ……今質問中…… 

〇委員長（井出 悟） まだ質問中です。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 ２の営業費用の（５）、（６）に減価償却費と減耗費のほ

うは記載されていると。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 平成３１年度の予定損益計算書というのは何でないの、

予算を立てる段階で。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、31年度についての損益計算書はここに記載する必

要がないということで、記載しておりません、そういう決まりがございまし

て。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 
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〇委員（小林 俊） 決まりの根拠を教えてください。何で決まっているのか、

何でというのは、何によって決められているかということ。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時08分 休憩 

 

                       10時08分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  主席主査。 

○上下水道経営課主席主査 公営企業法関連の決まりで記載されておりますの

で、そのようにしております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その前の334でいいですけれども、バランスシートの長期

前受金、これちょっと説明してください。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇委員（小林 俊） 何でもいいよ。 

○上下水道経営課主席主査 暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時09分 休憩 

 

                       10時11分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  主席主査。 

○上下水道経営課主席主査 長期前受金は、登録資産のうち自己財源以外のも

のを充てた場合に、その長期前受金として計上します。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 棚卸し資産の減耗というのがあったのですけれども、あ

れはどういう計算ですか。どこでもいいけれども。例えば322ページ、支出の

ところの資産減耗費のうちの棚卸し資産減耗費とあるのだけれども。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時11分 休憩 

 

                       10時12分 再開 

〇委員長（井出 悟） では、再開いたします。 

  上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 棚卸し資産減耗費というのは、この棚卸しで持って

いる資産、例えばメーターとか、そういったものの保管している間に破損す
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る場合があったり、使えなくなったりする場合、これ処分しなければならな

い場合、そういったものに充てる費用でございます。 

〇委員（小林 俊） 今休憩中。 

〇委員長（井出 悟） 今再開しています。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 厳密にいえば、例えば１年間でも減価償却あるので、減

価償却も入っていたりするのですか、それは上のほうの減価償却でカウント

しているのですか、どっち。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 棚卸し資産につきましては…… 

〇委員（小林 俊） 減価償却なし。 

〇上下水道経営課長代理 減価償却は入っておりません。 

〇委員（小林 俊） 何で壊れるのだ、置いておいて。まあ、いいや。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 342ページに戻りますけれども、水道料金等の徴収業務委

託に関連して、先ほど98.7％の現在収納率ということで、かなりいい数字だ

と思います。収納率の向上対策として、例えばどんなことを、できる範囲が

あると思うのですけれども、よく聞くのが給水停止とかという形もあると思

うのですけれども、その辺はやっていますでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 現在年６回の給水停止をやっております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 何件ぐらい、件数を。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 先日の報告では、給水停止をした件数的には、予定

は51件、停止をするよという通知等をした場合、すぐ納めに来たのが10件あ

りましたので、実際には40件ぐらいの停止件数となっております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それは、例えば滞納が何カ月とか、どのタイミングで行

っているか教えてください。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 ２期以上滞納した場合と思っております。 

〇委員（土屋主久） では、質問というか、項目変わります。342ページの加入

分担金2,984万1,000円、新規加入分担金と348ページの工事請負費の3,294万

3,000円、配水本管布設の関連をちょっと教えていただければありがたいので

すが。関連ないの。 
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〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時16分 休憩 

 

                       10時16分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 今の質問は取り消させていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時16分 休憩 

 

                       10時16分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 348ページの工事請負費の3,294万3,000円、配水本管布設

は新規に団地ができるとか、そういう箇所でしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 ここの工事に関しましては、平松深良線のところの都市

計画道路を予定しております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 先ほど２カ所ということでしたっけ。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 平松深良線の上のほうになってきます２―18号線、そこ

の新規の道路のところに対してこの拡張工事の場所になっております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それで、先ほどの346ページなのですけれども、加入分担

金の2,984万1,000円は、これは歳入として組んでいるのですけれども、これ

はどこのものでしょう。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、給水工事の個人の給水申請時にいただく加入分担

金でございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それって、さっき30万円と言っていましたか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 先ほどは十里木でございまして、こちらは上水道の給水申
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請時に発生します加入分担金というものでございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） これ加入は幾らになるのでしょうか、１件。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時18分 休憩 

 

                       10時21分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 口径によって単価は変わるのですけれども、例えば

13ミリでは１件５万円、20ミリでは10万円という形で計算しております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） この中で、全くの新規に住宅を建設しましたという件数

はどのぐらい、何件ぐらい想定しているのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 およそ200件ぐらいを想定しております。 

〇委員長（井出 悟） では、小林委員。 

〇委員（小林 俊） 今のところですけれども、例えば337ページに新設190栓

と書いてありますが、この190というのは約200といったのと対応しているの

ですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 およそ200件というのは、その計算も含まれておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 今の加入分担金の口径と金額のお話ですけれども、一覧

表みたいなのは当然説明にあるのですよね。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 あります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それ出してもらえますか、参考用に。 

〇委員長（井出 悟） ストップです。暫時休憩します。 

                       10時22分 休憩 

 

                       10時22分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  上下水道経営課長代理。 
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〇上下水道経営課長代理 条例でうたわれていますので、それで出ています。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） 先ほどの給水停止の話なのですけれども、給水停止

をした後は例えば生活困窮の可能性もあるので、社会福祉課の窓口につなげ

て、支援や相談につなげているということでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 現時点では、そのような報告はございませんけれど

も、もしそういった事業者のほうから話があれば対応させていただくつもり

でおります。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） 生活困窮者自立支援の窓口ができたときから庁内の

横連携という話はずっと出ていると思います。そこまでしっかり水道部とい

うか、そこのテリトリーだという意識で取り組んでいただきたいと思います

けれども、いかがですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 今後はそのようにしていきたいなと、そのように考えてお

ります。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） その点は確実にお願いします。 

  もう一点、部長の総括説明の中で経営戦略を策定していくみたいな話があ

ったかに思うのですけれども、それはここでよかったですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 上下水同時に行いますので、ここでもやります。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） その策定委託の予算はどこに出ていますか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 委託につきましては、ある程度水道ビジョンの資料が流用

できるというようなことがございますので、そちらを流用して若干加工を加

えまして、それでやっていきたいなと、そのように思っていますので、あえ

て委託料には、策定の委託料には入っておりません。 

  以上です。 

〇副委員長（小田圭介） 暫時休憩お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時25分 休憩 

 

                       10時25分 再開 
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〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 346ページの旧御宿取水場用地売却、これ質疑ありました

っけ、誰からか。それ何平米ぐらいですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 70平米です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 70平米で15万7,000円というのは安くないですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 暫時休憩。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時26分 休憩 

 

                       10時27分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 約80万円で売却予定でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これの売却は競売ですか、どういうふうに 

〇上下水道経営課長代理 暫時休憩をよろしくお願いします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時27分 休憩 

 

                       10時28分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 競売の予定はございません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 先ほど伺った消費税の部分なのですけれども、金額とし

て10月まで31年度で２％上がる分というのはどこに入ってきますか。 

  暫時休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時29分 休憩 

 

                       10時33分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 
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  上下水道経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 この給水収益の中に含まれております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 建設工事費２億何千万円もある、建設改良費とか２億8,000

万円もあるのだけれども、消費税８％、値上がり前に工事をなるべくやるよ

うな計画になっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 できるだけ早くできるものは発注したいと思っておりま

す。 

〇委員長（井出 悟） そのほか質疑ありますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 委員の質疑を終了いたします。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。 

  勝又利裕委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） お願いします。１点だけ。337ページ、雑収益の

裾野市の水の販売ですけれども、ここは31万円で、342ページが委託が99万円

となっているのですけれども、裾野市の水をこれからどういうふうにしてい

くのかなという考えをお聞かせください。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 裾野市の水につきましては、今後シビックプライドにつな

がるように市民の方々にも十分知らしめていこうかなと思っております。比

較的企業の方も最近では買ってくれるようなことになっております。最近で

はがんセンターのほうで大量に使っていただくことができたというようなこ

とで、少しずつですが、市民の方、または市内外の方に知っていただくこと

ができましたので、今後もそういうところに積極的に活用していき、いずれ

はシビックプライドにつながるような形をとっていきたいなと、そのように

考えております。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） 防災の関係の非常時の水も含まれていると思う

のですけれども、要はもう少し増産をしてもっと広く販売したらどうかなと

いう考えはあるのかなというところですけれども。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 はい、そのように検討してまいります。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 
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〇分科会外委員（勝又利裕） では、31年度で検討していってくれるというこ

とでよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 そのようにしてまいります。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） ありがとうございます。よろしくお願いします。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 330ページ、特殊勤務手当の表がありますけれど

も、この滞納処分手当と滞納整理手当、内容はどのようなものなのでしょう

か。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時37分 休憩 

 

                       10時37分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 滞納処分手当、滞納整理手当は、制度上はございますが、

今、これは先ほど言い業者のほうに委託しておりますので、使っていない状

況にあります。 

〇委員長（井出 悟） 岡本委員。 

〇分科会外委員（岡本和枝） 昨年度までは給料の総額に対する比率というの

が0.8％で、その前は0.7％はという数字があって、今年度の予算の中では、

つくっている予算の中では０％になっているのですが、では、これはどうい

うことなのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時38分 休憩 

 

                       10時38分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、制度上はありますけれども、使っていないので、

ずっとゼロが続いているというような、そのような状況でございます。 

〇委員長（井出 悟） 岡本議員。 

〇分科会外議員（岡本和枝） 昨年度は、たしか0.8％で、その下の支給対象職

員の比率というのが100％ではなかったかと思うのですけれども。 
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〇水道事業管理監 ちょっと済みません、暫時休憩。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       10時39分 休憩 

 

                       10時39分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 昨年は、これにつきましては上水道にかかわる職員が、今、

一元化ということで下水のほうの仕事もやっております。その関係上、下水

道の検査、これ下水道の公共下水に入れるところの個人の汚水管の検査をや

っているのですが、その不快手当ということで、去年はそれでお支払いした

ことがございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（井出 悟） 岡本議員。 

〇分科会外議員（岡本和枝） それでは、先ほど給水停止初め事業者の方がと

いうお話がありましたけれども、水道料金を払えるのか払えないのかという

ような判断を事業者の判断に任せてしまっていいのかなという疑問があるの

ですけれども、その辺についてはどのようにお考えなのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これにつきましては、一度やる前とやった後、必ず会議を

もちまして、その人の財政状況とかについて検討はしております。 

〇委員長（井出 悟） 岡本議員。 

〇分科会外議員（岡本和枝） その会議を持つというのは、事業者の方と職員

の方と会議をもって、そこから例えば停止に行くとか、その後も今度は職員

の方がそこにかかわるというような、そういうシステムになっているという

ことですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、直接給水停止をしますと必ずその方はお支払いに

来るか、または相談に来ます。そのときに相談に乗りまして、一括で払えな

い場合は分納とか、そういう形をとっております。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 岡本議員。 

〇分科会外議員（岡本和枝） それでは、先ほど小田委員のほうからも話があ

ったのですけれども、その事業の中を一部外へ委託するということというの

はとても大きな問題だと思うのですけれども、それらをひっくるめて社会保

障的な観点で、社会福祉的な観点でほかの部署との関連でぜひ取り組んでい
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ただきたいなと思うのですけれども、その辺はどうなのでしょう。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 先ほどの質問にもございましたとおり、そういうケースが

ございましたら、横のつながりを十分とっていきたいと、そのように思って

おります。 

〇委員長（井出 悟） 岡本議員。 

〇分科会外議員（岡本和枝） ケースがあったらではなくて、債権回収すると

ころの基本的な方針としてしっかり持っていただきたいと思うのですけれど

も、31年度では債権回収に対する基本的な方針と社会福祉との結びつきみた

いな部分での検討はお考えでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 先ほどもお答えしたとおり、横のつながりをもって相談で

きるものは相談していきたいと。ですから、生活困窮者につきましては来年

度検討してまいります。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） そのほか質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外議員の質疑を終わります。 

  以上で第８号議案に関する質疑を終わります。 

  これより第８号議案について意見を伺います。賛否に関する意見はありま

すか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外議員の意見はありますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で第８号議案に関する意見を終わります。 

  休憩いたします。 

                       10時44分 休憩 

 

                       10時54分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

 

上下水道経営課、上下水道工務課（第９号） 

〇委員長（井出 悟） 次に、第９号議案の審査になります。 

  説明は終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

  二ノ宮委員。 
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〇委員（二ノ宮善明） それではお願いします。353ページ、第１款第１項建設

改良費、この金額で、今岩波地区のほうへ北進しておりますけれども、何キ

ロぐらいこれ延伸できるのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 およそ640メーターになります。およそ640メーター程度

です。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 10年概成でアクションプランもつくって今やっている

ところなのですが、暫時休憩。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時12分 休憩 

 

                       11時14分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 29年度の当市の汚水処理人口普及率と県全体の普及率

をお伺いします。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 今こちらに資料を持ってきておりませんので、後ほど答弁

させていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時15分 休憩 

 

                       11時15分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そして、またアクションプランですと中間年次での目

標と、そういうようなものが出ているのですけれども、先ほどの640メーター

で、これでやっていくというようなことですと、目標としている汚水処理人

口普及率達成できそうですか。 

〇委員長（井出 悟） 上下水道工務課長。 

〇上下水道工務課長 工事自体若干遅れぎみです。 

〇委員（二ノ宮善明） 遅れぎみ。 

〇上下水道工務課長 はい。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） そうすると、ごめんなさい、10年概成で補助金がなく
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なったときというのは、その後は市単でずっとやっていくということですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 10年概成後の補助金がなくなるというような情報は入って

おりません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） では、そういう予想もないということでいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 現状ではそのように考えております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 131ページで、ここに接続件数ということであるのですけ

れども、ごめんなさい、351ページです。今まで整備が完了して接続可能とな

っているが、接続されていない件数、そこのところをちょっと教えていただ

きたい。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時17分 休憩 

 

                       11時17分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 先ほどと同じく資料がございませんので、後ほど答えさせ

ていただきます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） ごめんなさい、土屋委員が言われた関連ですけれども、

数値はいいとして、来年度接続されていない方へのアプローチというのはど

ういうふうにされていく予定ですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 現在もちょうど今やっている最中なのですが、各戸訪問や

って、接続していただけるようお願いに上がっているところでございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 多分毎年そうやって個別にお願いに行っていると思うの

ですが、それで効果というのは見込めていらっしゃるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 効果はあると感じております。効果はございます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） これって、整備されて６カ月以内に接続しなければいけ

ないというふうになってますけれども、それ法的縛り的なものというのは特



172 

 

にないのですよね。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 法的な縛りは、下水道法にはそのようにうたわれておりま

すが、特にこうしろという法的な縛りはございません。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します 

                       11時18分 休憩 

 

                       11時19分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 法的な縛りはございますが、具体的な罰則はございません。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 来年度に予算計上されているのがちょっとどこかわから

なかったのですが、例えば他市町の状況、接続していただくための呼びかけ

の仕方とか、そういった研修会のようなものに参加することというのはある

のですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、同じ流域の中で会議をやっておりますので、それ

を議題に出してやっております。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 狩野川流域の中で、接続率が高い町というのは、参考に

なるようなところはあるのですか。 

〇水道事業管理監 ちょっと暫時休憩。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時20分 休憩 

 

                       11時20分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 流域の中では、一番先行しております沼津市を参考にして

行っております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） さっき部長の説明の中で、水道と下水と一緒にという後

からの説明だったけれども、何か改善計画をやっていきますみたいな話があ

ったと思うのですが、そこのところをちょっと説明してください。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 
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〇水道事業管理監 下水道事業の経営戦略をまとめまして、それをもとに審議

会を来年度発足する予定でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） その予算はどこに入っているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 372ページの収益的支出のまず21節に報酬がございます。こ

の委員報酬に30万円入っておりますが、これが審議会の委員報酬でございま

す。そして、59節委託料の中の経営戦略策定というものがございまして、そ

れが資料作成でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 経営戦略策定は、これ1,000万円のうち幾らぐらいなので

すか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 960万円でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これは、どんなところに委託をするのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、コンサルタント会社で、特に下水道事業に精通し

ているところに委託をする予定でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） アクションプランがありますよね、一応つくったやつが。

それとこれとはどういうふうなかかわりになってくるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 もちろんアクションプランの資料とか何かを当然参考にい

たしまして、補填する作業でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） そうすると、アクションプランをつくれと国に言われて

やっているわけで、それが、そのアクションプラン自体が少し洗練されてい

く、あるいは戦略的によくなっていくという解釈でいいのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 はい、そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 審議会はいつごろ立ち上げるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、経営戦略の策定後に行う予定ですので、年度末に

立ち上げる予定でございます。 



174 

 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 委員報酬30万円は年度末にかかるのですか。暫時休憩願

います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時23分 休憩 

 

                       11時23分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 先ほどの私の言い方が悪かったのですが、経営戦略の策定

をしている間もその意見を述べてもらうようなあれをつくっていきますの

で、大体半年ぐらいはかかわっていただくような格好になろうかと思ってお

ります。そして、この30万円につきましては、これは多少多目に見ておる予

定でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 審議会の委員は何人ぐらいですか。 

〇委員長（井出 悟）  

  課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 10人を見込んでおります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） どのような方にお願いをするのですか。 

〇委員長（井出 悟） 課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 市内の有識者を考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 市内の有識者というのは、具体的にはどういう方ですか。 

〇委員長（井出 悟） 課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 下水道区域の方をメンバーにも入れたいと思います

し、あとはそうでないこれから予定されている方も入れたいと思います。具

体的に言いますと、例えば区長さんとか、ボランティア団体の長の方とかを

お願いしたいと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 役に立つ審議会ならいいけれども、当局の言う意見を「は

い、はい」という審議会だとつくってもしようがないと思うのだけれども、

その辺はどうですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時26分 休憩 
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                       11時26分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 もちろん実りあるものにしなければなりませんので、人選

には十分留意していくつもりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 資本的支出の建設改良だから376ページかな、工事請負費

２億4,750万円、これは主として岩波に向かっての延伸工事ということでいい

ですか。 

〇委員長（井出 悟） 工務課長。 

〇上下水道工務課長 主にそのようになっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 岩波に向かっての建設工事には、これまでざっと何億円

ぐらいかかっているのでしたっけ。何年やって、何億円という感じで。 

  暫時休憩してください。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時27分 休憩 

 

                       11時28分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 深良の震橋からの工事が平成25年から入って現在に至って

います。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 来年度640メーター進むとどんな状況になるのですか、つ

なぎ込みができる状況になるかどうか。 

〇委員長（井出 悟） 工務課長。 

〇上下水道工務課長 ここのこれを来年度で岩波駅のロータリーの交差点のと

ころまでつなぐようになりますので、沿線上のところではつなぎ込みができ

るお宅は発生してきます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 岩波に向かって延ばしていく線路の最終的な収益は幾ら

を見込んでいますか、下水道利用料収益。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 
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                       11時29分 休憩 

 

                       11時30分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 今資料を調べておりますので、また後ほど答弁させていた

だきます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 収益によって、投資しているわけですよね、それがいつ

ごろ改修できる見込みなのですか、見込みがあるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 見込みはあるものと考えております。そのために下水道事

業審議会のほうでも料金等が果たしてこのままでよろしいのかどうかという

ところの検討をしていきたいと、そのように思っております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 下水道審議会はいいですけれども、料金は値上げをしな

ければ、今赤字なので、値上げしなければいけない、その言いわけづくりの

ために下水道審議会つくるわけですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 アクションプランで一時工事を中断したことを見込みまし

て、その後どうなるかというようなことを検討して行く予定でございます。

つまり工事…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時32分 休憩 

 

                       11時32分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 経営戦略策定に1,000万円近くかけてやるのですが、要は

収益事業として独立会計の企業採算だから、収益事業として何年か先にはコ

ンプラになるように、ペイするように持っていかないといけない義務がある

わけです。そこのところの見通しが立っているかどうかを聞きたいのだけれ

ども、それはこれから考えるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 明確な時期というのはわかりませんので、これから検討し

てまいります。 
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〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 372ページ、流域下水道の維持管理負担金１億円、これは

狩野川流域西部だと思うのですけれども、維持管理だけで負担金これだけか

かっているという解釈でいいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時33分 休憩 

 

                       11時33分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、下水道の処理費でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） これの算出根拠はあるのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 １立米当たり86円で、179万8,000立米で、これが現年でご

ざいまして、それが幾らだ……。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時33分 休憩 

 

                       11時34分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 １立米当たり86円の処理費用がかかっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 375ページの流域下水道建設負担金、これは裾野市内の工

事以外のどんなところにかかっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、狩野川西部の処理場改修工事の負担金でございま

す。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それはどういうふうに算出されている額ですか、これは。 

〇水道事業管理監 ちょっと。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時35分 休憩 

 

                       11時35分 再開 
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〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  経営課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 この算出方法につきましては、全体で市町の均等割

と人口割等で算出して示されてきます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 均等割がどれぐらいで、流量割かな、人口割、その辺ち

ょっとわかりますか。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇上下水道課主席主査 内訳につきましては、均等割が裾野市の分として1,160

万円ほどで、下水量割のほうが裾野市で1,430万円ほどで、合計で2,600万円

ほどになっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 流量割のほうは、例えば前年度の実績とかそんなふうな

ことになっているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇上下水道課主席主査 流量割と均等割につきましては、もう既に割分が決ま

っておりまして、均等割は５市町で割りますので、単純に５で割っています

けれども、下水量割というのは裾野市の分として16.4％となっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） わかりました。353ページの資本的収入及び支出の差額不

足額を１億7,700万円補填するとなっていますけれども、貸借大量票でもキャ

ッシュフローでもいいのだけれども、現金は2,000万円しかありませんという

こと書いているのだよね、そこのところはどう解釈するの、どうなっている

の。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇上下水道課主席主査 この金額につきましては、３条のほうの収支で減価償

却費という非現金支出がございますので、その減価償却費に充てた分の金額

につきましてこの４条の収支に充てるという意味合いになってきます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それはわかります。ただ、現金がキャッシュフロー及び

この貸借対照表で現金が2,000万円とか4,000万円とかという額になっておる

ので、これで正しいですか、現金、預金といったら、一応預金高だよね、普

通の場合はね。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇上下水道課主席主査 これにつきましては期末の金額となっておりますの

で、ここに記載のとおり当年度分で全て支払いをするようになっております



179 

 

ので、結果的に現金が残ったのがそこという金額になります。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） キャッシュフローですけれども、ちょっと理解できない

ので、わかりやすく説明して欲しいのだけれども、キャッシュフローなのに

長期前受金の戻入額とか固定資産減価償却とかが入っているというのはちょ

っと余りよく理解できないのだけれども、そこら辺わかりますか。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇上下水道課主席主査 これにつきましては、キャッシュフロー計算書の作成

根拠がございまして、間接法というもので取り扱いを行うことと当市の場合

はしておりますので、それによるとこのような表記になってきます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 営業活動によるキャッシュフローで、減価償却費３億8,000

万円と書いてあるけれども、これは実際に現金がそのときに来るわけではな

くて、計算上ですよね。だから、さっきの１億7,700万円の不足というのを計

算上は充てられるけれども、現金で充てるということに、それはできるので

すか。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇上下水道課主席主査 これキャッシュフローの営業活動のほうなのですけれ

ども、減価償却費ということで、ここで現金が３億8,000万円ほど残るという

概念になりますので、それを使って、要は下の費用を払った結果、キャッシ

ュフローが営業活動においてはプラスになるという理念になっております。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） それで、法的にいいのですね。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇上下水道課主席主査 はい、問題ないと思っております。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） 経営戦略の策定は上下水道一緒にやっていくという

話ですね、さっき上水道のときに。自前でやると言われていたのは上水道に

関する部分だけということですね。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 この審議会におきましては、上下水道同じ日に参集してや

りたいということで、やることについては上水道、下水道それぞれ別のもの

でございます。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時41分 休憩 
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                       11時41分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 委託につきましては、上水道については水道ビジョンの資

料が流用できるものが多々ありますので、補填する意味では職員が行って作

成するということになっております。 

  下水道については資料作成、使えるものもございますが、補填資料が多く

ありますので、委託にかけるというようなことで、それぞれ別、下水につい

ては独自に委託発注いたします。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） 成果物は、２つ別のものができるという理解でいい

ですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） この審議会は委員報酬30万円、下水のほうでついて

いて、上水の法も30万円ついていますけれども、同じ審議会ですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これにつきましては、同日に行われたものについては双方

で負担して、案分して払うということで、単独でもし開催するような場合は

下水道でしたら下水道のほうから、上水で単独で行う場合は上水のほうから

出すというふうに分配しようかと、そのように考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） メンバーは同じですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 先ほどもそのようなお話をさせていただいたと思います

が、メンバーは同じメンバーを考えております。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） 経営戦略を策定することにこれだけお金が必要だと、

正しいものなのかどうなのかという判断がいまいちつかないのですけれど

も、中の方々の知見では全然足りないものなのですか。 

〇水道事業管理監 んっ。 

〇副委員長（小田圭介） というか…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時43分 休憩 
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                       11時43分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、まず資産台帳の作成に時間がかかるということで

す。今資産台帳の作成とか大分やっておるのですが、その後のアクションプ

ランの10年後の工事ですね、10年後で一応完了するということでさきに申し

上げたわけですが、その10年後でやらなかった場合、それ以降やらない場合

の料金算定とか何かというのはどのようにしていくか、あと人口統計も上水

と下水と違いますので、とり方が。その辺のところ、そういうところの作成

を頼もうかと、そのように思っています。特に料金にかかわるものについて

の裏資料の作成が必要になってくるだろうと、そのように思っております。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） 最後にしますけれども、一企業として社内に人材が

不足をしている状態なのか、それとも外部委託で済ませていいものだという

判断なのか、そこだけ最後に確認させてください。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 業務委託を発注するということは、それに精通している職

員の数が少ないと、そのように感じております。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 375ページの63節の工事請負費で２億4,750万円、先ほ

ど課長説明してくださいました新設改良工事の５カ所と８カ所、その５カ所

と８カ所の内訳を教えていただけませんか。 

〇委員長（井出 悟） 工務課長。 

〇上下水道工務課長 深良、先ほど岩波に向かうところで４カ所、区画整理地

内の事業で１カ所、富岡地区で…… 

            （「富沢」の声あり） 

〇上下水道工務課長 ごめんなさい、富沢地区で２カ所、桃園で１カ所、あと

平松深良で１カ所、今建設やっている東海ゴムの裏のところの道路で１カ所

のような箇所になっております。 

  あとは汚水升の取り出しとか、先行管の取り出しという形の中で持ってい

るもので考えているので、よろしいでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 先ほどの小田委員とちょっと被ったりするのですけれ

ども、委託するしないにかかわらず、上下水道の職員さん足りていますか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 
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〇水道事業管理監 先ほど小田委員の質問がありましたとおり、委託を全部職

員で賄うということがありますと、それは当然足らなくなりますので、その

ときだけは委託にかけてということで、やっていく限りは経営のほうは特に

は問題はないかなと思っております。むしろ技術系のほうがここでまた１名

再任用の方がやめていくと、私も今年で退職を迎えますもので、現場に精通

している職員というのは非常に減っております。そういうところを計画的に

人員を配置していただいて、技術の継承に努めていければなと、そのように

考えております。足りているか足りてないかということになれば……。済み

ません。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） わかりました。先ほど言いましたように委託する委託

しないにかかわらず、退職する方ですとか、そういうような中で、足りてい

るかなというところで、以前の人数と比べるとかなり減っているのではない

かなと、そういうような思いです。 

  暫時休憩願います。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時48分 休憩 

 

                       11時49分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 374ページ、一般会計の出資金ですけれども、出資に対し

ては、この企業はどういう配当か何かするのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 出資金という名前は、あくまでも公営企業法に倣ったやり

方で名前をつけております。出資金に対しての配当は今のところ考えており

ません。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 出資金はあくまでも出資金なので、去年と今年の出資が

あると思うのですが、それは儲かれば返却をするのですか、その辺はどうな

っているのですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 儲かるか返却するかということは、現在考えておりません。

将来…… 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       11時50分 休憩 
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                       11時50分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 今は出資金という名前を使っていますが、その後、独立で

企業経営ができるようになったときには出資金という名目を変えます。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

                       11時51分 休憩 

 

                       11時51分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  はい。 

〇水道事業管理監 出資金がなくなります。 

  以上です。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） なくなるということはどういうことですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 それは、一般会計からの繰り入れがなくなるという考えで

ございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 出資したものは、その企業にとってはあくまでも貸借対

照表では負債のほうに行ってきているはずだよね。そういう意味で、残って

いくんじゃないの。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇上下水道課主席主査 出資金につきましては、貸借対照表上では今後資本金

としてカウントされていきます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 今後ということは、今現在は例えば30年度で669、514に

なっている資本金、そうだと思うのですね、出資したから資本に入るのだか

ら、資本金に入るのだけれども、これのところに計上されていますと、そう

いうことですか。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

〇上下水道課主席主査 そのとおりでございます。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 351ページ、もう一度済みませんけれども、先ほど工事実

施箇所の説明がございました。そして、工事に入っていくときに多分説明会
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やっていると思うのですけれども、その住民説明会で接続する、先ほど６カ

月以内とか、そういう説明をしっかりしているかどうか、ちょっとお伺いし

たいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 工務課長。 

〇上下水道工務課長 行っております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） その点でちょっと確認、さっき聞き間違えだったかもし

れないのですけれども、接続件数が234件ふえると、そしてその下の総配水量

は６万7,225減と言いましたよね。件数がふえて、結局水道は使っていくわけ

じゃないですか。接続がふえたのに減るというのはちょっと理解ができない、

ちょっとその辺の説明していただきたいのですけれども。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、私どものほうも計器とかいろいろ調べて、特に問

題がなかったということで、不明水が……不明水というのは雨水とか、河川

からの差し水、これが改良工事等によって大幅に減ったと推測しております。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） それは改良する前というか、そういうものはどんどん、

どんどん入り込んでいったのが修繕をして改良されたので、要するに減った

ということですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 はい、そのように考えております。 

〇委員長（井出 悟） そのほか質疑ございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 委員の質疑を終わります。 

  分科会外委員の質疑をお受けいたします。 

  勝又利裕委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） １点だけ、先ほど委員のほうからも質疑ありま

したけれども、一般会計から出資金と繰出金が出ています。今回の行財政構

造改革の中で、一般財源ベースでという話があったと思うのですけれども、

上下水道課で出ているのは、償却したのは800万円だけ、要するに事業に対し

て一般会計から繰り出したり出資金が出ていることに関する議論というのは

あったのでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 その議論はございました。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） あったということですから、どういう議論をし
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たのでしょうか、お願いします。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 出資金の多くが、これは工事費に充てているのではなくて、

過去の起債の返却に充てているものでございます。ですから、ここで工事を

減らしたからといって、急激に……起債に充てておりますので、現状では減

らすことはなかなか難しいというところでございます。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） 繰出金についてはいかがだったでしょうか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 繰出金についても同様に起債の返却に充てているものでご

ざいます。 

〇委員長（井出 悟） 勝又委員。 

〇分科会外委員（勝又利裕） そうすると、行財政構造改革の中で上下水道の

事業に関しても議論をして、一般財源から６億円ぐらいの出資金だったり、

繰出金が出ているのですけれども、その分については事業がこうだから、事

業を減らすということも考えられるのでしょうけれども、そういう考えがな

くて、起債の償還とか、そういう部分だから、今回の行財政構造改革の一般

財源のベースからは外すという結論になったということですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 そのような説明を行いました。 

〇委員長（井出 悟） そのほか質疑はございますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） では、分科会外委員の質疑を終わります。 

  以上で第９号議案に関する質疑を終わります。 

  暫時休憩いたします。 

                       11時57分 休憩 

 

                       11時58分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

 

上下水道経営課、上下水道工務課（答弁漏れ） 

〇委員長（井出 悟）  

  答弁漏れについて、課長代理から説明を受けます。 

  課長代理。 

〇上下水道経営課長代理 まず、汚水処理人口の普及率のことで土屋委員から

質問があったかと思います。県が79.6％で、市はどうなのというお話だった



186 

 

と思うのですが、平成28年度におきまして県は79.6％でしたが、当市におき

ましては77.8％、29年度におきましては県が80.7％、市が78.5％でございま

した。 

  もう一件、未接続世帯はどれくらいありますかというご質問があったと思

いますが、こちらについては約500軒というカウントをしております。 

  もう一つにつきましては、主席主査のほうからお答えします。 

〇委員長（井出 悟） 主席主査。 

○上下水道課主席主査 アクションプランの中で収益のことはどうなっている

かということにつきまして、アクションプランにつきましてはあくまで投資

計画、投資費用のみの算定する計画でしたので、その補填分につきましては

経営戦略のほうで経営的なこと、収益的なことを考えていくというのが下水

道事業の方針です。 

〇委員長（井出 悟） 説明終わりました。 

  今の部分で質疑ございますか。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 500軒がまだ接続されていないということなのですけれど

も、その理由がわかったら教えてもらいたいのですけれども。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 これは、主に水窪と伊豆島田地区に多いのですが、これは

長泉町のほうに接続する予定、もともとはポンプアップで上に上げて旧246の

ところへ持っていく予定だったものが長泉のほうに流すという協議が始まり

まして、その時間を要したことによって新築のうちがどんどん建ってしまっ

たというようなことが原因でございます。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 長泉に接続というのは、富沢の一番下の長泉と接するあ

たり、あの辺の話ではなかったですか。 

〇委員長（井出 悟） 水道事業管理監。 

〇水道事業管理監 元南部の区画整理区域内です。 

  以上です。 

〇委員（賀茂博美） 休憩してもらっていいですか。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩します。 

                       12時00分 休憩 

 

                       12時01分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開ございます。 

  答弁漏れについてを終わります。 
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  これより第９号議案について意見を伺います。賛否に関する意見はありま

せんか。 

  小林委員。 

〇委員（小林 俊） 下水道会計は赤字の額が多過ぎて、一般からの繰り出し

あるいは投資が多過ぎて、それの改善策がいま一つ見えてこないので、まず

いと思います。 

〇委員長（井出 悟） そのほか意見はありますか。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 分科会外委員の意見をお伺いします。意見はあります

か。 

            （「なし」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） 以上で第９号議案に関する意見を終わります。 

  以上で、環境市民部上下水道経営課及び上下水道工務課の質疑を終わりま

す。 

  休憩いたします。 

〇委員長（井出 悟） 暫時休憩いたします。 

 

                       12時02分 休憩 

 

                       12時04分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  以上で予算決算委員会産業建設分科会に割り振られました議案の質疑を終

了いたします。 

  では、暫時休憩いたします。 

                       12時04分 休憩 

 

                       12時06分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 
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自由討議 

〇委員長（井出 悟） 委員の皆様に申し上げます。発言は１人ずつマイクを

使用し、委員長の指名により発言していただきますようお願いします。 

  それでは、自由討議をいたします。 

  賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 私、産業部のときに産業振興課のユニバーサルデザイン

タクシーの件、少しご意見言わせていただきました。そのときも述べたので

すけれども、今行財政構造改革をしている中で、市民サービスをいろいろと

見直しをかけている中で、事業者に対して補助制度を設けるということが市

民にどう説明できるのかなというところで少し疑問を感じていました。また、

かつユニバーサルデザインタクシーがお披露目されたのはかなり前、庁舎の

中にも展示されたりしていましたけれども、そのタイミングでなぜやらずに

今なのかなと。今事業者が購入をして市内をもう既に走行されています。そ

れを受けて、このタイミングはどうしてかなというのがちょっとあったので、

ご意見言わせていただきました。ほかの委員の皆さんがその件についてどう

思っているのか、ちょっとご意見伺いたいなと思っています。 

〇委員長（井出 悟） 今賀茂委員からありましたので、どうぞ。 

  では、二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 私も市内のタクシー会社２社というところで、１社は

もう１月25日に登録して、もう営業をしている。その中で、どうしてこれを

購入する、導入するのに60万円の補助が必要なのかというのを指摘させてい

ただきました。それで、その答弁によるのであれば、私はもう新年度の補助

だからということだったますけれども、私は今導入しているところにもやる

べきだなと、そんなふうには感じています。だから、それについて賀茂委員

がおっしゃられているバス、タクシーのチケットとか、それのほうとは若干

違うかもしれないのですけれども、私はその60万円の補助金についてはそう

いうふうな意見を持っています。 

〇委員長（井出 悟） 休憩します。 

                       12時09分 休憩 

 

                       12時09分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開いたします。 

  どうぞ、土屋委員。 

〇委員（土屋主久） この間、福祉関係、例えば車椅子で乗れるとか、そうい

う方向性があるのだったらとは思うのですけれども、あの車を導入して、で

はそういうものに使えるかという疑問もあるし、なおかつその車を補助して、
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そこから収益が要するに市のほうに歳入として振り返ってくるのかという、

その辺も明確になっていないかなという形あるので、ちょっと疑問だなとい

うのがあるのです。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 国から補助金が出ているのが前提だというので、裾野市

も出すというのは、その意味が僕はわからないのです。余り言わなかったけ

れども、金を受けれ、金を受けれと言っているのであれば、それはもう企業

にお任せして、国から補助金があるのだったら、それでいいと私は思います。

あれユニバーサルデザインと言うけれども、タクシーのベースタクシーとし

てはああいうものにしましょうということで、別に福祉事業ではないので、

あのタクシーの形は。僕はそれちょっと違うのではないかなと思います。 

〇委員長（井出 悟） 委員長は発言しないほういいのでしたっけ、こういう

ときは。自由だからいいのでしたか。 

  ちょっと私は少し審査の中で賜ったときには、説明は余りよろしくなかっ

たと思うのですけれども、あの中でポイントは、事業者であれば通常安い車

を買ってしまうので、コンフォートという昔のタイプの車を買いがちになる

のは当たりまえだと思います。そういう中で、コンフォートとの価格差をな

くしてああいう誰もが使えるユニバーサルタクシーを導入しやすくすること

で市民の公共交通が充実するということに関しては、ある一定の理解はでき

るというふうに思いますので、私自身は余り違和感を感じませんでした。た

だ、説明が産業部の中でやられているので、産業振興だとか、そういうとこ

ろの視点が非常に多く課長説明であったので、そういうところについては少

し委員さんからもご意見が出たという認識ではありますが、補助自体に関し

ては非常に目的がしっかりしているのではないかと、説明がよくなかったの

ではないかというふうな感じは受けています。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 私も違和感というのは感じなかったのですけれども、

すそのーる500メートル外のところの高齢者については１回100円のバス、タ

クシー券、そういう制限がある。あとは運転免許証を自主返納した方に対す

る補助というのも裾野市ではやっております。そして、100円のチケットが安

過ぎるのではないかというようなところで、あれは今度新年度からでしたっ

け、200円になるのは。そうですよね。というようなところがある。そういう

ような中で、やはり市民サービスというものを考えるのであればああいうジ

ャパンタクシー、そういうようなものの導入に対しては補助があってもいい

のだろうと、そういうふうに考えます。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 
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〇委員（賀茂博美） 私も100％反対というわけではないのです。ただ、市民に

対してどう説明すればいいのかというのが自分の中でははっきりしなかった

のですけれども、今回産業振興課が挙げてきたということで、一番最初のご

説明が市内企業で製造されているというお話しされましたけれども、その目

的の部分をもうちょっとはっきりしていただきたかったかなというふうに思

っています。例えばこれが公共交通の市民に対する利便性向上とかという意

味が込められているのであれば説明もできるかなというふうに思っていま

す。確かに説明というか、趣旨の部分をもうちょっと明確にしていただきた

かったかなという気持ちはちょっと持っています。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 雫石町というところに視察に行ってきたのですけれども、

タクシーを使ったデマンド交通ということで、将来的にそこへ向かうのだと

いう面を考えているのだったらすごく有効かなと思うのです。だから、そこ

まで考えてくれるのだったら本当に賛成なのですけれども、諸般のというか、

裾野市のこれから何年か先を考えていくと、産業部、産業振興課か、やっぱ

り説明不足というか、何かちょっと先をよく捉えていないなという感じがし

ていますよね。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 余り時間をとるのもあれなのですけれども、今委員の皆

様のご意見を聞きますと、やっぱり事業の目的をもう少し明確に、そして説

明ももうちょっと明確にしていただきたいかなというご意見が多いかと思い

ますので、委員長報告をするときに、委員からそういう意見が出たというこ

とで盛り込んでいただきたいなと思います。 

〇委員長（井出 悟） 二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 私も廃止の23事業ですとか190何事業でしたっけ、縮減

をされた。そういう事業の今のユニバーサルデザインのタクシーの導入もそ

うなのですけれども、市民に対する説明がもっときちんとするべきだろうと。

そういうようなものを私は付帯決議として委員長からやっていただいたらい

かがかなと、そういうふうに感じます。 

〇委員長（井出 悟） ちょっと休憩します。 

                       12時16分 休憩 

 

                       12時16分 再開 

〇委員長（井出 悟） 再開します。 

  今まずちょっとＵＤタクシーのところは賀茂委員から投げかけがあった部

分について、まず一回しめますが、その部分について、分科会委員長の報告
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として述べていきたいと思います。述べる事項としては、こういう行財政改

革等の施策が実行される中、その施策の目的についてはより丁寧に慎重にし

ていただく必要があるというか、そんなような内容を考えますけれども、そ

の趣旨の内容をちょっとしていきたいと思います。また見ていただくという

形で全体としては見ていただく前提でよろしいですか。 

            （「はい」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） あともう一点、下水道のほうでご意見賜っていたと思

いますので、その部分についての討議を行いたいと思いますが、もしあれば。 

  どうぞ、小林委員。 

〇委員（小林 俊） 下水道は、去年の予算でも反対したのですけれども、私

は。やっぱりアクションプラン自体が余り経営の改善の役に立っていないア

クションプランが今できていると思うのです。経営の改善をするには、ほか

のことを考えなければいけないので、とにかく収益が上がるように、そして

支出は削るようにというところの企業の本質的なものが何もない。これまで

どおりの一般会計からもらえばいいじゃんということでやっているというと

ころが私は非常にまずいと思いますので、この予算ではまずいと思います。 

〇委員長（井出 悟） ということでしたが、今年度の当初の中ではそういう

ものを含めて経営戦略に資する計画と審議会等をつくるというような当初の

説明もありましたが、そのような小林委員の意見を含めて何か自由なご意見

を賜れればと思いますが。 

  二ノ宮委員。 

〇委員（二ノ宮善明） 私も下水道の予算につきましては２年続けて反対のほ

うで起立をさせていただきました。今小林委員から言われたこととか、あと

は３省合同の10年概成が出たからということを言い訳にしながらアクション

プランをつくるときに白紙の状態でつくらずに、もう北進するのだというよ

うなところでやっているというようなところ、今までずっと待っていたとこ

ろに対しての説明とか、そういうようなものもない中で進んでいるというこ

とで、反対をしました。今年もそういうような気持ちは変わっておりません。 

〇委員長（井出 悟） 土屋委員。 

〇委員（土屋主久） 下水道については、事業を続ける限り、私はまだ新人で

よくわからないのですけれども、多分一般会計からの繰り入れ、これは永久

に続いていくという感覚。ですから、新規に例えば住宅団地とそういうとこ

ろの関係、市街化区域、そこについてはやはり本来だったら整備していくと

いう方向性だと思うのです、都市計画税取っていますのでね。その辺もしっ

かり考え方、これは市がこれから検討して、示して行く必要があると思うの

です。ただ、私はこれはとにかく反対というか、好ましくないと思いますけ
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れども、でもその方向性をしっかり31年度に出してくださいと、そんな方向

でできれば意見をしていただきたいなというふうに思うのですけれども、自

立に向かってということです。 

〇委員（二ノ宮善明） 方向性に向かってはね、もうずっとやってきた、それ

が全然…… 

〇委員（小林 俊） やってないのだよね、結局それができていないんだよね。

960万円のコンサルタントが何と言ってくるかわからないのですけれども、これ

休憩…… 

〇委員長（井出 悟） いいですよ、どうぞ。小林委員。 

〇委員（小林 俊） 上下水道審議会ができるという話ですが、これまでどお

りの各種団体の長から１人出てきてもらってというような形の上の審議会に

なりそうな気が今日の答弁を聞いていてしたのです。それでは、いい方向に

は進まないだろうなと思うので、形の上で審議会ができて、値上げしましょ

うというのだけ決められても経営の改善にはならないなと思います、私は。

だからまずいと思います。 

〇委員長（井出 悟） 賀茂委員。 

〇委員（賀茂博美） 下水道事業は、今本当に費用対効果がどうなのかなとい

うのは確かに疑問に感じます。今ちょっと質疑の中でもそれほど明確な、小

林委員が質問されていましたけれども、明確な事業収益の見込みというのも

はっきりしていないのかなというところを考えると少し疑問ですけれども、

今もうここまで進んでしまっている。来年度は岩波の接続可能なところまで

行くという話、それから経営に関しての戦略を立て直すということに期待を

したいかなというところはあります。 

  あとは未接続の方へのアプローチ、使ってもらって何ぼの事業ですので、

そこをもっと積極的にやっていただけたらなというふうには思います。 

〇委員長（井出 悟） 小林委員。 

〇委員（小林 俊） 岩波に向かって進めている事業は、今とめるのが一番安

いのです。向こうはちゃんと合併処理槽で処理しているのだから、ほとんど

のところは。今とめるのが一番安いのです。 

〇委員長（井出 悟） さまざまなご意見出ていますけれども、この部分に関

しては、意見はあったということについては、小林委員が先ほど述べていた

だいていますので、それは述べますけれども、何か委員会として発言するよ

うなことはありますか。 

〇委員長（井出 悟） 休憩ではない。休憩というか、自由な討議なので。 

〇委員（小林 俊） これをこのままもう何年もやってきているこの形の会計

予算が通るのだったら、私は市議会のチェック機能が果たされていないとい
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うふうにとられても仕方ないと思うのです。もう少し何とか言いたいなと思

いますけれどもね。 

〇委員長（井出 悟） ちょっと委員長から申してもあれなのですけれども、

先ほど確かに出資金だとか、繰入金の中で事業に当たる償還金は支払われて

いることは事実、それについては過去の過年度の事業に対する償還が多くを

占めていますので、岩波の部分も工事とすれば積んでいくのは当たり前とい

うことです。ただ、一方で小林委員も俎上に上げていただきましたけれども、

下水道使用料の部分に関しては経営戦略を見直して、審議会等を設置して、

そういう部分の経営戦略を立て直すというのがこの31年度の年だというふう

な説明はあったと思いますので、その辺を踏まえて委員会として、各個人で

賛否の意見を述べていただくことは、それは問題ないと思いますので、委員

会として何か全体として話をすることがあればということです。 

〇委員（小林 俊） だから、それを委員会で討論しましょうと思いますけれ

どもね。 

〇委員長（井出 悟） そういうふうな提案がありましたけれども、その部分

について、皆様の意見を聞いて、最後は多数決になろうかと思いますけれど

も、その辺も含めて。 

  先ほどはＵＤの件は、皆さんいいよという話は、そういうふうに言ってく

れという話なので、それは承りましたので、これについて。 

  どうぞ、小田委員。 

〇副委員長（小田圭介） 委員会としての意見というのは、賛否がある程度ま

とまっている場合には意見というのはつけやすいのですけれども、賛否が分

かれているときには賛成だけれども、反対だけれども、だからこうというの

はできないと思うので、委員会としてまとめるというのは不可能だと思いま

す。 

〇委員長（井出 悟） そういう意見ということで、これについてはよろしい

ですかね、賛否が分かれそうなので、委員会としては、意見があったことは

当然言いますので、先ほどの議案のところでね。その程度にとどめるという

ことでよろしいですか。 

            （「はい」の声あり） 

〇委員長（井出 悟） わかりました。では、全体を通して、最後ですけれど

も、この31年度当初予算の中で審査として。 

  土屋委員。 

〇委員（土屋主久） やはり３世代同居の住宅の補助関係ですよね、あれはや

っぱり積み上げ方式だよね、今までのをなくすのではなくてということだっ

たらわかるのです。市外に住んでいる方をいかに裾野へ住んでもらうかとい
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う、その辺、要するに縁もゆかりもない方が裾野に住みたいなといったとき

に、お金も何も上げませんよという世界なのです。だから、それはおいてお

いて、プラスアルファ裾野に生まれてよかったなという、そういう子どもた

ちが帰ってくる、それで３世代同居だよという、そういう形に持っていくべ

きだと思うのです。それがちょっと欠けてしまって、他人は入ってくるなと、

そういう感じのあれをちょっと感じたので、これは自分としたら賛成できな

いなというのがあります。 

〇委員長（井出 悟） ほかにありますか、全体を通してでもいいですけれど

も、なければないでいいですけれども。 

  どうぞ。 

〇委員（賀茂博美） これ毎回予算審査のときに話が出て、今議会改革も進ん

でいますけれども、もう少し積み上げ資料があるといろんなことが細かく質

問しなくても、例えば委員報酬、何の委員かとか、負補交もそれぞれどうい

うものかというのを聞かずして、本当の中身の審査に入れるかなと思います。

これ毎回の話なのですけれども、もう少し詳細な資料があると非常に審査が

はかどるかなと思いました。 

〇委員長（井出 悟） 先ほどの土屋委員の話は、ＵＤタクシーと根っこは似

ていると思うので、ＵＤタクシーと３世代同居の話みたいな形で、そういう

各種の補助金等については説明もしっかりしていただきたいし、考え方もし

っかり幅広でやっていただきたいということだと思うので、そこに含めてし

まっていいですか。 

〇委員（小林 俊） そうじゃないよね。 

〇委員長（井出 悟） それは違いますか。 

〇委員（土屋主久） 物の考え方が浅い。要するに、現状があって、件数もか

なりやっているわけじゃないですか。あの件数考えたら、なぜやめるのです

かと、それにプラスアルファでもっともっと移住を推進するのだよという意

味だったらわかるのです、考え方が浅過ぎる。 

〇委員長（井出 悟） そこの部分については、今回委員会としても意見書と

いうか、要望書というか、あれを出しているので。 

〇委員（土屋主久） そんなことやっていて、１軒の家計簿をつけているわけ

ではないのだからさ、戦略的なものがなかったら始まらないわけじゃないで

すか、戦略性が何も見えない。 

〇委員長（井出 悟） どうしましょうか。今の部分について、何か。 

〇委員（土屋主久） だから、これについては、いずれにしても提案、例えば

市のほうでこういうふうに変えますよというときあるじゃないですか。それ

って説明責任必要ですよ、議員に対しても。夢だけを考えているのではなく
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て、やっぱり議員さん、これこうなのですけれども、幅広く意見を聞きたい

から、意見を聞かせてくださいとか、そういう論法じゃないと思う。 

〇委員（小林 俊） だから、やめるならやめるで、それこそ予算にかかわっ

てくる話だから、前もってもうやめることにしましたけれども、いいですか

ではなくて、どう思いますかと言ってもらったほうがいいな。 

〇委員（土屋主久） 時限立法あのとき出ましたよね、僕も条例読んだのであ

れですけれども、時限立法でそれを引きずってきたと言っていたじゃないで

すか。でも、引きずってきたのをここでやめるということは説明責任ありま

すよね。だって、３年といったら、３年のときが、みんなあれじゃないです

か、ここで切れるのですねと、じゃ、どうするのですかという議論、要する

に一般質問とかいろいろ出ていると思うのですけれども、引きずっておいて、

いきなりやめますと、今度はこれにしますというのは。 

〇委員長（井出 悟） 今後の委員会というか、予算審議の中での意見と、委

員会としてそこに至るまでの政策立案の部分とでちょっと切り分けて分科会

委員としてご意見をしたほうがいいと思うので、今回予算審査という観点で

少し幅を狭めたほうがよろしいかなと思いますが、もし俎上にのせるのであ

ればね、その辺のご意見を。 

〇委員（賀茂博美） 反対か……されますか。 

〇委員（賀茂博美） やっぱり意見として取り入れていただくか……。 

〇委員長（井出 悟） まあ、そうだね。 

〇委員（土屋主久） 予算をひっくり返すってよほどのことがないと無理です

よ、追加することだってそんな簡単なことではない。 

〇委員長（井出 悟） わかりました。どうですか、今のを取り上げ……反対

するというものではないけれども、制度というか、考え方、制度を構築する

ような考え方について意見があったということについては俎上にのせるとい

うことで大丈夫ですか、特に賛否も分かれていないようですので。内容とし

ては、今回産業部から上がってきた事案についても定住人口をふやすだとか、

さまざまな広い視点で事業を目指したときにそういう制度設計ができている

のかということについては疑問があったというような感じでちょっとまとめ

て見たいと思いますが、また皆様方のチェックをしていただきたいと思いま

す。 

  では、ＵＤと３世代同居の部分についてと、あと審査の効率化の部分につ

いて少し意見として出たということを述べたいと思います。 

  そのほかよろしいですか。 

〇委員長（井出 悟） 以上で本委員会に付託され、本分科会に割り振られま

した議案の審議は全て終了いたしました。 
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  来る３月19日の予算決算委員会で分科会委員長報告をいたします。 

  審査にご協力賜りましたことに感謝申し上げまして、予算決算委員会産業

建設分科会を閉会いたします。ありがとうございました。 

 

                       12時33分 閉会 


